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    　第一章　「心拍ドキドキが止まらない」


    



    　外は凍いてつくような寒さだったが、さっきから全力疾しつ走そうしているせいで汗だくだ。


    　ったく。ジョギングは体に良いんだろうが、頭が良くて顔面偏差値も高くてイケメンでおまけに超がつくほど健康マニアの大学教授とだけは一緒に走るもんじゃない。


    　隣で走っている男を見て俺はつくづくそう思った。


    「お金とはつまり、経済という体を巡る血液なのですよ。水みず町まちさん」


    　市いち来き乙おと矢や教授は、ジョギングのペースを落とさずに並走する俺に向かって言った。


    「血液が体の隅すみ々ずみに行き渡ってこそ、健全な肉体が維持できるのです」


    　澄みきった朝日に照らされて、教授の真っ白な歯がキラリと光った。市来教授は四十歳で俺より一回り以上も年上だってのに汗ひとつかいてない。それどころか笑顔さえ浮かべている。


    　いっぽうの俺はというと、息は切れるし、足はもつれるし、体力ゲージはとっくに赤く点滅していた。ていうか、まさか聞き込みにきてジョギングに付き合わされるとは思わなかったし、付き合ったとしても、ここまでガチで一緒に走らされるとは思わなかった。


    　そんな俺のことなどまるで意に介さず、教授は走りながらの講義を続ける。


    「その血液を、体中に巡らせる心臓の役割をしているのが、我々が今向かっている日本銀行、すなわち、日銀の役目なのです」


    　このまま永遠に走らされるんじゃないかと思っていた俺は、ようやくゴールの話題が出て少し安心して尋ねる。


    「で、その日銀はどこに？」


    「あそこです」


    　教授が顎あごをしゃくった。


    　首都高と外そと堀ぼりを隔へだてたその向こう側に日銀本店の地味な建物が見える。うへえ。まだ結構、距離あるじゃねえか。俺がげんなりしていると、むやみにさわやかな香りを漂わせながら教授はさらにスピードを上げた。


    「こうして身体からだを動かし、心臓を活発に動かすことで、全身に血を循じゆん環かんさせることができる。そうすれば我々の身体と同じように、経済も健全性を保てるわけです」


    　そりゃ毎日走り続けているアンタにとってはそうかもしれんが。俺は心の中で小さく反論した。久方ぶりに突然フルスロットルで働かされて俺の膝ひざは悲鳴を上げていた。


    　だが、まあ確かに経済的には少なくともここまでの交通費は得しているかもしれん。微々たる額だろうが自他ともに認めるドケチな俺にとっては、そこが唯ゆい一いつこのジョギングに付き合ってよかった点だ。


    「────しかし」


    　教授は急にペースを落とした。先にある横断歩道の青信号が点滅していたからだ。俺は崩ほう壊かい寸前の膝を休めることができてほっとしたが、教授は物もの憂うげな表情で前方を見つめている。


    　教授の視線をたどると横断歩道を渡った向こうには公園があって、公園内はホームレスの集団でごった返していた。


    「……残念ながら、その血液は、この国の隅すみ々ずみにまで行き渡っているとは言えません」


    　ホームレスの行列の先で、ボランティアが炊たき出しをやっている。


    　湯気の上がる器を受け取ったホームレスは皆、喜ぶでもなく一様に生気のない顔つきをしていた。


    　彼らの背後には、老舗しにせデパートの本店やお洒落なホテルがそびえたっている。悪い冗談みたいな光景だ。


    「富の偏かたよりができてしまうのは、ほんのひと握りの富裕層とそれに媚こびる政治家がいるからです」


    　教授の言葉には怒りが含まれていた。教授はわずかに声を震わせながら続ける。


    「いくら血液を供給しようと心臓である日銀が動いても、彼らによって血の巡りが阻害されてしまう。彼らは血管の中にこびりついた悪玉コレステロールといっても過言ではない」


    　俺はその答えに思わず苦笑いしつつ心の中で突っ込んだ。悪玉コレステロールて。いくらなんでもそりゃ過言だ。だが教授は真剣な顔で語気を強める。


    「富を貯ためこんで使わないひと握りの富裕層は、もはやこの国にとって、消費されない余分な脂肪同然。即刻対処すべきです。彼らが主張するように」


    　教授が指さした公園の隅すみには、段ボールのプラカードを持った若者たちがいた。プラカードには、『我々は99パーセントだ！』と書かれてある。


    「あれはかなり昔、ニューヨークのウォール街を占せん拠きよしたデモのリバイバルだそうです。つまり、悲しいかな世界はその頃と何も変わってない。いやむしろ悪化している」


    　教授の声に今度は悲哀の色が現れ始めた。


    「わずか一パーセントの富裕層の資産が消費もされず、血管を詰まらせて血の流れを邪魔し続ければ、血が通わなくなった部分は壊え疽そを起こして、腐り落ちるしかない」


    　教授が吐いたため息が、白い雲になって冬の空に消えていった。


    「やがて、この国の経済は死に体たいとなり、いずれ心臓も停とまるでしょう」


    「じゃ今のうちに海外に資産を移しておくべきっすかね」


    　俺は冗談めかして言ったが、教授は険けわしい顔で睨にらみ付けるように俺を見る。


    「まだあきらめてはいけません。そうなる前に、彼らが貯めこんだ脂肪を消費してエネルギーに変える必要があるのです」


    　それができりゃ苦労しないだろ。俺はなんだか、健康診断で医者に不ふ摂せつ生せいを責められたときのことを思い出して反論してやりたくなった。


    「けど、金持ちがみんなあなたと同じようにストイックじゃないでしょう。甘い汁を吸ってる連中がそれをやめるとは思えませんし、せっかく貯め込んだ財産を消費しようなんて思いますかね？」


    「彼らにそれを促しても無駄なことはわかってます。だが」


    　教授は口角を上げて自信満々に告げる。


    「彼らにそれを強制させる方法はあります」


    「どうやって？」


    　俺が尋ねると、教授はまた白い歯を見せた。


    「まさに『彼』はその方法を知っていた」


    　教授は、その場で足踏みをしながら走り出す準備をした。


    「ついてこれたら教えてあげますよ。あなたたちエイプスもそれを必要としているのでしょう？」


    　再び走り出した教授の背中を見つめながら俺はうんざりしたが、先週のあの大おお捕とり物ものよりはマシだと思い直した。


    



    　　　　￥￥￥


    



    　一週間前。ネオンがきらめく夜の繁華街で、俺は男を追って雑居ビルの屋上から屋上へと跳び移っていた。逃げている男の抱えたカバンのファスナーの隙すき間まから、ときおり一万円札がひらひらと夜空に舞っていく。さっき、あの野郎が金券ショップで強奪した金だ。


    　くそ。もったいねえ。札が飛んでいくたびに俺は思わずそっちに目を奪われるが、いちいち回収していたら逃げ切られてしまう。


    　逃げている男は若いがひょろっとした体格で度の強いメガネをかけていた。とても運動が得意そうなタイプには見えなかったが、驚異的なスピードで俺をグングン引き離していく。奴やつは走るというより、跳ねていた。まるでサバンナの草原を駆かけるガゼルだ。


    　俺はできるだけ下を見ないで、ビルとビルの隙間を飛び越えながらガゼル野郎を追っていた。下を見たら絶対高さに足がすくんじまう。途中何度かギリギリで足を踏み外しそうになって心臓が縮み上がったが、慣れてくるとアドレナリンが噴き出て恐怖心は抑えられた。


    　俺は、いちおう何度か「待て！」と叫んではみたものの、奴はスピードを落とす気配すらない。耳に突っ込んだインカムを通して同僚のレジーナ・ワカツキから無線が入った。


    『袈け裟さ郎ろう、現在地は？』


    「繁華街の雑居ビルの屋根の上……うおっ！」


    　話しながら危あやうく落ちかけて俺は肝きもを冷やしたが、彼女はいつものクールさで淡々と答える。


    『大通りまで誘導して。私が援えん護ごする』


    「警察に応援を要よう請せいしないのか？」


    『もちろんしてみたわよ。そしたら、頑張って！　って応援のメッセージをくれたわ』


    　やれやれ。犬どもめ。ま、俺たちも同類か。


    　俺たちのいる内閣府超常経済犯罪対策課、通称エイプスは、天あま見み祐ゆ希き子こ総理の肝いりで、警察じゃ対処できないような超常経済犯罪を解決するために創られた機関だった。


    　創設当初は総理の支持率の低下と共に、一時は存在すら危ぶまれていたが、前の預金封ふう鎖さの陰謀事件を阻そ止ししたことで、名前の下についていた準備室ってのがとれて、ちゃんとした「対策課」になった。だが変わったことと言えば、オフィスがほんの少しだけ広くなったってことと、警察が俺たちを頼るようになって仕事が倍に増えたってことくらいだ。


    　やがて雑居ビル街の端まで来て、大通りに差し掛かった。近くにはもう跳び移れるような建物はない。男は屋上の端っこでうろたえながら、眼下の大通りを見下ろしている。


    　ついにやっと追い詰めた。俺は息を整えて奴に忠告する。


    「はいはい。鬼ごっこは終わり。観念しろ」


    　奴は振り向くと、金の詰まった鞄かばんを抱えたまま、俺に叫んだ。


    「どうしても必要なんだ！　『カタクリュスモス』のためにはこの金が！」


    　俺は顔をしかめて聞き直す。


    「カタクリ……何だって？」


    「『カタクリュスモス』だ！　今、それを起こさないと、この国は滅ほろびちまう！」


    「なんだかわかんないけど、そういうのはさ、自分のお金でやろうか」


    　俺は胸のホルスターから拳けん銃じゆうを抜いて奴やつに向けた。


    「!!」


    　エイプスの職員は、捜査権と同時に拳銃と手て錠じようを持つことが許されている。その点では厚労省の麻薬取引捜査官とかと似ている。


    　奴はやっと観念したように両手をあげた。


    　────そのまま動くなよ。


    　俺は祈るような気持ちで、拳銃を構えて近づいた。脳内でこのあとの行動をシミュレートした。一瞬だけ能力を使って奴の動きを止め、手錠をかけて一件落着だ。


    　俺の能力は時間を止めることだ。


    　最初は手で触れたモノ限定だったが、最近は少しばかりスキルアップして、ごく体に近い位置であれば、直接触れなくても念じるだけで止めることができるようになった。


    　ただし止めた時間分、俺の口座の中の金が減っていくのは変わらない。時間停止のコストは一秒で五〇〇〇円。相変わらずエイプスの予算は乏とぼしいので、能力は計画的に使わないとやばい。


    　ずっと両手は上げているが、奴は俺を睨にらみ付けたままだ。鈍く光る目の奥には覚悟のようなものも感じられる。俺は奴に釘くぎを刺しておいた。


    「……親切で言っとくけど暴れたりすんなよ。俺をぶん殴ろうとしたって、お前のパンチは俺の鼻先で止まることになる」


    　俺は慎重に近づいた。もうすぐ俺の能力の射程距離内に入る。


    　よし。俺は撃鉄を下ろしつつ、能力を使おうと手をかざした。


    　その瞬間、奴は弾はじけるように走り出した。俺は動きを止めようと反射的に足下に発砲する。


    　ところが奴はまるで瞬間移動するように、残像を残して弾丸を瞬時によけた。


    「!?」


    　俺は絶句した。こんな距離から発射された拳銃の弾たまをよけられるなんて、どう考えても人間業じゃない。


    　────もしやこいつ。俺の中ですごく嫌な予感がよぎったとき、


    　奴はビルの縁まで猛ダッシュし、そのまま下に飛び降りた。


    「!?」


    　俺が慌あわててビルの縁に駆かけ寄ってみると、奴は香港映画のワイヤーアクションみたいに、ふわりと浮かぶようにジャンプしては、ビルとビルの間を壁を蹴けって、まるで岩山下りをする本物のガゼルみたいに駆け下りていく。やがて奴は大通りにかかった歩道橋の上に着地した。


    　それを見てさっきの嫌な予感が俺の中で確信に変わる。


    　────あいつ、能力者タツチドだ。


    　俺はビルの非常階段を駆かけ下りながら無線でレジーナに叫ぶ。


    「街を抜けて、大通りに出た！　奴やつは歩道橋を渡って西に向かってる！」


    『了解！　そっちに行くわ』


    　直後に無線の向こうでエンジンをふかす音が聞こえた。


    　俺がビルの階段を下り終えた頃に、レジーナが大型のレプリカバイクを駆って俺の前に現れ、フルフェイスのヘルメットのシールドをあげて叫んだ。


    『乗って!!』


    　彼女、レジーナ・ワカツキは俺と同じ内閣府の超常経済犯罪対策課エイプスの職員だ。サイバー捜査担当だが、旧ソ連の女スパイだったとかいう婆ばあちゃんに鍛きたえ上げられて、馬からダンプカーまで地上を走るものは大抵乗りこなせるらしい。


    『早く！』


    　言われるがまま、俺はバイクの後部座席にまたがってレジーナに渡されたヘルメットをかぶった。ロシア系クオーターの彼女は少し顔を横に向け、マリンブルーの瞳ひとみを俺に向ける。


    『しっかりつかまってて』


    「……!?」


    　そう言われても。ボディラインがはっきりわかるライダースーツで腰を突き出した後ろ姿がエロ過ぎて、どこにつかまればいいものか非常に悩ましい。俺が躊ちゆう躇ちよしていると、レジーナはエンジンをふかすなり、いななく馬を駆かるようにバイクの前輪を浮かせて発進させる。俺は彼女の背中にしがみつくしかなかった。レジーナはバイクを運転しながら無線を通して、俺に報告する。
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    『あいつの名前は速はや水み正まさ夫お、二十歳、赤あか羽ばね橋ばし大学経済学部五年。三十分ほど前に金券ショップで現金三〇〇万円を強奪して現在逃走中』


    「それは現場に居合わせたから知ってる！」


    　俺がたまたま街を歩いていたら、金券ショップからカバンを抱えて奴やつが飛び出してきたのだ。あとから出てきた店員と一緒に必死に奴を追いかけたが、奴が雑居ビルの非常階段を駆け上がって、屋根から屋根へと飛び移りながら逃げ出してからは俺ひとりで追うことになった。レジーナがギアチェンジしてから付け加えた。


    『今更言うまでもないだろうけど、速水は能力者タツチドよ。役所の登録によると奴の能力は、口座残高の額によって身体能力が増強されるらしいわ』


    「何？」


    『要するに口座に大金が入っていれば、幅跳びも高跳びもマラソンも、オリンピック選手並みになるってこと』


    　どうりでな。バイクで追っていても遠ざかる速水の背中を見て思った。あんな人間離れしたガゼル野郎よりはオリンピック選手を追うほうがマシだ。


    『あいつのエネルギー源となっているのは口座の金よ。レベルの低い物理系能力者の典型ね。ただし、能力を使うたびに、残高も減るはずなんだけど……』


    　レジーナの言葉の続きを、俺が言ってやった。


    「もうかなり長い時間、超高速で走り続けているがスピードは落ちやしない。そんなにスタミナも金もあるような奴には見えないけどな」


    『きっと何者かが彼の口座に入金し続けてんのよ。消費した燃料を補給するみたいに』


    「いったい誰が？」


    『さあね。それと関係あるかどうかはわからないけど、アイツはイージスのメンバーでもあるわ』


    　俺は舌打ちした。イージスってのはここ最近、世間を賑にぎわしている「戦う平和主義」を自称する学生サークルだ。当初はぬるい学生たちの集まりだったが、今や、急進的なメンバーだけが残り、勢いはそがれるどころか、むしろ先鋭化されていた。最近も、国会議事堂に火炎瓶びんを投げ込んだりと、不穏な動きを見せていて注目を浴びている。俺から言わせりゃ学のあるバカは始末が悪い。とっつかまえて取り調べても高こう尚しような政治論をぶち上げたりして面倒くさい。にもかかわらず各界の著名人や金を持っている連中に彼らのシンパがいたりする。どこの誰だか知らないがあんな野郎に投資しているのは、よほど金が有り余っている連中なんだろう。


    「ったく、金持ちのやることはよくわからん」


    　俺が吐き捨てるようにそう言うと、聞き覚えのある声が無線を通して聞こえてきた。


    『あら、お金持ちにもいろいろいましてよ』


    「……!?」


    　────まさか。アイツ、近くにいるのか？


    　俺の嫌な予感を察して、レジーナが言った。


    『右よ。車の中』


    　見ると、いつの間にか俺たちのバイクのすぐ隣にロールスロイスが並走している。やがて後部座席のパワーウインドウが開き、中にいた女子高生が俺に向かって優雅に手を振った。まるで馬車に乗って城下町の視察に来たお姫様だ。


    「こがね!?」


    　俺が思わず声を上げると、彼女は傍かたわらのマイクをつかみ車載スピーカーを通して挨あい拶さつする。


    「ケチロン。ごきげんうるわしゅう！」


    　挨拶を大音量で響かせて、彼女は微ほほ笑えんだ。やれやれ。俺はうんざりした。


    　このむやみにセレブな女子高生、一いち万ま田たこがねは、かの大財ざい閥ばつ一万田家の令嬢だが、エイプスの職員でもある。何の因果か上司の命令で俺はこいつとコンビを組まされることになったんだが、ただのしがない小役人の俺とは、考え方の違いも経済格差もかなりある。


    　ちなみにケチロンていうのはこの女子高生が俺に勝手につけたニックネームだ。俺が極端にケチなことからそう名づけやがった。いずれにしろ道路でスピーカーを通して呼ばれたくない名前だ。俺は負けないくらい大声で毒づいた。


    「何がごきげんようだ！　こっちが汗だくで走ってりゃあ、ふかふかのシートにふんぞり返って、お上品に現れやがって！」


    「あら。私だって、きちんと働いておりますわよ。ほら」


    　こがねはふくれっ面つらでそう言うと、名門女子校の制服のスカートの上に置いたタブレット端末を手に取って見せた。


    「財界の知り合いの方々に情報を頂いて、イージスとかいう烏う合ごうの衆にカンパしている疑いのある企業を調べておきましたの」


    　こがねがマイクを片手に端末を俺に見せた。画面には、何やら会社の名前が並んだリストのようなものがある。


    「ほとんどが事業の実態のない怪しげなペーパーカンパニー。このうちのどれかが、今逃げているあの男に入金しているに違いありませんわ。その金の流れを止めれば、あの方への燃料の供給はストップされるはず！」


    　こがねは自慢げにそう言ので、俺が鼻っ柱を折ってやった。


    「バカ。いくら俺たちにその権限があっても、証しよう拠こもなしに口座の凍結なんかできねえだろ」


    　すると、こがねは驚いたような表情で俺を見る。


    「あら。私の能力をお忘れになったの？」


    　忘れるもんか。自分の使った金の流れが見えるなんて能力を持った女は、世界にお前一人だ。こがねは不敵な笑みを浮かべて言った。


    「このリストの企業すべてに私がポケットマネーを投資して、そのお金があの逃げている男のところに流れているのが見えれば、クロの可能性が高いってことですわ！」


    「ちょ、ちょっと待て」


    　俺は冷静に突っ込んだ。


    「金の流れを探るのはいいけど、そこに投資するってことはつまり、間接的にあいつに加勢するってことになるんじゃ……」


    　だが、こがねは俺の言葉が聞こえていないかのように宣言する。


    「美しい経済を汚す悪党を突き止め排除する。それこそが私の『貴人としての義務ノブレス・オブリージユ』ですわ!!」


    　こがねがスピーカーを通して放った『貴人としての義務ノブレス・オブリージユ』って単語が、大音量でこだました。


    「では、ごめんあそばせ！」


    「おい！　待て！　おいっ！」


    　こがねは叫ぶ俺を無視してパワーウインドウを閉じた。ロールスロイスは車線変更して遠ざかっていった。何なんだアイツ。自由にもほどがある。すると突然、レジーナがバイクを急停車させて、祖母譲ゆずりのロシア語で悪態をついた。


    『[image: ]ë[image: ][image: ]くそつ!』


    「どうした!?」


    　危あやうく落車しそうになりながら俺が尋ねると、レジーナは前方を顎あごでしゃくった。


    　その方向に目をやると、ガゼル野郎が路地の奥にある工事現場に入っていくところが見えた。


    「なんだあいつ。なんであんなところに？」


    『……もしかしたら仲間と落ち合う気かも』


    「え？」


    『さっき、誰かに電話していたわ。あそこが集合場所なのよきっと』


    　マジか。あの野郎の仲間ってことはイージスのメンバーに決まってる。


    　一人でも面倒なのに、数が増えるとなると先が思いやられる。


    『とにかくバイクじゃ追えない。早く行って！』


    　へいへい。行きますよ。俺はレジーナに急せかされ、仕方なくバイクを降りて奴やつを追った。


    



    　　　　￥￥￥


    



    　そこは古い三階建てのビルの解体現場だった。ビルの南側には作業途中の小型のショベルカーが放置されてある。既にビルの半分は取り壊され、壁がはがれて鉄骨がむき出しになっていた。


    　一階部分に入ってみると、たぶん倉庫に使われていたような場所で、だだっ広い空間に太いコンクリの柱だけが何本か立っているのみだ。床にはごみと瓦が礫れきが落ちているだけで他には何もない。


    　ビルの周りを囲んだ防音パネルのせいで奥へ行くほど真っ暗だった。俺はホルスターから拳けん銃じゆうを取り出して構えつつ、さっきレジーナから聞いた犯人の名前を叫んでみた。


    「どこだ!?　出てこい！　速はや水みい!!」


    　暗闇の中で、何かがすばやく移動する音が聞こえる。俺は音のした方向に発砲した。火花で一瞬奴やつの姿が見えた気がした。すぐに視界はゼロになったが、逃げられたってことはわかった。


    　やがて発電機の音がして、作業用のハロゲンランプの明かりがつく。


    　すると、オレンジ色の光に照らされて、一人の男の影が現れた。


    　それは身長二メートルはあるかという大男の影だった。明らかに速水ではない。


    「……!?」


    　次第に目が慣れてきて、そこに立っている奴の姿が見え始めた。


    　そいつは、まるで巨大な岩石にコートを着せたみたいな野郎だった。


    　体格も速水とは違って逆三角形で、特に首から両肩にかけての筋肉は、山みたいに盛り上がっている。俺を睨にらむ目はギラギラと光っていて、とてもじゃないが冷静に話ができる相手とは思えなかった。だが、俺は銃口を天井に向けてとりあえず懐かい柔じゆうしようとした。


    「さっきの奴の仲間ってことは、イージスのメンバーか？　だったら学生だろ？」


    「……」


    「こんなご時世だし。就職に不利になるようなことはやめようよ。ね？」


    「……」


    　だが男は押し黙ったまま俺を睨み付けている。なんだか俺は本当に岩に話しかけているような気分になった。そこで少し踏み込んで刺激してみることにした。


    「どっちにしろ、カタクリ何とかってやつは中止だ。あきらめろ」


    「!!」


    　そのひと言でようやく奴の表情が変わった。刺激どころか完全になんかのスイッチを押しちまったらしい。次の瞬間、奴はまるで闘牛みたいに俺に向かって突進してきた。


    「うおっ!!」


    　間一髪、俺が反射的によけると奴はそのままの勢いで俺の背後にあったコンクリートの壁に体当たりした。建物全体が揺れて、ぶつかった部分の壁が一気に崩ほう落らくした。まるで大型トラックが衝突したみたいな衝しよう撃げきだ。


    「……!?」


    　奴が突っ込んだ壁から体を離すと、コンクリがはがれてむき出しになった金属の芯しんがわずかに変形している。にもかかわらず、奴やつのほうは平気な顔で再び俺を睨にらみ付けている。まるで鋼はがねの体だ。


    　奴のドヤ顔に俺が青ざめていると、さっきの衝しよう撃げき音を聞いたからか、慌あわててレジーナが無線で俺に尋ねてくる。


    『何!?　どうしたの!?』


    　俺は、深呼吸してからなるべく冷静に報告する。


    「速はや水みは逃走。さらに厄やつ介かいな奴が現れた。能力者タツチドに違いない」


    『どんな？』


    「さっきの速水がガゼルだとすれば今度は闘牛みたいな野郎だ。いや、大型トラックか」


    『能力者のデータベースを調べてみるわ。応援は必要？』


    「来ても意味ない。それより物理系の能力を使うとこから見て、こいつのエネルギー源もきっと口座残高に違いない。さっさとこいつの資金源を突き止めて凍結してくれ」


    　すると、こがねがノイズ交じりに無線に割って入る。


    『そちらは私がやっておりますのでご心配なく』


    「お前だから心配なんだよ」


    『まあ。失敬ですわね。これまでだって私のおかげで、あなたはピンチを……』


    「今口論している暇ひまはない。とにかく急げ。俺がぺちゃんこにされる前に」


    　それから奴は助走をつけるためか俺と距離を取り始めた。そいつが第二波攻撃の前兆であることは容易に予測できたが、この距離じゃ能力は使えない。


    　俺は再び拳けん銃じゆうをかまえて叫んだ。


    「止まれ！　今度は撃つ！」


    　結構マジで言ったつもりだが、奴は不気味な笑みまで浮かべている。


    　俺は本気で奴の動きを封じるために、銃口を奴の足下に向けて引き金を引いた。


    　ところが信じられないことに、弾丸は派手な音をたてて奴の脛すねに跳ね返された。


    「!?」


    　俺は跳弾した弾丸に当たりそうになって、その場にしゃがみ込んだ。


    　顔を上げると、奴は勝ち誇ったような笑みを浮かべつつ、今度は雄お叫たけびを上げながら再び突進してきた。


    「ぬうおおおおおおお!!」


    「!!」


    　奴の体当たりを食らう直前に俺は能力を発揮して奴の動きを止め、固まっている間に身体からだをどけて奴の攻撃をかわした。充分に距離を取ってから時間停止を解除すると、今度は反対側の壁に奴は激突した。再び建物が揺れて天井から塵ちりが粉雪のように降った。


    　本当は俺の能力で永遠に固まらせておきたかったが、時間停止を解除したのは能力のコストを節約するためだ。


    　こっちの口座残高はわずか一〇万と乏とぼしい。一秒止めるごとに五〇〇〇円なので最大限に使ったとしても足止めしておけるのはわずか二〇秒だけ。だから当面は闘牛野郎の突進を数秒だけ止めては、自分の身をかわして対処するしかなかった。それでも少しずつ残高は減っているので、この危ない作業もいつまで続けられるかはわからない。


    　もし口座残高がゼロになって能力が使えなくなれば、奴やつの体当たりをまともに食らうことになる。つまり節約しないと死ぬ。


    　だが、その後も闘牛野郎は何度も俺に向かって突撃を挑んできた。そのたびに俺は自分の鼻先で奴の動きを止め攻撃をかわす。それを繰り返しているうち俺の口座残高はジリ貧になってきた。


    　それに対して、向こうはむしろパワーが増している気がする。こっちと違って、燃料である金がどっかからたっぷり奴の燃料タンクである銀行口座に注ぎこまれているからだろう。立て続けに突撃してこないのは、そのインターバルの間にエネルギーを充分に貯ためているようだ。


    　俺は無線でこがねに皮肉交じりに尋ねる。


    「何やってんだ？　のんびりコーヒーでも飲んでんじゃねえだろうな」


    『いいえ。紅茶ですわ』


    　本当に飲んでんのかよ。俺はさすがに怒ど鳴なった。


    「ざけんな。いつになったらこいつの資金源がわかるんだ!?」


    『今調べている最中ですわ。もう少々お待ちあそばせ』


    　俺が奴の突進を止めてかわしている最中、こがねの声が呑のん気きに響く。


    『資金源がわかり次第、レジーナさんにお願いして口座を凍結してもらうつもりです』


    「何でもいいから、さっさと！　こいつを！　止めてくれ！」


    『これからリストの最後の企業に入金するところですわ。これで尻しつ尾ぽがつかめるはず』


    　こがねはそう言って無線を切った。ていうか、そもそもアイツが個人的に調べた怪しげな企業のリストってやつがいったいどこまで信用できるのか疑問だ。今のところ尻尾をつかめてないとすると、こがねは全く的外れな企業に意味不明の投資をしているってことになる。


    　まあ、アイツがどれだけムダ金を使って損しようと俺の知ったことではないし、大金持ちのアイツにとってもそんなの損失ですらないのかもしれんが、もし、こがねの言うリストの最後の企業もハズレなら、俺はこのまま自分の口座の残高と一緒に力尽きて殺されちまうことになる。


    　ていうか、それよりもだ。もしそのリストの最後の企業ってのが本当にこの闘牛野郎に燃料補給している会社だったとして、いくら捜査の一環とは言え、そこに金を入れるのはやっぱどうなんだ。さっきもあいつには言ったが、その会社にこがねが金を入れるっていうことはつまり、敵にエネルギーを与えているのと同じなわけだから俺にはどうも納得がいかない。


    　だって、もしそれで死んじまったら俺は、相棒が敵に注いだ金のせいで殺されたってことになる。だったら、どうせなら俺のほうに金を入れてほしいもんだ。


    　俺はダメ元で提案してみた。


    「ていうか、こいつにじゃなくてむしろ俺の口座に入金してくれよ！」


    　しつこい大男の攻撃をかわしながら、俺は無線でこがねに叫ぶ。


    「そうすりゃ、このバカを永遠に止めておけるのに!!」


    『悪いけどそれは無理や』


    　イヤホンに低く響くこの野太い関西弁の声の主は、俺たちのボス、渋しぶ澤さわ敬けい三ぞう主任だ。霞かすみが関せきにあるエイプスの本部から、俺たちの無線を聞いて割って入ってきたらしい。これまで必死に実況しているにもかかわらず沈黙を保っていた主任に俺は嫌みっぽく言ってやった。


    「なんだ主任。聞いてたんすか」


    『聞きとうなかったけど、聞こえてしもたんでな』


    　渋澤主任はかつて大阪府警のマル暴にいた叩き上げの元刑事で、自分にも他人にもストイックさを求める鬼軍ぐん曹そうだ。


    　ピンチに陥おちいっている部下の泣き言にも耳を貸さず、平然と言ってのける。


    『お前は公務員や。一個人から資金提供を受けて公務を執行するわけにはいかん』


    　んなことは俺だってわかってる。それにしても今に始まったことじゃないが、どうも世間ってやつは公的機関の金の出どころに厳し過ぎる。能力を使って犯人を捕まえるのが公務である限りは、いくら相棒が億万長者でも、個人的な資産を注入してもらうわけにはいかないってわけだ。


    　しかも一いち万ま田た家は大財ざい閥ばつ。俺への援助を政府機関との癒ゆ着ちやくと捉とらえられたら、こがねの家にとっても政府にとってもまずい。こがねが自分の公務のために自腹を切るのはむしろ称賛される行為なのに、俺がその力を借りるのはいろんな意味で許されないのだ。


    　だから結局、俺はお上から与えられた雀すずめの涙みたいな予算内で我慢して戦うしかないってことだ。たとえそのせいで死ぬかもしれなくても。


    　俺は、息を整えながらスマホで口座の残高を確認した。残りは二万円。つまり、止められる時間は残り四秒のみ。残高の前に俺の体力が限界に達し、爆走闘牛野郎との対決に疲れ切った頃、ようやく無線の向こうから明るい声が聞こえてきた。


    『わかりましたわよ！　その男に資金提供をしている企業が！』


    　イヤホンの向こうで、こがねは興奮していた。


    『やはりリストの最後の会社でしたわ。お金を入れたら、たくさんのペーパーカンパニーを経へて、ケチロンが戦っている場面が浮かびましたの』


    　こがねがお金を使うと、彼女の脳内にいくつかの場面がばばばっと現れては消え、自分が使ったお金がどのように流れていくのかがわかるんだそうだ。その金の流れの中に悪党がいれば、そいつの悪事もお見通しになる。


    『これで証しよう拠こはつかめました。レジーナさんに頼んで今すぐ口座取引を凍結していただきますわ』


    「いいからさっさとしろよ！」


    　奴やつの攻撃をかわすのに忙しくて俺の返事はかなり乱暴になったが、こがねはマイペースに呟つぶやいた。


    『あれ？　この口座って……まさか』


    　こがねはそう言ったきり無線の向こうで絶句した。何かを突き止めたようだが、彼女の様子だとそれが俺たちにとって良いニュースでないことだけは確かだった。


    「なんだ？　どうした？」


    　俺は早口で尋ねたが、返事の代わりに彼女は無線を突然切った。


    「レジーナ、こがねに何があった？」


    『さあね。それより今、凍結の作業中。話しかけないで』


    　そうだ。人の心配をしている場合じゃない。こっちはもはや体力的にも経済的にもヨレヨレだったが、闘牛野郎はまだ俄が然ぜんやる気みたいでこっちを睨にらみ付けている。俺は全身に嫌な汗が流れるのを感じた。


    　もう一度奴が突進してきたときに能力を使ったとして、奴を足止めしていられるのはたった四秒だけだ。その間にレジーナが口座を凍結して奴への燃料供給がストップされれば問題はない。


    　だが、もし、間に合わなかった場合。口座残高がゼロになると同時に、自動的に奴に対する時間停止も解除される。つまり、その四秒はそのまま俺の死へのカウントダウンとなってしまうわけだ。


    「だれにも止められんぞ！」


    　奴は俺に向かって叫んだ。


    「この俺も！　『カタクリュスモス』も！」


    　吠ほえ終わると奴は敵をロックオンするように、再び俺を睨み付けた。


    　俺はちらりと、ビルの裏口に目をやった。


    　あそこまでなら四秒あればなんとかたどり着けそうだ。奴が固まっている間にあの裏口から出て鉄てつ格ごう子しの扉とびらを閉じ、路地に逃げれば奴の衝突は避けられる。


    　イチかバチか。やるしかない。俺は肚はらを決めて奴に向き直る。と、同時に奴は突進してきた。


    「でえあああああ!!」


    　これまでよりさらに勢いがあった。俺は体当たりされるギリギリのところで奴を止める。


    　奴は鬼の形ぎよう相そうで俺を睨み付けつけたまま石像のように固まった。残りは四秒。俺は裏口に向かって駆かけ出す。一〇メートルにも満たない距離が、とてつもなく長く感じられた。


    　俺は裏口からビルの外に出ると振り返って扉とびらを閉めようとした。だが、錆さびついた扉が重くてなかなか閉じない。その隙すきに奴やつは時間停止から解放されて、猛スピードで突進してくる。


    「うおおおおおおおお！」


    　ギリギリで扉が閉まった。鉄の扉は、奴が体当たりした形そのままにへこんだ。まるで砲弾が当たったかのような衝しよう撃げきだった。


    　俺は路地に逃げ込んだのでギリギリ奴の体当たりは防げたが、衝撃のせいで扉付近の壁が崩れ落ちてしまった。おかげで俺の姿は奴から丸見えになった。


    　奴は体勢を立て直し、助走をつけて再度こっちに向かおうとしている。こっちはもう能力も扉も使えないし、おまけに壁も逃げ場もない。


    「うおおおおおおおおお!!」


    　と、勢いよく奴は俺に向かって走り出した。


    　────おしまいだ！


    　そう思った瞬間、奇妙なことが起こった。


    　奴は俺に体当たりする直前に、鉄の扉の枠わくに身体からだをぶつけて悲鳴を上げたのだ。


    「いっでええええっ!!」


    「……？」


    　奴は痛みに顔をゆがめつつ、扉にぶつけた肩をさすっていた。さっきまでの暴走ダンプみたいな勢いは見る影もない。俺はもちろん、奴自身も、自分に何が起こったのかわからない様子だった。だが、その答えはレジーナの無線でわかった。


    『口座の凍結に成功！』


    　レジーナの興奮した声がイヤホンをビリビリと震わせた。


    『そいつへのエネルギー供給はストップされたわ！』


    「!!」


    　へっへっへ。形勢逆転だぜ。


    　俺はにやりと口角を上げて奴を見る。奴も自分の陥おちいった状況にようやく気付いた様子で、顔面蒼そう白はくになってゆっくりと立ち上がると、踵きびすを返して逃げ出す。


    　そうはさせるか。俺は再び奴を追った。能力さえ使えなければただの筋肉バカだ。捕まえるのは難しくない。


    　程なくして俺はついに奴を工事現場の端っこまで追い詰め、無線で報告した。


    「犯人は無事確保。交信終了」


    『了解。本庁で待ってる』


    　レジーナはそう答え、通信が切れた。


    　さてと。俺は手て錠じようを取り出して、奴に近づいた。ところが奴はスマホを取り出して、さらに誰かを呼ぼうとしていた。ったく。未練がましい野郎だ。


    「いいかげんあきらめろってば」


    　俺が半ば呆あきれてそう言うと、奴やつはその場に座り込んで叫ぶ。


    「い、いや。まだだ！」


    　闘牛野郎は俺の後ろのほうを見つめながら言う。


    「まだ仲間がいる！」


    　なんだ。まだいやがんのか。俺は、奴の視線をたどって振り向くと、いつの間にかショベルカーの横に若い女が一人立っていた。


    　年は十八、九だろうか。仲間の学生だとすればそのくらいだろう。小柄で華きや奢しやで、度の強いメガネをかけ、野や暮ぼったいダッフルコートを着ている。地方出身の新入生と言った感じだ。少なくとも、この状況を打破できるような人物には見えない。


    　俺は頭をかきながら彼女に警告する。


    「お嬢さん。悪いことは言わない。大学の先輩を助けに来たのかもしれないけど、回れ右して、そのまま帰りな。逮たい捕ほされたら実家の親が泣くよ」


    「……んんっ」


    　一瞬、俺に返事をしたのかと思ったが、どうも様子がおかしい。よく見ると、彼女は目を閉じて細かく肩を震わせている。コートの袖そでで半分かくれた拳こぶしをぎゅっと握りしめ、両足は内うち股またになって立っているのがやっとといった感じだ。俺みたいな下したっ端ぱとはいえ、政府の役人を前に緊張しているのか、あるいは単純に寒いだけなのか。俺は心配になって尋ねた。


    「どうした？　具合でも悪いのか？」


    「……んんんふっ！」


    　彼女は俺の話なんか聞こえていない様子で、さらに色白の顔を紅潮させ、下唇を噛かんで、じっと何かを我慢している風に見えた。


    「もしトイレなら、ここには……」


    　そこまで言いかけたとき、ふと、彼女の隣にあるショベルカーが軋きしみながらわずかに浮かんでいるのに気が付いた。


    「……へ!?」


    　俺は愕がく然ぜんとした。ショベルカーは空中に浮かんでゆっくりと俺に近づいている。俺が口をあんぐり開けてそれを見上げていると、その傍そばで女は顔を真っ赤にしていた。


    「んっんんんんん……！」


    　どうやらそれはメガネっ子が念力で浮かばせているらしかった。だが、彼女は集中力に限界が来たらしく汗びっしょりになって喘あえぐ。


    「も、う、限界ですう……！」


    　闘牛男が女に向かって叫んだ。


    「と、と、ともこちゃんダメだ！　まだ早い！　もう少し近づけてから落とせ！」


    「無理です……んんああっっ！」


    　女が気を解き放つかのような声を上げると、浮かんでいたショベルカーが地面に落下した。轟ごう音おんとともにショベルカーはバランスを失って巨大なアームが俺のほうに倒れてきた。


    「ぬおっ!!」


    　間一髪、横に飛んで俺はそいつをよけた。地面に倒れこんだ俺の目の前で、ショベルカーは横倒しになり、粉ふん塵じんが一気に舞い上がった。


    「げほっげほっ！」


    　舞い上がった粉塵が煙幕のようになって、俺の視界を奪った。


    　煙の向こうで、闘牛男と念力女の会話が聞こえた。


    「は、は、早くとどめを！　もっと重い物を！」


    　すると、気弱そうな彼女が、蚊かの鳴くような声で言うのが聞こえた。


    「ごめんなさい。もう口座残高がありません……ショベルカーが思ったより高価で……」


    「だ、大丈夫！　時間は稼かせげた！　行こう!!」


    「おいっ！　待てっ！　うえっ！　べっ!!」


    　叫ぼうとすると、粉塵が口の中に入ってきたので、俺は慌あわてて吐き出した。その隙すきに二人の足音は遠ざかっていった。


    　俺は視界が戻るのを待ちながら、明日の朝、局長に語るべき言い訳を考えた。
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    「言い訳なんか聞きたくないわ。袈け裟さ郎ろうちゃん」


    　俺たちの上司である瀬せ尾お達たつ也や局長は、いつものようにマグカップを持つ右手の小指を立てつつ窓の外を見つめていた。ダンディだが背が低くてオネエという複雑骨折したキャラ設定を持つ局長が苛いら立だったときによくやる仕草だ。、どうやら俺はまた局長の身長に反して高いプライドを、こっぴどく傷つけちまったらしい。局長は還暦前のオッサンとは思えぬほどの長いまつ毛を瞬またたかせながら、俺を責める。


    「能力者タツチドを捕まえるのがあなたの仕事だったはずよ。そうでしょう？」


    　くるりと振り向いた局長のダンディな口くち髭ひげには、ホイップされたカフェラテのミルクがついていた。俺は吹き出しそうになるのを堪こらえながら陳情する。


    「すいません。ですが、もう少し予算を増やしていただければ」


    「そうね。あなたの給料を削ってそっちに回すことにするわ」


    　俺は黙ることにした。この人なら本気でやりかねない。


    「気になるのは、奴やつらの目的よ」


    　局長は落ち着かない様子で俺に確認するように尋ねる。


    「奴やつらは能力のエネルギー源として、何者かから資金提供を受けていた。そうよね？」


    「ええ。そりゃあもう、うらやましくなるほど贅ぜい沢たくにね」


    　俺は皮肉を込めて言ってやったが、局長は眉まゆ一つ動かさずに続ける。


    「なぜ、そんなに潤じゆん沢たくな資金源がありながら、彼らはわざわざ現金を盗んだのかしら」


    「それは────」


    　と、言いかけたところで俺も局長と同じように首を傾かしげた。


    　はて。確かに。単純に金が必要なら、わざわざ強盗なんかしなくても、謎なぞのスポンサーからの資金を使えばいいはずだ。


    「私が教えて差し上げましょうか？」


    「？」


    　俺と局長が声のしたほうに振り向くと、いつの間にか一いち万ま田たこがねがいた。


    　彼女の背後の窓から射さした朝日が後光のように輝いている。その妙に堂々とした立ち姿は、まるで女子校の制服を着た女神様さながらだ。ったく。本人は意図してないんだろうが、相変わらず仰ぎよう々ぎようしい登場の仕方だ。


    「こがねちゃん。おはよう」


    「おはようございます。局長さん。ケチロンも」


    　俺は挨あい拶さつせずにいきなりこがねに質問をぶつけた。
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    「なんだ？　その答えって」


    「彼らが欲していたのは現金ではありません、この紙幣ですわ」


    　こがねは手にした紙幣を見せながら言った。


    「ケチロンが速はや水みを追っている際に、街に散ったものを回収しましたの。彼らが金券ショップから盗み出したこの紙幣。調べたところ、すべて二〇一〇年代の旧札ばかりでした」


    「それで？」


    　局長が先を促し、こがねは解説し始める。


    「国民ナンバーの取得が義務化されて以降、マネーロンダリングの監視が強化されて、現行の紙幣は記番号によってどこでどう使われているかがだいたいわかるようになりました。しかし、記録されていないこの旧札もいまだ使うことが可能ですわ」


    　それを聞いて局長は深く頷うなずく。


    「つまり、流通は可能だけど、追跡は不可能な紙幣を彼らは欲していたということね」


    　局長は再びマグカップをあおってから、疑問を投げかける。


    「でも、その理由は何？」


    「そりゃあ、やっぱマネーロンダリングに使うためじゃないすか？」


    　俺は間に入ってそう答えたが、すぐさまこがねが否定する。


    「いいえ。だとすれば少額過ぎますわ」


    「というと？」


    　局長が俺のほうから再びこがねへと顔を向けると、こがねは得意げに答える。


    「あの金券ショップから盗み出されたのは、店長が個人的にコレクションしていた旧札一〇〇万円ほど。彼らへのエネルギー源として口座に振り込まれた金額の規模を考えると、マネーロンダリングのために必要だったとは思えませんわ」


    　悔くやしいがこがねが言ってることは理に適かなっている。だが疑問は消えない。


    　だったらいったい何のために？


    　俺は、ふと速水が言ってた言葉を思い出した。


    　────『カタクリュスモス』には、この金が必要なんだ！


    　あいつらの言うカタクリ何とかってやつには、どうやら追跡されない旧札が必要らしい。


    　それが何なのかはわからないが。


    「それにしても、あんなバカ学生たちのやることに、わざわざペーパーカンパニーまで挟んで、あれだけの金をカンパするなんて。いったいどこの誰が!?」


    　局長がイライラしながらまくしたてると、こがねがのんびりした口調で返す。


    「ここから先は私の単なる憶おく測そくですけど」


    　こがねはそこで言葉を切ってから、透き通ったブラウンの瞳ひとみで天井近くを見つめながら言う。


    「罪を犯した学生たちへのあの投資の規模を考えると、おそらく、この件の裏側には『アライアンス』が関与しているのでは？」


    　その単語が出た途端、部屋全体の空気が一瞬、緊張した。


    『アライアンス』とは、能力マイダスタツチを犯罪に悪用する悪党どもの組織だ。世界中に支部がある。


    　能力者タツチドの犯罪を取り締まる俺たちエイプスにとっては、まさに天敵だ。


    　特にこの俺にとっては、父親を殺された仇きゆう敵てきでもある。


    「……待って。つまり『アライアンス』が、あのバカ学生集団を支援していると？」


    　局長は顔をこわばらせて尋ねたが、こがねは淡々と答える。


    「ええ。あくまで憶おく測そくですけど」


    「『アライアンス』は苦学生の援助団体ではないわ。奴やつらがバカ学生たちに投資する目的は？」


    　俺はいちおう報告しておこうと思って手を上げる。


    「あの」


    「何？」


    　局長が睨にらむように俺を見た。俺はビビりながら答える。


    「あ、いや、あいつらが言ってたんです。カタクリ……なんとかにはこの金が必要だって」


    「何ですって……？」


    　局長の眉み間けんに深いしわが寄ったところで、こがねが助け舟を出してくれた。


    「『カタクリュスモス』ですわ」


    「そう。それ。よくわかったな」


    「ケチロンの無線から漏れ聞こえたので、調べてみましたの。『カタクリュスモス』は、ギリシャ語で『大変革』とか、『大洪水』を表す言葉ですわ」


    「大洪水？」


    　俺が顔をしかめると、こがねはまるで子供に教えるように俺に言う。


    「ええ。聖書のノアの箱舟のお話にも出てくる単語ですわよ」


    『大洪水カタクリユスモス』。


    　あいつらが何をしようとしてるか知らんが、なんだか不穏な響きの言葉だ。


    　俺は『洪水』から連想される凶事について考えてみた。


    　決壊、混乱、土ど砂しや崩れ、病原菌の蔓まん延えん……。


    「とても嫌な予感がしますわ」


    　すると、こがねが暗い声で告げる。


    「この件に関係あるかどうかはわかりませんけど……最近、富裕層だけで流行はやってる奇妙な病気がございますの」


    　金持ちだけに流行ってる病気？　何だそりゃ。痛風みたいなもんか？　と俺は呑のん気きに話を聞いていたが、局長が割って入って説明する。


    「『リッチマン症候群』ね。その病気の情報ならうちにも入っているわ。そいつにかかると、身体からだのあちこちが壊え疽そを起こし、やがて全身が腐って死ぬとか」


    　お金大好き人間ではあるが、俺はその話を聞いて自分が金持ちでないことに深く感謝した。


    　すると局長は目を閉じて目頭を押さえながらため息交じりに言う。


    「その病気が関係あるかどうか別として……とにかく、その『大洪水カタクリユスモス』を、本当にアライアンスが支援してるんだとしたら、最悪の事態だわ」


    　やがて、局長はゆっくりとデスクの席に座り、引き出しを開けて、一枚の紙を取り出すとデスクの上に置いた。


    「それは？」


    　こがねが、興きよう味み津しん々しんでその紙を覗のぞき込むと、局長は重苦しい口調で答える。


    「……脅きよう迫はく状よ」


    　俺は思わず局長の顔を見る。


    「脅迫状？」


    「ええ。最近、政財界のお偉方のもとに届いてるものよ。少なくとも長者番付の一〇〇位内に入ってるお金持ちの皆さんのところには漏れなくね」


    　なるほど。きっとそのことでお上につつかれてんだな。俺はいつもより局長がヒステリックな理由を察した。局長は忌いま忌ましそうに、こがねの見ている紙を指さして言う。


    「そこにも書かれてあるわ、そのカタクリ何とかって言葉が」


    　こがねが紙に印刷されたメールの文面の一部を読み上げる。


    「なになに？　『……カタクリュスモスの波にのまれたくなければ、貴様が私腹のみを肥やしてきた資産の一切を消費し、世に還元せよ』？」


    「ん？　つまり、どういうこと？」


    　俺が眉まゆ根ねを寄せると、局長が答える。


    「つまり、『持っているお金を全部使わないと、カタクリなんとかって厄やつ介かいごとに巻き込まれるぞ』っていう脅おどしよ」


    「は？」


    　俺にはまるで理解できなかった。


    「なんすかそれ。金持ちに『金をよこせ』って要求するんならまだわかりますけど。『金を全部使え』って脅迫してるってことですか？」


    「どうやら、そういうことみたいですわね」


    　こがねも文面をもう一度読み返して不思議そうな顔をしていた。俺は吐き捨てるように言う。


    「意味がわからん。そんなことしてあいつらに何の得が？」


    「それはぜひ、イージスの連中に訊きいてほしいわ」


    　局長は俺を恨めしい目で見つめる。


    「袈け裟さ郎ろうちゃんが奴やつらを一人でも捕まえててくれたら、今ごろ締め上げて聞き出せたのに」


    　俺が返す言葉もなく黙っていると、代わりになぜかこがねが頭を下げる。


    「私とケチロンは一心同体。この方の出来の悪さを、私からもお詫わびしますわ」


    「お前、なんもしてねえだろ！」


    「あら。彼らのエネルギー源を突き止めたのは私でしてよ」


    「とにかく！」


    　俺たちの不毛な口論を強制終了させて、局長はヒステリックに怒ど鳴なった。


    「さっさと奴やつらをフン捕まえて、そのカタクリ何とかってやらが何なのかを突き止めて、絶対に中止させなさい。いいわねっ！」


    　局長の剣幕に気け圧おされて、俺は思わずこがねと同時に敬礼した。


    「はいっ!!」
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    　エイプスのオフィスに戻ってみると、長机の上にレジーナが学生集団イージスのメンバーの資料を並べていた。レジーナはそのうちの一つを手に取って俺に渡した。


    「あんたが昨日、工事現場で出くわしたのはこいつ？」


    　俺はその資料を見た。資料には例の大男の写真が貼はり付けられていた。


    「ああ。写真の印象よりデカかったけどな」


    「名前は富とみ田た鉄てつ之の助すけ。速はや水みと同じ赤あか羽ばね橋ばし大学経済学部、国際経済学科の二年生でイージスのメンバー。能力者タツチド登録によると『資産額に応じて体が鋼鉄並みに硬化する』んだって。ちなみにラグビー部員でもあるわ」


    　てことは、体の頑丈さだけが能力で、突進力はあいつ自身のものだったのか。


    　俺は練習であんな奴にタックルされる他のラグビー部員たちに深く同情した。


    「で、最後に来たのはこの子。澄すみ野の智とも子こ、十八歳。同じく赤羽橋大学経済学部だけど彼女だけ現代経済設計学科で一年生。イージスのメンバーになったのは最近みたい」


    　そう言ってレジーナは資料をもう一枚見せた。そこには確かに、顔を真っ赤にしてショベルカーを空中に浮かせたあの野や暮ぼったい娘の写真があった。


    「彼女の能力は簡単にいえば念動力テレキネシス。直接見たから知ってると思うけど」


    「ああ。危あやうくショベルカーの下敷きになりそうだった」


    「念力を持続させるには相当な集中力が必要みたい」


    　レジーナの説明を聞きながら、念力少女が顔を真っ赤にして集中していたのを思い出した。もう少し彼女の集中力が持っていたら、俺はぺちゃんこだったわけだ。


    「しかも彼女の念力には持ち上げるモノの値段分のコストもかかるの」


    　意味がわからず俺が眉まゆ根ねを寄せると、レジーナが持っていたペンを見せて説明する。


    「たとえばここにあるペンを浮かせると、口座残高から一五〇円が減り、そこにあるベンチを浮かべれば一〇万円の金が消える。ちなみに、あのとき、工事現場にあったショベルカーは八〇〇万くらいだそうよ」


    　なるほど。確かに彼女があのとき言ってた通り、意外にショベルカーって高いんだな。


    「よかったですわね！　ケチロン」


    　こがねが俺の顔を覗のぞき込むように顔を傾けてそう言ってきたので、俺は訊きいた。


    「何がだよ」


    「だって、あの時点で私が彼らの資金源を突き止めて、レジーナさんが流入を止めてくれたから無事だったものの、もし彼女にもっと莫ばく大だいなお金が入っていたら、ショベルカーどころか、なんでぺちゃんこにされていたかわかりませんでしたわよ。どうぞ遠慮なく感謝してくださいまし」


    　そう言って、こがねはにっこりと微ほほ笑えんだ。


    　確かにその通りだが、あまりに恩着せがましい言い方なので、俺は無視することにした。


    「しっかし、難儀やのう」


    　すると重低音の関西弁が部屋に響いた。


    「超高速男に、闘牛男に、念力少女て。超能力戦隊やないねんから」


    　渋しぶ澤さわ主任が頭をかいてぼやきながら、俺たちのいる長机にやってくる。


    「おまけにイージスだ、カタクリなんだ……大学生にもなって、頭ん中は中二やのう」


    　確かに奴やつらのセンスは中二っぽい。口には出さなかったが俺は主任に同意した。


    「ったく。大学でどんな教育しとんのか聞いてみたいわ。この先生に」


    　主任はそう吐き捨てて、新たな人物の資料を机の上にどさっと置いた。


    　俺は、こがねとともに資料を見た。資料の端には赤あか羽ばね橋ばし大学のロゴがあって、その真ん中には大学教授らしき人物の写真がある。資料によると年齢は四十歳らしいが若々しい印象だ。さわやかな笑顔で白い歯がまぶしい。こがねが尋ねた。


    「この方は？」


    「市いち来き乙おと矢や。赤羽橋大学の経済学部の教授や。日銀の政策委員会の審議委員でもある」


    「せいさくいいんかいのしんぎいいん？」


    　こがねが頭の上にクエスチョンマークを浮かべた。レジーナが答える。


    「日銀の最高意思決定機関よ。この国の金融政策はそこで決まるといっても過言じゃないわ。委員会のメンバーは内閣に任命される」


    「へええ。じゃあ、すごい人なんですのね」


    　こがねは感心していたが、俺は本題に戻した。


    「で、この教授がどうかしたんですか？」


    「お前が取り逃がした能力者タツチド三人とも全員が、その教授のゼミをとってた」


    　それを聞いて、俺の中で合が点てんがいった。学科も学年も違うのに、妙にチームワークが良かったのはそれでか。


    「ちなみに、同じゼミ生の一人が行方ゆくえ不明や……それも、最近な」


    「え？」


    　俺とこがねが同時に声を上げると、主任はさらに新たな資料を重ねた。それは学生証を拡大コピーしたものだった。学生証の写真は不鮮明だったが、写っている人物の目つきの悪さだけは、はっきりとわかった。まるで世の中すべてを憎悪するかのような眼まな差ざしだった。
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    「こいつは黒くろ野の雨あめ彦ひこ。二十歳。国際経済学科の二年。成績優秀で授業にも真ま面じ目めに出席しとったのに、二週間前からぱったりと来んようになったそうや。で、心配になった同級生たちが、彼の下宿先に行って大家に鍵かぎを開けてもらったところ……」


    　主任はそこで一枚の写真を俺たちに見せた。それはアパートの一室と思おぼしき、暗い部屋の中の写真だったが、床には足の踏み場がないほど本や紙が散乱している。


    　壁には『我、新世界ノ神トナル』と、墨すみのようなもので殴り書きがされてある。血が滴したたるように文字から垂れた墨が、その禍まが々まがしさを一層引き立てていた。


    「黒野には両親はおらん。父親はどっかの大物実業家らしいが認知はされてない、母親が女手一つで育ててきたが、借金苦で自殺し、身寄りがなくなった黒野は高校卒業まで『ファミリー施設』にいた」


    　両親がいなかったり、虐待などで一緒に住むことができなくなった子供たちが暮らす施設は、制度改革で二〇二二年に『ファミリー施設』って名称に変わった。暗い声で主任が付け加える。


    「せっかく頑張って大学に入ったのに、それも無駄になってもうたみたいやなあ」


    　立場は違うが似たような境遇の青春を経へてきた俺は、その目つきの悪い写真の若者に少しばかり同情した。


    　するとタブレットで役所のデータベースを調べていたレジーナが報告する。


    「役所に届け出はないみたいだけど、その経歴から察するに無登録の能力者タツチドである可能性も捨てきれないわね」


    　レジーナの言う通り、能力マイダスタツチは、多くの場合、幼少時に受けた経済的なトラウマが引き金になって顕けん現げんする。そしてその闇やみが深いほど、パワーは強くなる。


    　────黒くろ野のの経てきた人生を鑑かんがみるに、もし能力者だとすればとんでもない力を持っていそうだ。俺は背中にひやりとしたものを感じた。


    「ともかく、その方を見つけて、お話ししてみましょう！」


    　こがねの発言の妙な明るさに、重い空気が一気に軽くなった。


    　お嬢様育ちに由来するのかもしれないが、こいつの言動には生まれついてのポジティブ成分みたいなものが多く含まれていて、時々あっけにとられてしまうことがある。


    　しかし、今すべきことを思い出させてくれるのもまた事実だ。


    「その通りや」


    　主任もこがねに同意して俺たちに指示を出す。


    「とりあえず水みず町まちと若わか槻つきは赤あか羽ばね橋ばし大学に言って、消えた黒野について調べてこい」


    　俺とレジーナがはいと返事すると、こがねが負けじと前に出る。


    「私も今日の授業は午前中で終わりですから、学校が終わったら市いち来き教授のことを聞きに日銀のほうに行ってみますわね」


    「はあ？」


    　俺は、呆あきれてこがねに忠告する。


    「お前なあ、クレープ屋じゃないんだから。日本銀行は女子高生が学校帰りにふらりと寄るようなとこじゃねーんだ。入れてくれるわけないだろ」


    「あら。私の知り合いにも日銀との繋つながりがある方は、たくさんいますわ。頼めばきっと入れてくれるはずですわよ」


    　だからっていきなり日本経済の心臓部に訪問するなんて傍ぼう若じやく無ぶ人じんにもほどがある。と思ったが、こがねの場合、一いち万ま田た家の令嬢というだけでコネが利かない場所はない。大抵どこにいっても顔パスなので、そんな常識は通用しないのだ。


    「では授業に遅れますのでこれで。みなさまご機嫌麗うるわしゅう」


    　唖あ然ぜんとする俺たちを残して、こがねは華麗に去っていった。


    



    　　　　￥￥￥


    



    　赤あか羽ばね橋ばし大学は、エイプスのオフィスがある霞かすみが関せきからそう遠くなかった。地下鉄の駅で言うと二つ分だ。一応事前に教授にアポを取り、俺とレジーナは学部棟のエントランスホールの片隅にあるベンチに座って、教授を待つことにした。


    　学部棟にはたくさんの学生たちが出入りしている。キャンパスには、どこもかしこも若々しくバカバカしい活気に満ちあふれていた。ベンチに座ってレジーナが、バカ騒ぎをしている学生たちをじっと見つめながら呟つぶやく。


    「日本の大学構内に初めて入ったけど……日本の学生って、皆、こんな感じなの？」


    「まあ、どこもこんなもんだな。この国の将来が心配になるだろ？」


    　俺は苦笑したが、レジーナは意外な言葉を発する。


    「……何か、うらやましい」


    　俺は思わず耳を疑った。


    「うらやましい？」


    「うん。ああいう青春の日々を全く過ごしてなかったから」


    「あれ？」


    　ふと思って俺は尋ねてみる。


    「そう言えばお前って、大学行ってなかったんだっけ？」


    「おばあちゃんの勧めで一時期、モスクワの対外情報アカデミーに通ってたけど」


    　レジーナのばあちゃんといえば、旧ソ連の女スパイだったと聞く。その婆ばあちゃんの勧めた学校だけあって名前からもう普通の大学でないことだけはわかったが、俺は好奇心で尋ねてみる。


    「そこで、何を勉強したんだ？」


    「……いろいろよ」


    　返事までに妙な間があった。深く追究してはいけないってことはなんとなく察したが、それでも一度焚たきつけられた俺の好奇心はおさまらなかった。


    「たとえば、拳けん銃じゆうをバラしては組み立てたりとか？」


    　俺は冗談のつもりだったんだが、レジーナは平然と答える。


    「武器の扱いだけじゃないわ。暗号の解読や、毒物の生せい成せい法。ハニートラップの仕掛け方まで、いろいろよ」


    　それを聞いて俺の喉のどがごくりと鳴った。そして彼女だけは本気で怒らせないようにしようと肝きもに銘じた。いっぽうのレジーナは、相変わらずバカ騒ぎをしている学生どもに羨せん望ぼうの眼まな差ざしを向けている。


    「だけど、あんな風にはキャンパスライフを楽しめなかった」


    　そりゃあ当然だろう。アイツらの頭の中にあるのはどうせ合コンのことであって、銃の解体の仕方や毒物の生せい成せい法じゃないからだ。俺は素そ朴ぼくに疑問に感じて訊きく。


    「そんな専門的知識なんか使いようもないこの国に、なんで戻ってきたんだ？」


    「……スパイを引退してから普通の女性として生きた、おばあちゃんに憧れたからよ」


    　そう言って、気のせいか彼女は少しだけ顔を赤らめたように見えた。待てよ。てことはレジーナも普通の女子に憧れてるってことか？　だとしたらかなり意外だ。


    「あれは何をしているの？」


    　レジーナの指さした方向には、ベンチに並んで座ったカップルが一本の長いマフラーを二人で巻いているのが見えた。


    「ほっといてやれ。あのほうが温かいんだろ」


    　俺は適当にいなしたが、レジーナは真剣な表情で首を傾かしげる。


    「そうなの？」


    「少なくともあの二人はそう思ってる。でなきゃ、あんな奇妙な状態になるか」


    　すると、どうしたことかレジーナが急に鋭い視線を俺に向ける。


    「知っているということは、あなたは経験があるのね？」


    「はあ？」


    　質問の意図がわからず俺が顔をしかめると、レジーナは俺の巻いているマフラーをしばらく眺めていた。


    「……何だよ？」


    　すると突然、レジーナは力任せに俺のマフラーを引っ張った。


    「げほっ！　おい！　急に何しやがんだ!?」


    「本当に温かくなるのかやってみる」


    「馬鹿！　何言って……ごへっ!!」


    　マフラーで首を絞められて俺が喘あえいでいると、レジーナが耳元で囁ささやく。


    「拒絶しないで。死ぬわよ」


    　レジーナは氷のように冷たい瞳ひとみで俺を見る。


    「こうやって殺す方法もアカデミーで学んだわ。マフラーじゃなくワイヤーでだけど」


    「!?」


    　温かくなるどころか、俺は背筋に冷たいものを感じた。


    「な、なぜこんなことを!?」


    　絞められた喉のどの奥から俺が声を振り絞ると、レジーナは冷笑を浮かべながら引っ張ったマフラーの端を自分の首に巻いて俺に顔を近づける。


    「勘違いしないで。べつにアンタといちゃつきたいわけじゃないから」


    　やがて彼女は俺に肩にもたれかかった。彼女の吐いた温かく白い息が俺の顔にかかる。周りから見れば、愛を囁ささやき合っているカップルに見えるかもしれない。


    「ただ悔くやしいの……アンタごときが経験していることを、この私が知らないなんて」


    「!?」


    　何だそりゃ！　前々から彼女のプライドの高さゆえの破は天てん荒こうぶりは知っていたが、しかしそれだけの理由でこんな風に人を殺しかけるとは。どうしても普通の女子っぽくふるまえない怒りを俺にぶつけてからかっているだけなんだろうが、ツンとかデレとかいうレベルを超えている。マフラーが短いので、俺は頸けい動どう脈みやくを絞められて意識を失いそうになり、レジーナの暴ぼう虐ぎやくを止めるために能力を使うことも本気で検討し始めた頃、受付の女性の声が聞こえた。
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    「エイプスからお越しの水みず町まち様」


    「!?」


    　俺は、慌あわててレジーナをどかせた。レジーナがマフラーから手を離してくれたので、ようやく俺は声が出せた。


    「ああ、おえっ！　は、はい！　ごへっ！」


    　俺がえずきながら返事すると、受付の女性は顔をしかめて冷淡な眼まな差ざしを俺に向ける。


    「お待たせしました。こちらへどうぞ」


    「どうも……うえ！」


    　俺たちは立ち上がって、受付の女性が開けてくれた駅の自動改札のようなゲートに向かった。


    　受付の女性が「エイプス」って単語を大きめの声で言ったからか、周りにいた学生たちが俺たちを好奇の目で見ているのがわかった。


    「見て……エイプスの職員だって」


    「なんか思ったよりしょぼくない？」


    「確かに。あそこに就職はしたくないよね～」


    　準備室から課に格上げになったので、知名度は以前よりは上がったが、政府の特務機関というイメージからすると、ホンモノを見てがっかりされることのほうが多い。


    　ゲートを通ると、受付の女性が言う。


    「市いち来き教授は、間もなくこちらにお越しになりますが、このあと、教授は日銀での定例会議がございますので、お話のお時間はそう長くは取れないかと」


    「え!?　そうなんですか……」


    「ご多忙な方なので、どうぞご了承くださいませ」


    　女性はお詫わびの言葉を述べながらも、どこか口調にトゲがあった。


    　きっとベンチでレジーナと馬鹿みたいにいちゃついているところを見られたからだろう。


    　実際は殺されかけていただけなのだが、それを説明するわけにはいかないし、したところで理解されるわけがない。


    　どうしたものかと困っていると、廊下の奥のほうからトレーニングウェアに身をつつんだ紳士が現れて俺たちに笑顔で挨あい拶さつする。


    「お待たせしてすいません！　エイプスの方ですよね」


    「はい。あの……」


    　上下ジャージというあまりにスポーティな出いで立ちだったので、本当に経済学の教授なのかどうか不安になったが、市来教授は資料で見た通りのまぶしい笑顔と白い歯を見せて挨拶する。


    「市来と言います！　初めまして！」


    　見た目はさわやかだが、声のボリュームが体育会系のそれである。立てたジャージのえりの先がとがっていて、教授というよりまるで熱血テニスプレーヤーといった印象だ。


    　俺は教授の全身から放たれるポジティブなオーラに圧倒されつつ、挨拶を返す。


    「ど、どうも。水みず町まちといいます。こっちは若わか槻つき」


    　握手を交わしながら教授は申し訳なさそうな顔をする。


    「黒くろ野の君のことですよね。すいません。お話しできる時間があればよかったんですが」


    「さっき伺うかがいました。このあと日銀に向かうとか」


    　俺が確認すると、教授はストレッチをしながら答える。


    「ええ。日銀までいつもここからジョギングして向かっているんです」


    　すると教授はふと思いついたように俺に言う。


    「もし一緒に走られるんなら、その道中でお話ししますけど？」


    「はあ!?」


    　予想外の提案に俺が戸惑っていると、教授は満面の笑みを浮かべる。


    「なんなら、トレーニングウェアもお貸ししますよ！」


    　俺は驚きながらも、ふと資料の隅すみに書かれていたこの教授の著書を思い出した。そういや、確か堅苦しい学術書だけでなく、『グングンやせる経済学』とか『景気回復は健康から！』みたいなタイトルまで並んでいたのだ。そのときは気にも留めなかったが、実際会ってみるとこりゃ筋金入りのヘルシー志向エコノミストらしい。


    「ただ、女性用のは持ってなくて」


    　教授が申し訳なさそうにレジーナに目をやると、レジーナは頭を振って言う。


    「ああかまいませんよ。ジョギングには、この水みず町まちがお供しますので」


    「はあ？」


    　俺が驚きの表情を見せると、レジーナは俺に言こと付づける。


    「私は学生たちに聞き込みしてくるから。教授への聴ちよう取しゆは任せるわ。じゃ」


    　そう言うなり、レジーナは大学の構内へと去っていった。


    「あ、ちょ……」


    　取り残された俺はなんだか心細くなった。しかし、俺の不安など知る由よしもなく、教授は、張りのある声で俺に言う。


    「じゃ、その先のロッカールームにウェアがあるので。そこで着替えるといいでしょう。今着ているスーツは、リュックに入れて走れば問題ない」


    　俺が言葉をはさむ間もなく、教授は笑顔で告げた。


    「さあ、急ぎましょう。日本経済を動かす会議に間に合わなくなってしまいます！」


    　俺に言い終わるや否いなや、教授は結構なハイペースで走り出した。俺はよもや教授とともに日銀まで全力で走ることになるとは、そのときは夢にも思っていなかった。

  


  
    



    　第二章「新しいお金と腐った金持ち」


    



    　ホームレスたちの集まる公園を過ぎてから、教授と二人でラストスパートをかけて日銀の本店にたどり着いたときの俺は、もはやへとへとに疲れ切って聞き込みどころではなかった。道中、聞いたことさえも忘れ去りそうだった。


    　だが、教授は相変わらずのさわやかな笑顔のまま、早口で俺に言う。


    「着替えはそちらの部屋でどうぞ。遠慮なく」


    「ああ、はい。どうも」


    　やっとの思いでそう答えると、教授は腕時計を見る。


    「まだ、少し時間があります。お互い着替えたら、通貨ミュージアムで落ち合いましょう」


    「通貨ミュージアム？」


    「ちょうど向かいにある、あの建物の二階です」


    　教授は日銀の外にあるビルを指さして言った。


    「ぜひお見せしたいものがあるのでご案内します。ではのちほど」


    　教授が去ったあと俺は、指示された部屋に行き、背負っていたリュックからスーツを取り出して、再び着替えなおした。


    　着替えが終わって日銀を出ると、分館の二階にある『通貨ミュージアム』に入った。


    　博物館の見学なんて高校以来だが、金を眺めているだけで幸せを感じられる俺にとってはなかなか興味をそそられる場所だ。


    　まず入場が無料ってとこも気に入ったが、想像していたよりもキレイで広い。


    　貨幣の歴史がわかるような展示になっていて、ホールに入れば一億円の札束のレプリカや、本物の純金の分銅金があったり、常設展示室には世界各国の珍しい貨幣がずらりと並んでいる。世界中のあらゆるお金に囲まれている気分は、なかなか悪くない。


    「あら、大学に行かれたのではなかったんですの？」


    　振り向くと、学校を終えてやってきた制服姿のこがねがいた。俺はため息交じりに答える。


    「だったんだが教授と一緒にここまで来た。それも走ってね」


    「あら。なぜ？」


    「さあね。本人に聞いてくれ」


    　彼女はそれ以上は深く聞かずにディスプレイに目をやった。


    「つくづく、お金って不思議ですわね」


    　彼女は俺とは違って、まるで興味ない様子で展示物をつまらなそうに眺めながら言う。


    「こんなものに、なぜ人は心を奪われ続けてきたのでしょう？」


    「こんなものとはなんだ」


    　俺はその言いぐさにカチンときて説教する。


    「人類は有史以来ずっと、みんな汗水たらしてこいつを稼かせごうと必死で頑張ってきたんだぞ」


    「だからこそ不思議なのです。こんなただの金属片や紙切れに人生をかけるほどの価値があるんでしょうか？」


    「ふん。そりゃ山ほどお金に囲まれているお前には、値打ちなんかわからねえだろうな」


    　俺がそう毒づくと、こがねも何やら反論しようとしたが、俺たちの背後から聞こえてきた笑い声にかき消された。


    　俺たちが二人同時に笑い声のしたほうを見ると、市いち来き教授が凛々しいスリーピースのスーツに着替えて現れた。


    「失礼。彼女の言っていることは全くもって正しいですよ。さすがは一いち万ま田た家のご令嬢でいらっしゃる」


    　ん？　なんでそんなこと知ってるんだ？　という疑問をよそに教授はこがねにつかつかと近づくと、彼女に手を差し出して自己紹介する。


    「市来と申します。ようこそ日本銀行へ」


    「初めまして……それとも以前、どこかでお会いしましたかしら？」


    　握手に応じながらも、こがねが怪け訝げんな顔をして教授を見つめると、教授は口角をあげて再びまぶしいほどの白い歯を見せて言う。
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    「この国の財界にいて、あなたのことを知らぬ者などいませんよ」


    「光栄ですわ。でもどうか勘違いなさらないで。先ほどの発言はこの博物館を批判したわけでは」


    「いいえ。あなたが先ほど言った通り、ここにあるものはただの古い紙切れに過ぎません」


    　認めちゃうのかよ。と俺は一瞬、思ったが、教授はこがねがさっき見ていた展示物に目をやって解説を始める。


    「元々お金とは、モノの価値をはかり、保存し、運ぶためだけのものでした。物々交換のままではモノの価値はバラバラだし、運びにくいし、何より腐ってしまいますからね」


    　教授は『貨幣の歴史』と書かれた廊下の展示に沿って歩きながら説明を続ける。


    「ところがやがて時代が進むにつれ、利子というものが生まれ、金融というものが現れて、お金の性格は一変してしまった。いや、それどころか自然の摂理そのものが覆くつがえされてしまったのです」


    「というと？」


    　こがねが尋ねると、教授は足を止めて話す。


    「自然界においては、あらゆるものが時間の経過とともに劣化し、価値が下がっていく。ところが利子だけは逆で、時間と共に価値が増えていく」


    「確かに。そう思うと、利子って自然の理に反している気もしますわね」


    　こがねはやけに感心していたが、俺は指先でぽりぽり頭をかきながら話に割って入る。


    「経済史の講義もありがたいんですが、黒くろ野の雨あめ彦ひこについて聞かせてくれませんか？」


    「失しつ踪そうした黒野君は、まさにその大きな矛む盾じゆんに気付いていたんですよ」


    　教授は俺のほうを見て言う。


    「人間の欲望もまた利子と同じく無限です。たくさん持っていれば持っているほど、何もしなくても価値が上がるお金を手放したくはない。それこそが、いまの日本経済が停滞している原因だと、彼はよく私のゼミでも言ってました」


    　教授は項うな垂だれて、行方ゆくえ不明になった教え子について寂しそうに語る。


    「黒野君は借金のために身近な人を失ったこともあって、お金を貯ためこんで使おうとしない金持ちを憎悪していました。そこで彼は、ドイツの経済学者、シルビオ・ゲゼルの研究に没頭したのです」


    「しるびお、げぜる？」


    　こがねが醇じゆん乎こたる表情でそう繰り返したので、教授は笑顔で説明する。


    「永遠に増え続ける利子を不自然なものとして批判し、その逆の働きをする新しいお金、自由貨幣を作った学者です」


    「なんですの？　その『新しいお金』って？」


    「利子とは逆に、自然界にあるものと同じように時間が経たつと価値が減っていく、いわば劣化するお金のことです」


    「劣化するお金？」


    　いったいその話と黒野の行方と何の関係があるんだと、しばらく聞いていたがこがねと同じく俺も単純に興味がわいた。すると、教授は俺たちをある展示品の前に案内する。


    「実際に作られたものが、こちらにあります」


    「……!?」


    　俺とこがねは、ガラスケースの中に展示された奇妙な紙切れに見入った。


    　それはお金というよりポイントカードのようなものだった。額面の書かれた長方形の紙の端には一二個のマスがあって、そこに小さなシールが並んで貼はられている。


    「これはゲゼルの考えた自由貨幣をモデルに、一〇〇年ほど前にオーストリアのある小さな町で発行されていた地域通貨です。端にある一二個のマスに毎月、スタンプが押されることによって価値が減っていくのです。その仕組みのおかげで、このお金はあっという間に流通し、小さな町に莫ばく大だいな経済効果を生み出したと言われています」


    「どういうことですの？」


    　いまいちイメージができなかったようで、こがねが頭の上に大きなクエスチョンマークを浮かべると、教授は財さい布ふから一万円札を取り出してこがねに渡す。


    「たとえば、あなたが今、一万円札を貰もらったとします。ただし、その一万円札は一日経つごとに、千円ずつ価値が下がるとします」


    「え!?」


    　驚いたようにこがねは一万円札を見る。教授は説明を続ける。


    「一〇日経たてば価値〇円のただの紙切れになってしまう。さて、あなたならどうしますか？」


    「どうって……早く使ってしまわないともったいないですわ！」


    　こがねは慌あわてたようにそう答えた。教授は、こがねが返した一万円札を笑って受け取る。


    「その通り。つまり自由貨幣は、早く消費したほうが得で、たくさん持っていればいるほど消費しきれなくて、結局損するお金ってことです。新鮮で高級な食材も早く食べないと腐るのと同じですね」


    　なるほど。俺はものすごく高級な刺身を大量に常温で家に置いているのを頭の中でイメージしてみた。消費しきれない刺身はどんどん腐っていく。ただでさえ倹約家の俺にとっては耐えがたいもったいなさだ。まあ現実にそんな状況に陥おちいることはまずないだろうが。


    「かのゲゼルも本の中でこう書いています。『ジャガイモが腐り、鉄が錆さび、エーテルが蒸発するように、お金を交換手段として改良するためには、お金を劣化させなければならない』と」


    　俺は、お金を劣化させることを『改良』と表現しているのが少し気になった。まるで今使われているお金は悪だと言わんばかりだ。


    　すると今度は江戸時代の大判小判の展示ブースの前で、教授が講義を締めくくる。


    「昔っから言われているように、お金は『天下の回りもの』です。天下を回ってこそ、その真価を発揮できる。宵よい越しの金を持たなかった江戸っ子はそれを知っていたのかもしれませんね」


    　そう笑顔で言ったあとで、教授はため息交じりに語る。


    「事件を起こした『イージス』とかいう連中の仲間になって、大学に来なくなったことはあまり感心できませんが、黒くろ野の君はきっとこう考えているんだと思います。偏かたよって貯ためこまれているお金が本当に巡り始めれば、この国の経済もうまく行くかもしれないと」


    　教授は自分の教え子を擁よう護ごするようにそう語った。だが、こがねがそれに水を差す。


    「確かに巡るのは大事ですが、よからぬところにまで巡ってしまうのはどうでしょうか？」


    　わずかに笑顔を忘れて、教授がこがねに尋ねる。


    「といいますと？」


    「世界には、悪いことを考えている人たちに流れているお金もありますわ。たとえば暴力団や、テロ組織。それにイージスとか……アライアンスにも」


    「……？」


    　教授の表情が一瞬こわばった。能力者タツチドによる犯罪組織、アライアンスの名前は今や世界中のニュースでも連日取り上げられているので、その存在を知らないものはいないだろうが、まだこの国の人々は、自分の生活に身近なリスクとしては捉とらえてはいなかった。


    　だが、彼らの犯行声明や、残ざん虐ぎやくなテロの模様が写ったネット上の動画を見たりして、それがとても危険な組織であるという認識は、充分に植えつけられていた。


    「だからたとえお金が血液だとしても、単純に巡ればいいというものではないと思いますの。そのせいで病原菌やウイルスを全身に巡らせてしまうことだってあるかもしれませんし」


    　教授が怪け訝げんな表情でこがねの顔を見たので、俺が慌あわてて説明を補足する。


    「ああ、実は彼女、自分が使ったお金の流れが見えるという能力を持っていまして、捜査の中で、そういう場面をよく見るみたいなんですよ」


    「ほう」


    　教授は興味があるとも無関心ともとれるような返事をしてから、再び笑顔に戻って言った。


    「とにかく黒くろ野の君のことについては、他の学生たちにも話を聞いておきます。黒野君とよくつるんでいた例の三人組も工事現場での事件以来、ゼミには来ていません。いま警視庁の方も追っているみたいで、昨日聞き込みにいらっしゃってました」


    　俺は警視庁と聞いて、嫌な予感がしていちおう尋ねてみる。


    「ちなみにですけど、それって捜査一課の日ひ野のって刑事でした？」


    「ええ。確かそうです」


    　やっぱりか。俺の脳のう裏りに日野の野郎の嫌みったらしい笑顔が浮かんで、思わず舌打ちした。


    「お知り合い、なんですか？」


    　俺の表情を見て教授は察したようだ。俺は正直に答える。


    「ええ。まあ、知り合いではありますが、仲がいいかと言われたら微妙です。とにかく何かわかったことがあれば、すぐにお伝えください」


    「わかりました。では私はこれで」


    　教授は、去りかけたが、わざわざ振り向いてこがねに言う。


    「お会いできて光栄でしたよ。一いち万ま田たさん」


    「私もですわ。ご機嫌麗うるわしゅう」


    　教授は、再び輝く歯を見せてから背を向けて去った。


    「……？」


    「どうしましたの？」


    「いや……」


    　俺は、教授がこがねを見る表情に一瞬、なんか引っ掛かるものを感じたんだが、あまり深く考えず、こがねと一緒に博物館を出ることにした。
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    　町を並んで歩きながら、こがねが言う。


    「日野さんたちも動いてらっしゃるんですのね」


    「ああ。忌いま忌ましいことにな」


    「そんな風に言うもんじゃありませんわ。警察と我々は協力が必要ですわよ」


    　まあ、確かに。俺たちエイプスと警察は現場がカブることも多いだけに奴やつらとは連携が必須なんだが、俺たちが警察より強い捜査権を持っているだけに、奴らと衝突することもしばしばあって、いわば犬けん猿えんの仲なのだ。


    「けど、こりゃ明らかに能力者タツチドによる犯罪なんだから、ウチの仕事だ。分け合うようなパイはない。特にあの日ひ野のとはな」


    「あら。あの方のお仕事には私、時々協力してあげてますわよ」


    「はあ!?」


    「だって。私の能力は、犯罪者のマネーロンダリングを探るのに便利なんですもの」


    「お前な。自分の立場わかってんのか？　上も通さず個人で奴らに協力するなんてまずいだろ」


    「あら。犯罪組織の撲ぼく滅めつは、私にとって貴人としての義務ノブレス・オブリージユですもの」


    　まったく。公務員のタテ割り社会ってもんを、こいつは全くわかってない。


    　そんなことよりも、俺には許せないことが一つだけあるので確かめる。


    「……お前、それをまさか無報ほう酬しゆうでやってんじゃねえだろうな？」


    「もちろん。ボランティアですわよ？」


    「ざけんな！」


    　俺は猛烈に腹が立って、思わず声を荒らげた。


    「お前、それ、ただ単にアイツらに利用されているだけじゃねーか！　自分も能力も、もうちょっと大事にしろよ！」


    「……？」


    　すると、こがねは俺の顔をまじまじと見つめて尋ねる。


    「袈け裟さ郎ろうさんが、私のことをそんなに大事に思ってくれていたなんて」


    「当然だろ。俺たちは一心同体なんだ。お前の力も、お前だけのもんじゃねえんだぞ」


    「……ケチロン！」


    　こがねはまっすぐな視線を俺に向けた。俺は顔をそらして言う。


    「今度、あいつからそういう電話がかかってきたら、まず俺を通せと言っとけ」


    「わかりましたわ」


    　彼女の少し潤うるんだブラウンの瞳ひとみを直視して俺は、思わず本音が口から漏れ出てしまう。


    「もう二度とそういうの、勝手にボランティアで引き受けるんじゃないぞ」


    「……ん？」


    　少し間をおいてから、俺の魂こん胆たんを察知したこがねが、途端に眉まゆ根ねを寄せる。


    「それは……どういうことですの？」


    「……どういうことって、なんだ？」


    「それってつまり、報ほう酬しゆうを貰もらうなら引き受けろってことですの？」


    「!!」


    「そして、その報酬はケチロンが独り占めするつもりでしたわね？」


    　彼女はやっぱり鋭い。見透かされてしまった俺は焦って弁解する。


    「バ、バカ！　俺がそんな、下請けに仕事を丸投げして、金だけ中抜きする悪徳企業みたいなことするかよ。ただ、お前がただ働きさせられているのが忍びなくてだな」


    「怪しいですわ」


    　やばい。完全に疑われている。というよりバレている。


    「とにかく。お前の身だって危険にさらすんだから、何でもかんでも引き受けるなってことだ！」


    「……わかりました」


    　相当苦しい言い訳だったが、彼女はいちおう納得したみたいで、スマホを見つめた。


    「あら」


    「どうした？」


    「今、ちょうどかかってきましたわよ。日ひ野のさんから」


    「!!」


    　俺がこがねのスマホを見ると、ディスプレイには『日野刑事　警視庁』と表示が出ている。あの野郎、マジでこがねを利用してやがったのか。


    「ちょっと、貸せ」


    　俺はこがねからスマホを受け取って、こがねの声マネをしながら代わりに出てやった。


    「いったい、何の御用でございますの？　日野刑事」


    『ん？』


    　まったく似てなかったが、電話の向こうで日野が混乱しているのがわかった。


    『なんだ？お前、誰だ？』


    　俺は、必死に笑いをこらえながらこがねのマネを続けた。


    「あら。おわかりになりませんでございますの？　私でございますわよ」


    「私、そんな変なしゃべり方いたしませんわ」


    　こがねが顔をしかめて、隣からクレームを言ってきたので、俺は「しいい」と人差し指を口に当てた。しかし、さすがの日野も感づいたようだ。


    『水みず町まち袈け裟さ郎ろう……。お前だな？』


    　奴やつは妙に情感を込めてフルネームで呼びやがった。まるでスポ根漫画のライバルの名前を呼ぶときみたいだ。俺は声マネをやめて挨あい拶さつする。


    「よう。久しぶりだな。万年ヒラ刑事くん」


    『なんでお前が、一いち万ま田たのスマホに出る？』


    「相棒だからに決まってんだろうが。そっちこそ女子高生に何の用だロリコンデカめ」


    『ロ、ロリ……』


    「もしや、俺の大事な相棒にデートの約束でもしようと思ったのか？」


    『バカな。そんなこと……』


    　もちろん俺だって本気でそんな風には思ってないが、いい機会なのでもう少し奴やつをいたぶることにした。


    「お前からしつこく連絡がくるって、相棒からもクレームが出てんだよ。あと話が長いし、つまんないし、いつもつけてる香水が臭いって」


    『……な、何？』


    「あら、私、そんなことひと言も」


    　俺はスマホを奪い返そうとするこがねを制して、日ひ野のにとどめを刺そうと叫ぶ。


    「今後は俺が彼女のマネージャーだ。そっちの仕事に協力させるんなら俺を通せ！　そして俺にマネジメント料を払え！　この変態野郎！」


    『……お前、相変わらず意地汚いな』


    　奴にも狙いはバレていたが、火が付いた俺の商しよう魂こんはもはや俺自身にも止められなかった。ただ儲もうかりたい一心で、おかしなことを口走る。


    「うるさい。彼女のすべては、俺のもんだ！」


    　道行く人々が眉まゆをひそめて俺を見る。


    『いや、お前こそ立派な変態だろ』


    　確かに。電話の向こうで日野が言ったことはもっともだった。


    　冷静に今の状況を鑑かんがみれば、俺は突然路上で間接的に女子高生に告った変態野郎だ。やけくそで出た言葉とはいえ俺は自分の発言と商魂を猛省した。


    「ケチロン……？」


    　スマホを奪おうとしていたこがねが手を止め、驚いたように俺の横顔を見つめていた。こがねにはさっきの言葉が変に響いてしまったようだ。


    「もしや、今まで私をそんな風に……」


    　こがねの白い頬ほおがわずかに紅潮している。やばい。完全に誤解されているっぽい。


    「えっと。いや、ちが……」


    　俺は返事に窮してしどろもどろになった。その感じがさらにこがねの誤解を招きそうで困った。すると、皮肉にも日野に電話の向こうから助け舟を出される。


    『とにかく。俺が今回連絡したのは、むしろそっちへの協力だ』


    「何？」


    『郊外の豪ごう邸ていで、ある金持ちの爺じいさんが死体で見つかった。まだ死因は不明だが、俺の見立てじゃ、他殺だ。それも……まあ、普通じゃありえない殺され方だ』


    　日ひ野のが説明をしようとして一度あきらめたのが、事件の不穏さをかきたてた。


    「いったいどんな？」


    『いずれにせよ、能力者タツチドの犯行としか考えられない。現場に来てみてくれとしか言えん』


    「……？」


    『住所はそのスマホに送ってる。じゃあな』


    　そう言って、日野はスマホを切った。俺がこがねにスマホを返すと彼女が尋ねる。


    「事件ですの？」


    「ああ。それもかなり厄やつ介かいそうだ。住所はそこにある。現場に急ごう」


    　歩き出すと急に空が暗くなった気がした。見上げると、遠くの空から雨雲が近づいてきているのが見えた。腹に響くような遠雷も聞こえる。


    「ひと雨来そうだな」


    「……」


    　すると、こがねは無言で俺の腕をつかんで肩にもたれかかるような仕草をした。


    「なんだ？　どうした？」


    　俺は驚いて彼女を見た。すると彼女は顔を紅潮させ、熱い息とともに言葉を吐く。


    「ごめんなさい。ちょっと立ちくらみが」


    　なんだ。彼女の顔が赤く火ほ照てっているのを見て、さっきの俺の発言が誤解を招いた結果かと心配になったが、どうやら違ったようだ。


    　しかし、もたれてきたときの体温の高さに、さっきとは全く違う意味で心配になった。


    「あれ？　お前、なんかちょっと熱がないか？」


    「大丈夫です。それより雨が降りだす前に急ぎましょう」


    　そういって、こがねは先に歩き始めた。


    　……？


    　彼女の後ろ姿を眺めながら、俺は心なしかふと嫌な感じを覚えた。


    　うまく説明できないが、決まって良くないことが起こりそうなときの胸騒ぎだ。


    　俺の心中とシンクロするように、空にはさらに暗雲が立ち込めてきた。再び遠くで雷が響く。


    　雷の音はさっきより大きく、近づいているのがわかった。


    　俺は急いで、彼女の背中を追った。
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    　電車を乗り継いで郊外の駅に着き、住宅街を歩きながら現場に向かっている最中に、大粒の雨がボタボタと降り始めて、あっという間にザザーッと土ど砂しや降りになった。


    　俺は折り畳み傘を持っていたが、こがねは傘を持っていなかった。閑かん静せいな高級住宅街にはタクシーも通らなければコンビニもない。


    　駅の売店で買っておけばよかったと彼女は悔やんでいたがもう遅い。仕方なく俺の傘に入れてやり、俺たちは相合い傘をして現場まで歩くことになった。


    　こがねは、さっきよりさらに体調が悪そうだった。俺の持っている折り畳み傘は小さく、ただでさえ狭いのに二人で入っていると、どうしても体が密着してしまう。彼女の触れた肌の体温が明らかに高いので、俺は立ち止まって彼女の額に触れてみた。


    「ごめんなさい。私……」


    「いいからじっとしてろ」


    　熱い。やはり熱があるようだ。


    　俺は傘を貸すからこのまま病院に行けと提案したが彼女は頑として受け入れず、一緒に現場に行くという。仕方なく連れて歩いてみるものの足下がふらついておぼつかない。時々、倒れそうになっては、俺にしがみつくようにもたれかかる。


    　俺は人通りが少ないことにつくづく感謝した。はたから見れば、不審者が時々立ち止まっては傘の下で女子高生と抱き合っているようにしか見えないだろう。下へ手たをすると警察に通報されかねない。といっても、これからたくさん警察のいるところに行くわけだが。


    



    　現場の屋敷は、高級住宅街でも特に大きな豪ごう邸ていが立ち並ぶエリアの真ん中にあった。屋敷のの玄関には規制線のテープが張られていて、広い敷地内で警官や鑑かん識しきがそれぞれの作業をしている。俺が立ち番の警官にバッジを見せて家に入ると、その豪勢な作りに驚いた。


    　エントランスは吹き抜けになっていて、真正面には二階へと続く大階段がある。まるで舞台セットだ。こがねにとっては驚くほどでもなかったようだが、俺が感嘆しながら階段を見上げていると、階段の上から日ひ野のが俺たちに声をかけた。


    「よう。遅かったな」


    　まるで自分の家みたいな言い方だ。奴やつはいつもの爬は虫ちゆう類るいみたいな口角の上げ方でにやにやしつつ、ゆっくりと階段を下りてきた。相変わらず嫌みったらしい野郎だ。すると俺の隣でふらついているこがねを覗のぞき込むように見て、心配そうに声をかける。


    「お嬢さん、大丈夫か？　なんか体調が悪いみたいだが」


    　すると、こがねは蚊かの鳴くような声で答える。


    「きっと天候のせいだと思いますわ。どこかで少し休みたいのですけど」


    「奥に寝室がある。そこを借りるといい」


    　借りるといいながら、やはり自分の家のように日野は言った。それから、近くにいた警官を呼び止めて命令する。


    「おい。このお嬢さんを奥の寝室に案内しろ」


    　部下に対する偉そうな口調には、日野が俺たちの前で自分の力を見せつけたいという願望がにじみ出ていた。だがこがねは日ひ野のに礼を述べると、警官の案内で奥へと去っていった。


    　去っていくこがねの後ろ姿を見つめたあとで、日野が小さい声で俺に確認するように尋ねる。


    「……おい。彼女が俺のつけている香水が臭いって言ってたのは本当か？」


    　俺は思わず吹き出しそうになったが、こみ上げる笑いを堪こらえつつ、そっけなく返す。


    「さあな。それより、現場はどこだ？」


    「二階の奥の部屋」


    　日野は俺の後ろから階段を指さした。


    　俺が階段を上り始めたとき、日野が自分の香水の匂においを嗅かいでいるのがちらりと見えて、俺は再びこみ上げる笑いを噛かみ殺した。


    



    　　　　￥￥￥


    



    　二階に上がると、長い長い廊下があった。そこを並んで歩きながら日野が報告する。


    「この家の主は川かわ辺べ小こ一いち郎ろう。金融投資系シンクタンクの所長だが、元日銀の副総裁だったそうだ。その当時のコネを最大限に利用して、ごらんの通りかなり金をため込んでいたらしい。そこにイージスの連中が目を付けた。最近、奴やつらが金持ち連中に送ってるっていう例の脅きよう迫はくメールは知ってるだろ？」


    「ああ、『金を使わないと、カタクリ何とかに巻き込まれる』っていうやつ？」


    「それだ。御多分に漏れずそのメールが被害者のもとにも届いた。おかげで上からさんざんつつかれて、俺らも警戒していたんだが……。今朝、爺じいさんは遺体で発見された。あの部屋でな」


    　廊下の曲がり角を曲がると、さらに母屋から離れへの渡り廊下があって、突き当たりに大きな扉とびらが見えた。ポケットからハンカチを取り出すとそれで鼻を押さえた。俺が、怪け訝げんな顔で日野を見ると、日野は俺に助言する。


    「ハンカチを用意しておいたほうがいいぞ」


    「……？」


    　俺には最初その意味が理解できなかったが、渡り廊下の途中まで来た辺りで、だんだんとわかってきた。


    　……くっせえ。何なんだこの匂いは。


    　俺は思わず立ち止まって、日野のアドバイス通りハンカチを取り出して鼻と口を覆った。それは日野の香水なんて比じゃなかった。何かが腐っているかような猛烈な悪臭で、その匂いは扉に近づくにつれ強烈になっていく。


    　扉に手をかけたころには目にしみるほどに感じられた。


    　勇気を出して扉を開けると、部屋の中から猛烈な臭気と無数のハエが襲い掛かってきた。まるで地獄だ。そのせいか残って作業をしている鑑かん識しきの数は少なかった。


    「……仏さんはぞごだ」


    　日ひ野のは鼻の息をとめた声で、部屋の真ん中を指さした。広い部屋の真ん中には立派なソファーに囲まれた高級そうなローテーブルがあって、その周りの床には一万円札が散乱している。その奥はテーブルの天板の陰に隠れてよく見えなかったが、床に散った一万円札の中で倒れている人間の靴らしきものが見える。


    　俺はハンカチで鼻を押さえつつ、恐る恐る遺体に近づいた。やがて遺体の全ぜん貌ぼうが見えたとき、俺は愕がく然ぜんとした。


    「……!!」


    　それは見るも無残な腐乱死体だった。遺体は、どういうわけか一万円札の札束を抱きかかえている。日野が鼻を押さえながら遺体を見つめて感想を述べる。


    「ったく、金持ちの執念てのはすげえよな。死ぬまで金を離さないとはね」


    　俺はなぜだか立ち上る臭気とハエの羽音に猛烈な吐き気を覚えて、ハンカチで口を押さえたまま思わず部屋を飛び出した。


    　匂においが届かない距離まで離れて、廊下の壁に手をついて激しく咳せき込んでいると、日野が背後から声をかけてくる。


    「気にすんな。俺も初めて見たときは同じリアクションだった。おかげでこの機会にダイエットできそうだ」


    　俺は日野の冗談を無視して真剣に尋ねる。


    「被害者が死んだのはいつだ？　一週間は放置されてないとあそこまでひどくはならんだろ」


    「それがだな……」


    　日野は、人差し指でこめかみの辺りをかきながら答える。


    「死んだのはどうやら昨日の夜らしいんだ」


    「はあ？」


    　驚きのあまり俺の声が思わず大きくなる。


    「んなバカな。そんなわけがない。たった一晩で遺体があんなことになるか」


    　すると、日野は驚いた俺の顔を指さして言う。


    「そう。そのリアクションも。俺が家政婦さんに話を聞いたときと同じだ」


    「家政婦さん？」


    「あのおばさんだよ」


    　日野が顎あごをしゃくった。その方向を見ると、廊下の途中で別の部屋のドアが開いていて、その中で刑事たちに話をしているおばさんの姿が見えた。


    「あのおばさんは朝十時から夕方六時まで、この家で家事全般をやってる。遺体の第一発見者でもある」


    　おばさんは部屋の中で、かなり取り乱した様子で刑事たちに供述をしていた。あんな遺体を見れば無理もない。日ひ野のは話を続ける。


    「あのおばさんによると、少なくとも被害者は昨日の十八時までは元気だったんだそうだ。実際、帰りに挨あい拶さつを交わしていたらしい」


    「どう考えても信じられん。わずか半日でなんであそこまで……」


    「だから言っただろ。ただの事件じゃないって。検視してみないと何とも言えないが、被害者は特に病気もなく、年齢のわりに健康そのものだったんだそうだ」


    「もしかしたら新種のウイルスか何かじゃないか？　俺たちじゃなくて保健所を呼ぶべきだったかもしれんぞ」


    　俺が不快感をあらわにすると、日野は肩をすくめて言う。


    「確かに殺人かどうかもわからないが、脅きよう迫はく状は届いていた。それに、あんな死に方、能力者タツチドの仕し業わざ以外に説明がつくか？」


    　まあ、言われてみりゃ確かにそうだ。もしあれがイージスの奴やつらの言ってた『カタクリなんとか』の幕開けだとしたら……そう思うと俺は背筋がぞくっとした。日野はさらに言う。


    「それに、お前たちの追っている男の手掛かりになるかもよ」


    「？」


    　俺が目を細めて日野の顔を見ると、日野は少し声を落として説明する。


    「あの被害者の爺じいさんは生涯独身で独り暮らしだったが、実は認知してない隠し子がいたらしい。確か名前は……」


    　日野は手帳を取り出してページをめくり、メモをした名前を声に出して読む。


    「黒くろ野の雨あめ彦ひこだ」


    「……!?」


    　俺は驚いて日野の顔を見た。日野はメモの続きを淡々と読む。


    「高校までファミリー施設に入っていたが、赤あか羽ばね橋ばし大学に進学。大学には真ま面じ目めに通っていたのに、イージスのメンバーに入ってドロップアウト。もったいない」


    　日野は頭を振って、メモを閉じた。


    「どうやらイージスに入る頃に、自分の出しゆつ生しようの秘密を知ったらしい。自分の父親の正体を知った黒野は、この屋敷にちょくちょく来ては被害者に金をせびっていたんだと。あの家政婦がそう証言している」


    　日野は、別室で刑事の質問に答えている家政婦のおばさんのほうを見ながら言う。


    「被害者は世間体を気にする爺さんだったらしく、あのおばさんも隠し子のことは口止めされていたようだが、さっきついに白状した」


    「ここに黒野が最後に訪れたのは？」


    「おばさんの話によると黒野がここに来るときはいつも必ず、爺さんが人払いをして早く帰されたんだそうだ。昨夜も、仕事が終わる十八時ちょっと前に帰れと言われたらしい」


    「つまり、昨夜ここに黒くろ野のが来た？」


    「まだ断定はできないが、可能性は高いな」


    　となると、黒野が何らかの能力マイダスタツチを使ってあの爺じいさんを殺したってことか。


    「その黒野ってやつは、人を腐らせて殺すウイルスでも持ってんじゃないか？」


    　日ひ野のはそう言って身震いする仕草をして見せた。だが俺にはどうも引っ掛かる。


    「だったとしても、いったいなぜ殺した？　黒野の目的はいったい何だ？」


    「さあな。いつも通り金をせびりに来たが、拒否されてかっとなった。そんなとこだろ？」


    「だったらなぜ殺したあとで金を持って行かなかった？　遺体が札束を抱えていたの見ただろ」


    「わからん。だが子供を認知もせず施設に入れて、自分だけこんなでかい家に住んでいた父親だぞ？　俺ならそれだけで殺そうと思うけどね」


    　俺が黙って考え込むと、日野は口をとがらせる。


    「おい。情報を提供してやったんだから、少しくらい感謝したらどうだ」


    「俺の相棒にいつも世話になってんだろ？　それでチャラだ」


    「そりゃ、まあ確かに……」


    　と言いかけたところで、日野は思い出したように声を上げる。


    「そう言えば、お前の相棒、大丈夫か？　さっき寝室に行ったきりだが……」


    「……大丈夫です」


    　声がしたほうを見るとこがねが手すりにしがみつくようにして、階段を上ってきた。


    　その顔色は明らかに大丈夫じゃない。俺は慌あわてて駆かけ寄る。


    「お前もういいよ。無理すんなってば」


    「いいえ。なんのこれしき……あ」


    　と言いながら、やはり足下がふらついて、俺に倒れかかる。


    　俺はとっさにこがねを支えようとして手を出すと、結果、お姫様抱っこをすることになった。


    「……!!」


    　すると、日野は心配そうに俺に言う。


    「さっさと病院に連れてけよ。その子になんかあったらどうすんだ」


    　この野郎、またこがねを情報源として利用するつもりだな。と、俺は日野を睨にらんだが、日野は俺を無視して警官に指示を出す。


    「おい。パトカーで病院までお送りしろ」


    　癪しやくだがそれは助かる。俺は日野に礼を言った。すると奴やつは平然と答えやがる。


    「なあに。その子には借りがあるからな。なんなら、俺が運ぼうか？」


    「指一本触れさせるか」


    　俺はこがねをお姫様抱っこしたまま、警官についていって屋敷を出た。


    「じゃあな。一いち万ま田た家のお嬢さん。またなんかあったら頼むわ」


    　日ひ野のは、こがねにだけ挨あい拶さつして手を振った。

  


  
    



    　第三章「ボール紙製の未来」


    



    　パトカーで国立能力者タツチド医療センターまで送ってもらい、こがねは、南な米ごめ仁ひとし医師の診察を受けることになった。ドクターは俺の顔を見るなり相そう好ごうを崩す。


    「袈け裟さ郎ろう君。超ご無ぶ沙さ汰たじゃね？」


    　このドクターはいちおう能力者疾患治療の第一人者だ。俺も一時期原因不明の頭痛に悩まされたときは世話になった。だがノリが軽くてそう立派な人物には見えない。


    「最近、あんま来なくなったじゃん。頭痛、もう治っちゃった系？」


    「はい。今日は俺じゃなくて。彼女を」


    「大丈夫。問題ナッシング。そこで待ってて的な」


    　そう言ってドクターはこがねを診察室に連れていった。チャラくていけ好かない先生だが腕は確かだ。


    　こがねが診察を受けている間、俺は待合室のソファーに座ってスマホを取り出した。


    　ネットで、さっきの被害者の川かわ辺べ小こ一いち郎ろうの経歴について調べてみる。


    　日銀に限らず国の中央銀行ってとこは、元々「インフレファイター」と言って、お金が世の中に出回り過ぎるインフレってやつを嫌う性格があるが、川辺の爺じいさんは歴代の副総裁の中でも際立ってアンチインフレ論者で、デフレの脱却を求める政府に対して、ことあるごとにハイパーインフレへの恐怖を煽あおっては、なるべく日銀の財さい布ふの口を閉じようとしていた。


    　俺はぼんやりと日銀までジョギングをしながら聞いた教授の話を思い出していた。


    　……残念ながら、その血液は、この国の隅すみ々ずみにまで行き渡っているとは言えません。


    　日本の経済が教授の言った通りの状況なんだとすれば、川かわ辺べみたいな爺じいさんはまさにその血の流れを邪魔しようとする悪玉コレステロールの類たぐいになるんだろう。


    　それが黒くろ野のに狙われた本当の理由かもしれん。俺はなんとなくそう思った。


    「マジ、パねえ。どうしよう。超やべえ」


    　すると、診察室からマスクをとりながら南な米ごめ医師が出てきた。表情から察するに、こがねの容態はあまり良くなさそうだ。


    「先生、やばいって、こがねがですか？」


    「うん。いま、奥で寝かせてんだけどさあ。やべえかもよあれ」


    　南米は、俺の隣にドカッと座ってカルテを見ながら話す。


    「まだ断定はできないけど、彼女って超お金持ちじゃん。もしかしたら、『あれ』かもしんない」


    　俺はドクターの言葉に顔をしかめる。


    「あれって？」


    「知らない？　超流行はやってんだよ今。富裕層だけがかかる奇病」


    　俺は思い出した。局長とこがねが話していた病気だ。


    「それって……『リッチマン症候群』てやつですか？」


    　俺がそう言うと、ドクターは驚いたように言う。


    「なんだ知ってたんだ。そうそう。うちにも患者さん結構来てるよ」


    「それに罹かかるとどうなるんです？」


    「最初はただの風邪みたいな症状なんだけど、ほっとくと体のあちこちに血が廻らなくなって、最終的には全身が腐って死んじゃう」


    　俺は、さっき見てきた川辺の爺さんの遺体を思い出した。


    「体が腐りだすまでの時間には個人差がある。病原体も感染ルートもなんもわかってないから、ただの奇病としか言えないし、あんま表ざたにもなってないんだけど、実際、それで死んでる人結構いるよ」


    「じゃ、こがねも……もしかして」


    　俺は絶望的な気持ちになって尋ねたが、南米ドクターはけろりと答える。


    「あ、でも、大丈夫。治療法は、ないことはないから」


    「え？」


    　俺は驚いたが、ドクターは苦笑いしながらもったいぶる。


    「けどねえ。この方法、大抵、信じてもらえないか、信じたとしても、なかなかできる人とできない人いるんだよねえ。超簡単な治療法なんだけどねえ」


    「教えてください」


    　すると、南な米ごめドクターはにやりと笑って答える。


    「お金を使いまくるんだよ」


    「……は？」


    　俺は意味がわからず目が点になったが、ドクターは真剣に語る。


    「使うなんてもんじゃない。全財産投げ出すの。そしたらウソみたいに治っちゃうから。マジで。そういう例、何度かあるよ。ほら」


    　南米ドクターは、俺に何人かのカルテを見せた。


    「この人、その治療法で助かった第一号。まあ、最初は当然、お金を使って助かるなんて誰も思ってなかったから、偶然の発見なんだけどね」


    「偶然？」


    「そ。その人も相当なセレブだったんだけど、どケチで金を使わずに貯ため込んで金持ちになったタイプでさ。ところが自分が『リッチマン症候群』にかかって助からないってことがわかってから、もうどうせ死ぬんだし、あの世にまでは持っていけないからっつって、バーッとお金を使いまくったのよ」


    　南米ドクターはまるで遊園地のパレードの感想を語るみたいに、楽しそうに説明を続ける。


    「そりゃもう、今までケチだっただけにその反動っていうの？　ど派手な使い方でさ。高級フレンチ食べたり、服買ったり、外車買ったり。それでも自分一人で使い切れなくて、疎そ遠えんだった家族にプレゼントを贈ったり、後輩たちにご馳ち走そうしたり、恵まれない子供たちに寄付したり。とにかく大盤振る舞い。気が付いたら、一日でほぼ全財産使っちゃったんだって。そしたら、なぜだか次の日には、ほぼ完治しちゃってさ。なんで!?　と思って、調べてみたら、同じような散財した患者はみんな助かってるってことがわかってさ」


    　ドクターは笑っていたが、俺は心配になって尋ねる。


    「けど、それはそれでまずいんじゃないんですか？　だって、全財産無くなった状態で生きなきゃならないんでしょ？」


    「いや。ところが。やっぱ、そうやって人のためにお金を使ってると、いろんな人が助けてくれたり、いろんな形で返してくれるらしくてさ。捨てるつもりで投資したビジネスが成功しちゃって、超リターンとかもあったり。結果、助かった患者の人たちにその後、話を聞いたら、みんな前よりも健康で幸せそうだよ」


    　これまでの人生を、ほぼ損得勘かん定じようのみで生きてきた『ホモ・エコノミクス』である俺にはとうてい理解できなかったが、そういうものなのかもしれない。


    「とにかく、同じ病気の疑いがある人にはだいたい同じ治療法を勧めてる。もちろん科学的な根拠ゼロだし、民間療法っつうか、ほぼ、おまじないに近いから、ほとんどの患者さんが半はん信しん半はん疑ぎだけど、言われた通り金を使った人は今のところマジ一〇〇パー治ってる。やばくない？」


    　それを聞いて少し安あん堵どしたものの、別の意味で心配になった。もし、こがねが同じ病気だとして、あいつが自分の全財産を世の中に還元なんてしたら、我が国の経済状況ごと変えちまうんじゃねえだろうか。すると、カルテの束たばをめくっていた南な米ごめドクターが言う。


    「あ、そうだ。ただ一人だけ、激レアな例があったわ」


    「激レアって？」


    「この赤あか城ぎって人なんだけど」


    　南米ドクターは、カルテの一つを俺に見せて言う。


    「病状はまさに『リッチマン症候群』の典型って感じだったんだけど、その人だけ、別に金持ちじゃなかった的な」


    「え？」


    「いや、正確に言うと金は持ってたんだけど富裕層ではないっつうか。ただのサラリーマンなんだけど、なぜだかバッグに札束をめっちゃ入れてたんだよね」


    「現金で？」


    「そ。もしかしたら宝くじでも当たったのかもよ。でも、お金を使い切らないと死ぬよって、言ってやった数日後、自宅で腐ってたみたいな。警察じゃあ、ベテランの検視官でも死亡時期がわかんなくて苦労したらしいよ」


    　俺はそのカルテを眺めた。確かにただのサラリーマンだ。勤務先は大手の警備会社だった。


    　……なんでこの男だけが『リッチマン症候群』に？


    「あ、こがねちゃんだけど、点滴が終わって起きたら、普通に家に帰っていいから。んじゃ、俺帰るんで、おつかれ」


    　せわしなく、そして軽い足取りで、南米ドクターは去っていった。


    　時計を見ると、もう既に夜中だった。外の雨はいくぶん弱まったみたいだ。


    　俺は、ソファーにそのまま横になった。しばらくすると意識を失うように眠ってしまった。
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    　窓から射さす朝日のまぶしさに、俺は目を覚ました。


    「……！」


    　ソファーで寝たからか、体のあちこちが痛い。こがねはどうなっただろう。


    　俺は診察室に入ってみた。カーテンで隔へだてられた奥のベッドでこがねが寝ているのが見えた。俺はそっとカーテンの隙すき間まから、様子をうかがう。


    「こがね？」


    　声をかけてみたが、彼女はまだすやすやと眠っている。寝顔を見る限り顔色はいくぶんマシになったようだ。ところで、ドクターはこがねに例の治療法について伝えているんだろうか？


    　もしまだだとすれば、目を覚ましたとき、どんなふうに伝えればいいだろう。


    　そんなことをぼんやり考えていると、こがねの口がパクパク動いているのに気付く。


    「……？」


    　よく見ると、何かをしゃべっているみたいだ。


    「何？」


    「……ってきました。戻って……」


    　よく聞こえない。


    　俺は、こがねの口に耳を近づけてみた。


    「……巡り巡って、戻って……きたんです」


    　かろうじて、そう聞こえた。当然だが意味はわからない。たぶんうわごとだろう。まだ話し続けているので俺はベッドの横に跪ひざまずいて、さらにこがねの声を聞こうとした。


    　すると、俺の足下で別の声がした。


    「……問題ね。寝ている女子高生にキスしようとするなんて」


    　見るとベッドの下からレジーナが顔を出していた。


    「ひいいっ!!」


    　俺は心臓が止まるかと思った。


    　この女は旧ソ連の女スパイの末まつ裔えいだ。どんな隙すき間までも潜ひそめる。レジーナはベッドの下から悪霊のように這はい出て立ち上がると、いつもの氷のような目つきで、凍いてつくような視線を俺に向けている。


    「それも病院のベッドで」


    「いや、これは！　なんか話しているから聞こうと思って」


    「ふうううん」


    　俺は慌あわてて立ち上がり誤解をとこうとしたんだが、レジーナは冷たい視線を向けたまま生返事をした。


    「……それにしても、一緒に病院まで連れてきてあげるなんて、かいがいしいのね」


    「そりゃ、いちおう、相棒だから」


    「ふうううん」


    　再びつまらなそうに返事をすると、レジーナは俺に近寄ってきて、静かに俺のネクタイをいじり始めた。俺は不穏な空気に恐怖を感じて思わず敬語になる。


    「な、なんですか？」


    　やがて、レジーナはネクタイをつかんだまま上目遣いに俺の顔を見ながら質問を投げかける。


    「私が病気になっても、同じようにそばにいてくれる？」


    「……!?」


    　なんだこれは。俺は戦せん慄りつした。またいつものように何かを試されているに違いない。いったいどう答えるのが正解なんだ。


    「ね？　どっち？」


    　レジーナは甘い声で答えを迫ったが、もはや俺にとっては、映画とかでよく見る赤と青のコードどっちを切るかで迷う爆弾解体のシーンと同じ状況だ。もし答えを間違えれば、命すら奪われかねない気がする。実際、前のマフラーのときはそうだった。全身から冷や汗が噴き出た。俺はようやく声を絞り出す。


    「えーと……」


    「はい。ブー」


    　レジーナは冷めた口調で言い放つ。


    「今の問いに正解はないけど、唯ゆい一いつの誤った答えは『えーと』よ。残念でした」


    「!!」


    　俺はネクタイで首を絞こう殺さつされるものだと思ったが、レジーナは俺を突き飛ばし、唇の間から鋭い八や重え歯ばを覗のぞかせて悪魔的な表情で笑う。


    「あんたのさっきのベッドでの行為を、捻ねじ曲げて局長に伝えておくわ。嫌なら、今度お寿司おごって。もちろん特上ね」


    　……なんだ結局、目的はそれか。ナゾのクイズは単純にからかっていただけのようだ。俺は苛いら立だつよりも前に命が助かったことにまず安あん堵どした。


    　それより根本的な質問を彼女に投げかけた。


    「何しにここに？」


    「局長からの命令よ。アンタの尻しりを蹴けってこいって。『金持ちの犠ぎ牲せい者しやを、これ以上一人も出すな』ってさ。お偉方からよほどプレッシャーをかけられてるみたいよ」


    　俺の脳のう裏りに、あのダンディ局長が短い足で地じ団だん太だを踏んでいる姿が浮かんだ。


    「それで？　なんか収穫は？」


    「これ……」


    　俺はさっきドクターから預かったカルテをレジーナに渡した。


    　レジーナは受け取ったカルテを見て眉まゆをひそめる。


    「誰これ？」


    「赤あか城ぎ俊しゆん二じ。富裕層だけがかかるはずの例の奇病に、唯一かかって死んだ一般人」


    　レジーナは俺から受け取ったカルテを読む。


    「勤務先は……『ホーク警備保障』？」


    「会社は大手だけど、本人はただの平社員らしい。調べたら何か出てくるかもしれない」


    「ふうん。私の収穫物に比べたら、大したことないわね」


    　レジーナは俺にカルテを投げ返すと、得意げに語り始める。


    「金持ち連中に届けられた例の脅きよう迫はく状のメールだけど、送信元の場所がわかったわ」


    「いったいどこだ？」


    「ファミリー施設よ。それもかつて黒くろ野のがいた」


    「!?」


    「しかも調べたところ、脅迫状が届いたセレブたちは二〇二〇年台前半に児童保護施設の廃止を決めた保守党の支持者ばかりだった。どう？　大した収穫でしょ？」


    　確かに。相手が目指している目的地がわかれば、こっちも動きやすい。


    「つまり、黒野は自分が子供時代に過ごした施設のパソコンから金持ちどもに脅迫状を送っていた。それ自体がメッセージだったってことか」


    「今のところ、その施設から最後に脅迫状が送られたのは、二日前よ」


    「とにかくそこにいけば、黒野の足取りがわかるかもな」


    　俺はとりあえず、そのファミリー施設に行ってみることにした。


    「施設の住所はメールした。こがねは私が自宅まで送るわ。あなたがしようとしてたことは言わないから安心して」


    「ああ、そうだ」


    「何？」


    　ドクターの言った通り、おまじないみたいなもんだろうが、いちおう伝えておこう。


    「そいつが起きたら伝えておいてくれ。『金を使えば治るかも』って」


    「？」


    　釈しやく然ぜんとしない表情のレジーナを残して、俺は病院を出た。


    　昨日の雨はすっかりやんでいた。
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    　その施設は、東京の下町にある築三十年くらいのアパートの一室だった。


    　繁華街の裏通りにあって、昼間はまだしも夜は治安が悪そうだし、すぐそばには子供の教育上、あんまりよろしくないようなお店も並んでいる。


    　レジーナが調べた住所通り、施設の看板がある部屋の前に着いた。ドアにはナンバー入力式の錠じよう前まえがあって、その隣にインターホンがある。


    　それを押して名乗ると、中からエプロン姿の年老いた職員が現れた。


    　髪の毛もひげも真っ白で白ヤギみたいな爺じいさんだ。くたびれたシャツの胸元についている名札を見ると、その名もまさに八や木ぎというらしい。


    「ここに最近、黒野って学生が来ませんでしたか？　ここの出身だったそうですが」


    　すると、八木さんは困ったように答える。


    「さあ……退所した子はよく来ますけど……こっちも出身者全員の顔を覚えているわけじゃないんでね」


    「これが写真です」


    　俺は黒くろ野のの資料を見せた。八や木ぎさんは老眼鏡をかけて写真を見る。


    「うーん。覚えがないですけど。来てたときに、たまたま私がいなかっただけかも知れませんし」


    「出身者は、いつ来ても自由に出入りできるんですか？」


    「ええ。正確に言うと、このドアを開けるナンバーさえ知っていれば、関係者でなくても誰でも入ってこれます……といってもここに関係者以外が来ることは、皆かい無むですから」


    　俺は玄関の天井を見上げて尋ねる。


    「あそこに監視カメラがありますけど、あれは」


    「ああ。もう十年くらい、通電してないです」


    　やれやれ。こりゃ足取りは簡単にはつかめなさそうだ。


    「ここにあるパソコンを見せてほしいんですが」


    「それなら、事務所にあります。どうぞ」


    　俺は、八木さんと一緒に部屋に入った。


    　玄関を入るとまずキッチンがあり、リビングとダイニングを中心に部屋が分かれていて、当然だがすべて子供部屋だ。それぞれの部屋には二段ベッドが見えた。ふすまや家具は経年劣化でボロボロだったが、食器や本などはきちんと整頓されていて片付いている。俺は廊下の一番奥の部屋に案内された。


    「どうぞ」


    　中に入ると、そこは職員専用の部屋らしかった。事務机とファイルの入った本棚以外何もない殺さつ風ぷう景けいな部屋だ。


    「パソコンは、ここにある一台のみでして」


    　そう言って、八木さんは事務机の上で畳んでいたノートパソコンを開いて見せる。


    「このパソコンは、職員専用ですか？」


    　俺が尋ねると八木さんは頭をかきながら答える。


    「ええ。いちおう名目上はそうなんですが、子供たちがネットやゲームをするために、時々部屋に入ってきて、使ったりしてます」


    「じゃあ、施設を訪れた出身者がここに入ってきて勝手に使うことも？」


    「まあ、可能ですね」


    　だが、誰が使ったかの特定は不可能だ。俺は、八木さんに忠告する。


    「子供がいる施設にしては、少しセキュリティが甘すぎませんか？　せめて、玄関の防犯カメラだけでも……」


    　すると、八や木ぎさんは困ったように目をしょぼしょぼさせる。


    「仕方ないんです。予算が限られていることもあるんですが、カメラの電源を切ったのには事情もありましてね。ほら、一昔前に流行はやったでしょう。こういう施設の前に、ランドセルや、お金を置いて寄付していくっていうのが」


    　確かに。全国の施設でプロレスラーの名前を冠した匿名の寄付がムーブメントになったことがあった。『善意の連れん鎖さ』とかいわれてたな。


    「……ウチの施設の前にも、その頃にはよく、ドアの前にランドセルや、子供たちのおもちゃなど匿名の寄付がされていたものでした。ですが、ドアの前に監視カメラがあると、どうも匿名の善行を妨さまたげるみたいで」


    　なるほどな。俺もガキの頃の境遇を思い出せばよくわかった。人の善意をむげにはできない。俺にはもう何も言えなかった。なので話題を変えてみる。


    「ところで、子供たちは今どこに？」


    「今、全員、近くの公園でバザーをやってまして」


    「バザー？」


    「ええ。退所者が残していった服とかおもちゃとかを処分する前に売るんです。儲もうけはわずかばかりですが、少ない予算の足しにはなります。よければ、行ってやってください」


    「いや、俺は……」


    「もしかしたら、あなたの捜しているその黒くろ野のって学生のことを知っている子がいるかもしれません。子供たちのほうが、ここに訪れる人間のことはよく覚えてますから」


    　ここに手掛かりがないんなら仕方ない。今まさに死の危機にある相棒のこがねを救うためだ。


    　俺は公園を訪れることにした。
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    　八木さんに訊きいた公園に行ってみると、確かに子供たちがバザーをやっていた。


    　露天商のような台の上に、古着やカバンや自作のアクセサリーなどを並べて売っている。


    　お客さんはまばらだが、子供たちが売り込む声につられて、何かしらを買っていく主婦やお年寄りがちらほらいる。俺もその店の前まではやってきたものの、どうにも居い心ごこ地ちが悪い。


    　そもそも、超人的に財さい布ふのひもが固い倹約家である俺にとって、俺の購買意欲をそそるほどの商品が、このバザーで売られているとは思えない。しかしながら、子供たちが投げかける無む邪じや気きで元気な声が、俺の中のわずかながらの善意を呼び起こして、葛かつ藤とうを生み出している。


    　すると一人の男児が俺に声をかけた。


    「ねえ、おっさん！」


    「……？」


    　俺は、まさか自分がオッサン呼ばわりされたとは気付かず、スルーしたが、そのガキはわざわざ俺の前まで走ってきて、はっきりと俺を見た状態でさらに繰り返した。


    「あんただよ。おっさん」


    「……うん。えっと。お兄さんな」


    　俺はいちおう、否定したが、聞こえなかったようにその男の子は言う。


    「いいから、一つ買ってってくれよ。おっさん」


    　男の子の胸には名札がついていて、『井いの上うえ純じゆん之の助すけ』と書かれてある。年は七歳くらいだろう。


    　純之助は、施設の子供にしては着ているものがこぎれいな印象で、髪をセットし大きな黒縁メガネをかけて、ワイシャツに蝶ネクタイにベストまで着ている。まるでついさっきまで七五三の記念撮影でもしてきたみたいな出いで立ちだ。


    　俺は純之助に袖そでを引っ張られて、彼がやっているという店の前にやってきた。


    　しかし、台の上には、商品らしきものは何もない。ただ、段ボールの切れ端のようなものが並んでいるだけだ。だが純之助は俺に自信満々に言う。


    「どれでも好きなの選んで」


    　俺は単純に質問する。


    「買うって何を？」


    「ここにある、僕の未来だよ」


    　純之助は、台の上のボール紙を指さしてそう言った。俺はそれを一つ摘つまみあげて訊きく。


    「このボール紙がか？」


    「そいつはボール紙じゃない。有価証券だよ。よく見て！」


    「？」


    　俺は純之助に言われてボール紙を見た。するとそこには確かに、黒マジックで『出世払いファンド』と書かれてある。俺はそれをそのまま音読する。


    「出世払いファンド？」


    「そう。いまなら一〇年満期のファンドが、一口一〇〇円から！　どう？」


    「……お前、こんな商売、どこで覚えたんだ？」


    　怪け訝げんな顔で俺が尋ねると、純之助は元気よく答えた。


    「施設の退所者の人に教えてもらった！　その人いい人なんだ。俺にいろんなこと教えてくれた。ま、俺が頭よくてのみ込みが早いからだろうけど」


    　純之助は得意げに言ったが、俺は、ボール紙を台の上に戻して言う。


    「悪いけど、お兄さんは普段から相当な倹約家で、価値のわからないものは買わない主義なんだ。すまんな」


    「オッサンがドケチだってことはわかってた。だからこそ、これを買っていくべきだ！」


    「お兄さんだってば！」


    　と言ったあとで、純じゆん之の助すけの言った言葉が気になって尋ねる。


    「……俺がケチだって、なんでわかった？」


    「だってさ。普通、こういうところに来る大人は、おさがりの服でも、手作りのアクセサリーでも、なんか一つくらいは善意で買って行っていくもんだ。だけど、おじさんは手一つつけなかった。答えは簡単。ケチだからだ」


    「ひどい言いぐさだな」


    「けど勘違いしないで。おっさんのこと、けなしてるわけじゃないから」


    　今の発言をどう解釈すればけなしてないのかわかんなかったが、純之助は話を続ける。


    「俺も当然だと思う。あんなぼろくてダサい服、本当は欲しい人なんていないと思うんだ」


    「けど、さっきのお婆ばあさんは買って行ったぞ」


    「そこにはどっか、俺たちのことを『かわいそう』だっていうバイアスがかかってて、売るほうもそこに頼っている部分がある。あれじゃ商品を売ってんじゃなくて、単純に寄付を貰もらった上に不用品を処分してるってことになる。けど、それはビジネスではないと思うんだよね」


    「というと？」


    「モノを売る以上、買うほうにもメリットがなきゃいけない。ウィンウィンな関係が正しいと思うんだ」


    　俺は、なんだか純之助に親近感を覚えてきた。だから話の続きを促す。


    「それで？」


    「そこで思ったんだ。僕が用意できる最も魅力的な商品は、僕のお古のシャツなんかより、僕自身の未来だって。だからこのファンドのアイデアを、退所者の人に教えてもらって売ることにしたんだ」


    　正直、子供がバザーで売るようなもんじゃないが、七歳にしてその心意気は悪くない。


    「僕が思うに、今の不況って結局、お金持っている人が未来に希望を持ってないからなんだよ。だから若い世代に投資しない。今にビビッて、もっと先の未来が見えてないんだ。でもそれじゃ景気だってよくなるわけがない。チャンスさえくれたら、僕がそれを変えて見せる」


    　薄汚れたシャツを着たそのはな垂れ小僧の言葉は、どんな政治家や実業家のスピーチよりも胸に迫るものがあった。


    「うむ。気に入った」


    　俺は財さい布ふから一〇〇円を取り出して、純之助に渡した。


    「一口買ってやろう。少年」


    　俺の中ではかなりかっこよく言ったつもりだったが、純之助の反応はそうでもなかった。


    「え？　一口だけ？　やっぱケチだな」


    「文句言うな。この俺にボール紙を売りつけるなんて、お前、かなり商才があるぞ」


    　褒ほめてやると、そこはやはり子供だ。満面の笑みで答える。


    「ありがと。このアイデアをくれたあの人も喜ぶよ。その人はまだ買ってくれてないけど」


    「どんな奴やつか知らないけど、子供にこんなことを教えるなんてそいつも物好きだな」


    　俺は何の気なしに言ったが、純じゆん之の助すけの次の言葉に、俺は興味をそそられることになった。


    「その人、施設を退所してから、経済のこととか勉強してるんだって」


    「え？」


    「しかもさ、その人、能力マイダスタツチも使えるって聞いたことあるよ」


    　俺は店の前にしゃがんで、純之助と目線を合わせてから尋ねる。


    「……そいつ、何て名前だ？」


    「さあ」


    「どんな能力を持ってるって？」


    「さあ」


    「おいおい。今、お前に投資してやっただろ。もう少し協力してくれよ」


    「いいや、それとこれとは別。情報だってタダじゃないんだぞ。ビジネスだ」


    　……ったく。さっきは親近感を覚えたが、あんまり似過ぎてるのも問題だ。


    　俺は仕方なく尋ねる。


    「わかったよ。いくら払えば話してくれる？」


    「お金はいいよ。それより……おなかすいた。お寿司が食べたいなあ」


    「はあ？」


    　俺が眉まゆ根ねを寄せると、純之助は言う。


    「言ったろ。ビジネスはウィンウィンだって」


    　このクソガキめ。


    　俺はそう毒づきながら、完治したはずの片へん頭ず痛つうが再び復活しそうな予感がした。


    



    　　　　￥￥￥


    



    　こがねの命がかかっているとはいえ、聞き込みをするために、まさか見ず知らずの小学生に、寿司を奢おごることになるとは。


    　すると、俺の隣の席で純之助もため息をついている。


    「回転しているやつかあ」


    「当然だ。生意気言うな」


    　俺は、回転する寿司を見つめながら言った。


    「おごってはやるが、メニューは俺が吟ぎん味みするからな」


    「はいはい。いちおう、気は使いますよ」


    　そう言って、純之助はツナマヨの軍艦巻きが載った皿に手を伸ばそうとした。


    「ツナマヨだったらいいでしょ？」


    　俺は血相を変えて、純じゆん之の助すけの腕をつかむ。


    「ダメだバカ！　そういうの、一番ダメだ！」


    　純之助は口をとがらせて文句を言う。


    「だって、さっきの一番安い皿だよ？　あれがダメだったら何食えばいいんだよ」


    「どうせなら、こっちにしろ」


    　俺は、ウニの載った皿を取って、純之助に渡した。純之助は驚いて目を輝かせる。


    「え!?　これウニだよ!?　いいの!?」


    　あまりに純之助が驚いているので、俺は説教する。


    「やっぱりしょせんガキだな。本当の損得勘かん定じようってもんができてない」


    「……どういうこと？」


    「いいか？　大事なのは値段が安いかどうかじゃない。原価率だ」


    「げんかりつ？」


    「そう。売る値段に対する仕入れの値段との比率のことだ。たとえば、このウニの原価はだいたい九〇円。二〇〇円の皿でも原価率は45％。外食産業の原価率としてはかなり高めだ。ところがツナの原価はだいたい一〇円。一〇〇円の皿でも原価率はたった10％だ。消費者にとっては原価率が高いほうが二重の意味で美お味いしいってことになる」
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    「へえ～！　安いほうが得なわけじゃないんだ！」


    　俺もまさか小学生に原価率について力説することになるとは思わなかったが、話しているうちにだんだんとアツくなってきた。


    「美お味いしい物を食べると満足感が得られる。その満足感を、ミクロ経済学では『効用』と呼ぶ。人がモノを消費するのは『効用を高めるため』だ。ここで、お前の効用を高めておけば、俺はその分、お前に恩を着せられるってことだ」


    　それを聞いて、純じゆん之の助すけはがっかりしたように言う。


    「なんだか、そんな風に言われると寿司が味気なく思えてきたよ」


    「ちょうどよかった。そろそろ本題に入ろうか」


    「ああ。そうだった」


    　純之助は、ウニの軍艦巻きを口に放り込んでから言った。


    「本人に聞いたわけじゃないけど俺たちの間では有名なんだ。あの人の能力はすげえって」


    「いったい、どんな能力なんだ？」


    「触ったお金にね、呪いをかけられるんだってさ」


    　俺は耳を疑った。


    「呪い？」


    「そう」


    　純之助はもう一つのウニに手を伸ばしながら言う。


    「その呪われたお金に触れるとね、触った人に呪いが感染するんだって」


    「!!」


    「呪いとかいうと、なんかオカルトっぽい感じになっちゃうけど、病原菌とか、ウイルスとかにも似てて」


    　純之助は口の中をもごもごしながら話す。


    「とにかく呪いのかかったお金に一度でも触れたら、持ち主の体に呪いが感染して、んで、発病すると、腐って死んじゃうんだって」


    　その噂うわさ話が正しければ、あの一連の事件はやはり能力者タツチドの仕し業わざってことになる。


    　だが、まさか、伝染する呪いによるものだとは思わなかった。


    　純之助は、ウニの軍艦巻きを平らげたあと、湯飲みで茶を飲みながら言う。


    「こわいのはさ、呪われたお金って別に見た目が変わるわけでもないし、探しようがないってとこなんだよ。人の手から人の手へと渡っていくもんだから、ほぼ追跡なんか無理だし……これはオーケー？」


    　純之助は、流れてきたマグロの皿を手に取って俺に見せた。マグロも原価率は高い。俺が頷うなずいて許可すると、それを頬ほお張ばりながら、純之助は話を続ける。


    「なんなら僕たちだって、どっかで既に触って感染しているかもしれないんだって」


    「……!?」


    　俺は、なんとなくおしぼりで手をふいた。純じゆん之の助すけは笑いながら付け加える。


    「心配する必要ないよ。感染してたとしても実際に発病するのは、よほどのお金持ちか、よほどお金を使わない人かどっちかなんだって。でもお金を使っちゃえば治るらしいよ」


    　そこまでは南な米ごめドクターに聞いたので知っていたが、発病の条件も治療法も、ドケチな俺にとってはどっちもアウトだ。純之助はさらに耳寄りな情報を言う。


    「あとは、その能力者タツチドが呪いを解くか」


    「待て。その呪いって、解除できるのか？」


    「うん。呪いは病原菌やウイルスと違って、思いだからね。発信者が思うのをやめれば、一気に全部消えるみたい。あとは能力者が死ぬか」


    　なるほど。とにかく能力者をとっつかまえるしかない。


    「で、そいつは、施設によく来るのか？」


    「うん。たまにね。寄付をしに来てくれるんだ。匿名だから名前はわかんないんだけど」


    「その男が、もう一度来たら俺に教えてくれ」


    「わかった。おっさんの連絡先は……ああ、さっきのファンドの申込用紙にあるか」


    　純之助はそう言って、さっきのボール紙を見た。そこには、俺の連絡先と、口座番号が書かれてあった。純之助が将来、俺の投資にリターンをするためにだ。


    「情報は以上。まだ食べていい？」


    「ああ。けど、メニューは注文する前に俺に訊きけよ」


    「了解！」


    　俺は、遠慮なく寿司を食う純之助を見つめながら、自分のガキの頃を思い出した。


    　俺の親父は時々、近所の寿司屋に連れていってくれた。


    　親父の酒さけ癖ぐせが悪いところは嫌いだったが、少しだけ酒が入ったときに、ジャーナリストだった親父がしてくれた知らない国の話を聞くのが好きだった。


    　そのほとんどが血なまぐさい紛争地域の話だったり、地獄みたいなスラムや難民キャンプの話だったりと、むしろ食欲を失なくすような話題なのだが、俺はそれを、親父を主人公にした一種の冒険譚たんとして夢中になって聞いたもんだ。


    　俺にとっては、唯ゆい一いつの家族だった親父とのかけがえのない時間だった。


    「もうおなかいっぱい！　ごちそうさま」


    　ふと気が付くと、純之助の傍かたわらには皿が結構重なっていた。


    　多少ビビりながら会計したが、腹いっぱいと言っても小学生なので金額も大したことはなかった。俺はひそかに胸をなでおろした。


    「大満足だよ。ありがとう！　おっさん」


    　店を出るなり、純之助は笑顔で膨らんだ腹をさすっていた。とりあえずミクロ経済学でいうところの奴やつの効用は充分高められたようだ。


    「けど、おっさん、あんま食べてないんじゃない？」


    「しつこく訂正するけど、お兄さんな」


    「あ、もしかして、呪いの話したから食欲失なくしちゃった？　大丈夫だってば。心配しなくてもおっさん、金持ちじゃないんだし！」


    　純じゆん之の助すけは笑いながらそう言った。奢おごらせておいて失礼な奴だ。


    「お前な。もし俺が大富豪だったらどうすんだよ」


    「そうなの？　じゃあさ」


    　純之助は、遠くの道路を指さして尋ねる。


    「あんな高級車で、施設まで送ってくれる？」


    　指さしたほうを見ると明らかに高そうな車が停とまっていた。俺は答える。


    「もちろん。あんなんでいいんだったら、いつでも乗せてってやるよ」


    　すると、純之助は急に真顔になって言った。


    「……おっさん。大丈夫だから。いいって。そんな無理して見栄はらなくても」


    　俺は思わず赤面した。小学生に気を使われるくらい恥ずかしいことはない。


    「お前なあ、そういうことは思ったとしても一応黙って……」


    　と、俺が言い終わる前に、停まっていた高級車が本当にこっちにやってくるのが見えた。


    「え!?」


    「……え!?」


    　やがて、その車は俺たちの目の前で停まった。純之助は目を丸くした。


    「やばい！　本当に来た！」


    　そして、それ以上に俺のほうが驚いてうろたえていた。


    「……うそ？　なんで？　え？　なんで？」


    　でも次第に俺は、その車がロールスロイスであり、しかも見覚えがあることに気が付いた。


    　ドアが開いて老人が出てきた。俺はその爺じいさんにも見覚えがあった。


    「……あ！」


    　確かこの爺さん、宇う佐さ美みとかいうこがねの執事だ。爺さんはゆっくりと俺に近づいてきて、まるで低音の木管楽器のような、穏やかでいて奥行きのある声で俺に尋ねる。


    「失礼。水みず町まち様で、いらっしゃいますね？」


    「そう、ですけど？」


    「……実は、お嬢様が、どうしてもあなたにお伝えしたいことがあるそうで。屋敷までご案内するために、お迎えに上がったのです」


    　こがねが？　そう言えば病院からレジーナに家まで送ってもらって以来、連絡していなかったが、わざわざ屋敷に呼んでまで伝えたいことって何だ？


    「よろしければ、どうぞ、お車に」


    　俺は言われた通り、車に乗り込もうとしたが、立ち止まった。


    「……！」


    「……何か？」


    　宇う佐さ美みさんが怪け訝げんな顔で俺を見た。俺はダメ元で頼んでみる。


    「あのぉ、実は……連れがいるんですけど……」


    　そう言って、俺は振り返った。そこには、口をあんぐり開けたままの純じゆん之の助すけが立っていた。


    「あの子も、近くまで乗せてやってもらえませんか？」


    　俺がそう頼むと、宇佐美さんは、にっこりと笑って渋い声で答える。


    「もちろん。結構ですよ」


    　いい人だ。俺はものすごく小声で「……すいません！　すいません！　あざす！」と宇佐美さんに繰り返し礼を言ったあと、純之助のほうに振り返って、大声で言う。


    「おう！　乗っていけや！」


    　すると、純之助はほとんど泣きそうになって言う。


    「すげええ！　いいの!?」


    「おうよ！」


    　純之助は、嬉うれしくてたまらないと言った様子で車に乗り込んだ。俺は宇佐美さんにさらに目礼してから、車に乗った。


    



    　　　　￥￥￥


    



    　純之助を施設の前で降車させて以来、車は一いち万ま田た家に向かっている。


    　どのくらい走っただろうか。結構、距離があったともいえるし、そうでもないとも言えるし。


    　まあ、いくら乗っていても、ロールスロイスの後部座席は快適そのものなので、全く気にはならない。


    「間もなくです」


    　宇佐美さんがそう言ったので、窓の外を見て俺は絶句した。


    「……!!」


    　はるか遠くに、一万田家の御殿と思おぼしきものが見えた。


    　東京ドーム数個分はあろうかという広大な敷地に、白亜の豪ごう邸てい、というよりはもはや宮殿に近いものがそびえたっている。車で正面に着くと、見上げるような門が自動的に開く。なんだかこれからロックスターとか、どっかの国の女王に会いに行くような気分になってくる。


    　外の門から車を降りて宮殿の玄関までに続く小道がまた尋じん常じようじゃなく長い。小道の両サイドに広がる英国風庭園がゆっくりと見渡せる。途中で普通に孔く雀じやくが歩いているのを見て、俺は度ど肝ぎもを抜かれた。


    　屋敷の玄関に入ってみると、それはもはや家の中じゃなかった。なんと、だだっ広いエントランスの真ん中には、大理石でできた噴水があった。家の中で迷ったときの集合場所には最適だ。


    　吹き抜けになった頭上を見上げるとステンドグラスが施されたドーム状の天窓があって、そこから神こう々ごうしい光が降り注いでいる。まるで大聖堂かリゾートホテルのロビーだ。あの川かわ辺べの爺じいさんの屋敷なんてこれに比べれば山小屋みたいなもんだ。


    　俺は宇う佐さ美みさんと一緒に玄関を抜けて、異様に天井が高くて長い廊下を歩いた。どこかにスピーカーがあるのか、あるいはどこかで生演奏をしているのか、室内に入ったときから小さめのボリュームでずっとクラシック音楽が流れている。それをＢＧＭにして、宇佐美さんが例の渋い声で俺に語りかける。


    「……水みず町まち様のことは、平素より、お嬢様から伺うかがっております」


    「いい噂うわさだといいんですが」


    　俺が苦笑いして言うと、宇佐美さんは答える。


    「というよりも、エイプスでのお勤めを終えられて帰ってからは正直なところ、いつも水町様のお話ばかりされております。それもとても楽しそうに」


    　へえ。俺は少し意外に感じた。


    「……あんな笑顔は、まだご両親がいらっしゃった小学校の頃よりついぞ見たことがありませんでした」


    　確かに大ピンチのときを除いては、普段のあいつは常に笑顔な気がする。


    「私は、お嬢様が幼い頃よりお付きしておりますが、エイプスに入ってからのお嬢様は大変に生き生きしておられまして。私どもとしても、非常に感謝しております。なのにこんなことになってしまって」


    「……すいません」


    　俺が立ち止まって頭を下げると、宇佐美さんは慌あわてて手を振った。


    「ああ、いえ。ただ、残念だという意味です」


    「で、彼女はその後……？」


    「まだ、自室で休んでおられます。あのように」


    「……？」


    　宇佐美さんは、廊下の途中にあった部屋のドアをノックしてから、少しだけ開けて、中の様子をうかがっていた。俺は宇佐美さんの背後からちらりと部屋の様子を覗のぞき見た。


    　天てん蓋がいからはうすいプリンセスベールが降りていて、まるでお姫様そのものだ。


    「今のところはまだお加減が悪いようです。しかし水町様のアドバイスを聞きまして、早速試しているところです」


    「アドバイス？」


    「ええ。『お金を使え』と」


    　なんだ。レジーナの奴やつ、本当に伝えていたのか。


    「実は社交界でも、同じ病に倒れた方が同じ方法で治ったという話を聞きましたものですから。昨日からお嬢様の資産を整理しているところでございます。効果があるのを祈るのみです」


    　効いてくれるといいが。俺もそう思いながら、こがねの病気の感染ルートを考えてみた。寿司を奢おごったあの純じゆん之の助すけの話によると、能力者タツチドは遠隔ではなく、直接お金に触れることで呪いをこめるらしい。だとすれば、能力者の触ったお金をこがねが最近触ったってことになるが、純之助の言った通り、お金はもともと人から人の手に渡るものだから、どこで誰が触ったものかなんかわかるわけがない。特に追跡のできない旧札を媒ばい介かいに使えば、捜査をかく乱しつつ不特定多数を標的にできるってわけだ。俺はため息交じりに呟つぶやく。


    「まったく。くだらんテロをする奴がいるもんです」


    「ああ。そう言えば、うちにも届きましたよ。イージスという連中から例の脅きよう迫はくメールが」


    　そう言って宇う佐さ美みさんは、そばにあったタブレットの画面を見せた。


    　そこには例の文面が書かれてあった。こがねの家にも届いていたか。


    「卑ひ劣れつな犯罪者どもは必ず捕まえて見せますので、ご心配なく」


    　俺は宇佐美さんを勇気づけようとそう言ってみたが、宇佐美さんの表情にはある種の諦てい観かんみたいなものが浮かんでいた。


    「まあ、こういったものがウチに届くのは初めてではありませんから」


    「え？」


    「お嬢様のお父上にあたる先代の旦だん那な様が生きておられたときは、それこそ毎日のようにこういった脅おどしの手紙やメールが届いたものです。お嬢様のもとにも」


    「……!?」


    　宇佐美さんは、少し暗い表情になって語る。


    「なにしろ、先代の旦那様は一いち万ま田た家の繁栄には貢こう献けんしておいででしたが……お仕事となると非常に冷徹なほうで……特に高利貸しのようなことをされてからは、貧しい人々から何もかもを奪い取るようなやり方で、ずいぶんとあちこちで恨みを買ってました……そのせいで、報復があとを絶たず、幼かったお嬢様もまた、よくその標的となっていました」


    　こがねの父親が拝金主義で汚い商売に手を出していたのは、彼女自身からも聞いたことがあった。そのせいで親子の縁が断絶状態にあったことも。


    「ですが、お嬢様が家か督とくを継いでからは、先代の旦那様とは違い、何よりも世のため人のためとなるよう尽じん力りよくしてらっしゃいます。エイプスにお入りになったのも、きっとその表れなのでしょう」


    　そういえば。俺はこがねがかつて言ってた言葉を思い出した。


    　────この世界を流れる血液であるお金を、美しく保ち続けること。それこそが私の使命であると。だからエイプスのお手伝いをすることにしたのです。


    「……あの方は先代の旦だん那な様が犯した罪を、たった一人で償つぐなおうとされていらっしゃるんです」


    　こがねが寝ている部屋を眺めながら、宇う佐さ美みさんはしみじみとそう言った。


    　俺もまた、ドアの隙すき間まから僅わずかに見える彼女の寝顔を見つめて思った。


    「……」


    　普段はただの天然ボケお嬢様のようでいて、あいつなりに、いろいろ苦労を重ねてきてたんだな。すると、ふと思い出して俺は宇佐美さんに尋ねる。


    「で、彼女が僕に伝えたいことというのは？」


    「ああ、そうでした」


    　宇佐美さんは、今度は何やらスケッチブックを持ってきて広げて見せる。


    「実はこれを水みず町まち様に見せるように言こと付づけられておりまして」


    　俺はそのスケッチブックを見た。そして愕がく然ぜんとした。


    「……これは!?」


    　そこには、相変わらず超人的に下へ手たクソなこがねの絵があった。


    　というかそもそもこれは絵なのか？


    　俺の険けわしい表情を見て、いろいろ察したのか宇佐美さんが解説する。


    「お嬢様が能力を使って見えた、自分のお金の使い道の絵なんだそうですが……熱のせいかいつもとは違って、自分と繋つながる経済活動の一切が混在して見えたらしく。混こん沌とんとした絵になったようです」


    　確かに、その絵はカオスそのものだった。絵の具を筆でなすりつけただけにも見えるが。


    「何か、捜査の手掛かりになればと」


    　俺は勇気を出して宇佐美さんに答える。


    「なり……ませんね。これは。残念ながら」


    「ですよね……いやあ……実は私も、何が描かれてある絵なのか、さっぱり」


    「僕たちで解明するしかなさそうですね」


    「思うに、この絵、こっちが上なのでは？」


    「どれどれ？」


    　それから俺と宇佐美さんは、そのスケッチブックを引っくり返したり、斜めにしたりしながらああでもないこうでもないと議論していると、背後でこがねの声がした。


    「……騒がしいですわね」


    　こがねは寝間着姿で、不機嫌そうに俺たちを見ている。


    　宇佐美さんも俺も驚いた。


    「お嬢様、もう、お加減はよいのですか？」


    「ええ。ケチロンのアドバイス通り、散財したらスッキリしましたわ」


    　こがねは笑顔で両手をひろげて回復をアピールしてみせた。どうやら例の治療法が効くってのは本当らしい。


    「ったく。心配させやがって」


    　俺はそう文句を言いながらも内心ほっとしたが、こがねは不満げに言う。


    「それより私の絵のことでそんなに騒がれたら、寝てなんていられませんわ」


    「も、申し訳ございません……今、お着替えを用意しますので」


    　そう言って宇う佐さ美みさんは去っていった。


    　俺は、こがねに責められた宇佐美さんを擁よう護ごするように反論した。


    「騒がれるような絵を描くからだ。てかそもそも、懲こりずになんでまた絵で伝えようと思ったんだ」


    「そのほうがわかりやすいと思ってですわ」


    「逆に謎なぞが深まってるだろうが！」


    「だって、病気のせいで言葉では伝えられないと思ったんですもの」


    「今もう大丈夫なんだったら、言葉で教えてくれ。この絵は何を描いたものなんだ？」


    　俺がキレ気味に説明を求めると、こがねはせっかく描いたのにという忸じく怩じたる思いからか、顔を赤らめながら説明する。


    「何って……この間、私が投資したお金が、自分のところに戻ってきている絵ですわ」


    「どう見たらそんな……え？」


    　俺は驚いて確認する。


    「待てよ。それってもしかして、イージスの連中に支援していたあのペーパーカンパニーに入れた金がってことか？」


    「その通りです。ですから、私、あのとき、無線でのやり取りで中座しましたでしょ？」


    　確かに俺が闘牛野郎との攻防をしている最中に、こがねは意味深な言葉を残して、無線グループから抜けたのを思い出した。


    「あの瞬間、私の脳のう裏りに私自身のいる場所が見えたんですの。だから混乱しちゃって自分の能力で見えたものが何だったのか、よくわからなかったんですわ。でも、その後、同じ会社に、もう一度投資してみたところ、やはり私のいる場所が見えたので、ようやくわかったんですの」


    「そのペーパーカンパニーがお前のところに金を戻しているってのは、いったいどういうことなんだ？」


    「おそらく、一いち万ま田た家の顧客……つまり、過去に一万田グループに借金をして、その返済をしているんだと思われます」


    　俺は驚いて尋ねる。


    「要するに相手は、お前に借金がある奴やつってことか？」


    「私というより、先代の父上の頃からだと思われます。私の父は高利貸しのようなこともしてましたので。だとすると顧客の数は膨ぼう大だいです。特定しようにも、藁わら山やまの中から針を探すようなものですわ」


    　俺は改めて、こがねの描いた絵を見つめて質問する。


    「ここは何を描いているんだ？」


    「それは、若者がスーツを着た会社員にお金を渡しているところですわ」


    「なんで？」


    「さあ？　でもカバンいっぱいに札束が詰まってました。かなりの大金です」


    　会社員が、現金で若者から大金を貰もらっている？


    　どういう状況かはわからないがかなり怪しい。そして、なんか引っ掛かる。


    「こっちの若者は……後ろ姿でよくわかりませんでしたが、もしかしたら資料で見た、黒くろ野の雨あめ彦ひこかもしれません」


    「二人の奥にある、これは何だ？」


    「それは羽を広げた鷹たかですわ。どう見ても」


    「だから見えないってば……ん？」


    　そのとき、こがねが言った単語が引っ掛かった。鷹？　ホーク？


    「どうしましたの？」


    「ちょっと待て」


    　俺はさっき引っ掛かったことにようやく気が付いて、金持ちでもないのに唯ゆい一いつ病気になった一般人、赤あか城ぎ俊しゆん二じの勤務先だった『ホーク警備保障』をスマホで検索した。


    　そして、その会社のロゴの画像を、こがねに見せた。


    「羽を広げた鷹って、もしかして、これか？」


    　すると、こがねはスマホの画面を指さして叫ぶ。


    「そう！　これですわ！　この鷹！　どこにあるんですの？　このマーク」


    　俺は画面を見ながら呟つぶやく。


    「……株式会社、ホーク警備保障だ」

  


  
    



    　第四章「ショッピングは命がけ」


    



    　ホーク警備保障は、新宿に本社があった。


    　業界最さい大おお手てなだけに、立派な自社ビルを持っていて、エイプスの人間だと言うと、俺とこがねはかなり広い応接室に通された。やがて、警備課長って人がやってきて、簡単に挨あい拶さつを交わすと、いきなり本題に入った。


    「黒くろ野の君ね……確かにアルバイトでうちにいましたよ」


    　よし！　俺はこがねと顔を見合わせた。


    「けど一か月くらいで辞めちゃってね。真ま面じ目めな子だったんですけど、黒野君と仲の良かった社員が問題あるヤツで」


    「それってもしかして……」


    「赤あか城ぎって方ですの!?」


    　俺たち二人ともがソファーから前のめりになって聞いたので、課長はいくぶん驚いたように答える。


    「ええ。そうです。変わった奴やつでねえ。勤務態度も良くないし、かなり金に困ってたみたいで、毎月給料も前借りしてて。すると、あるとき、とんでもないことやらかしたんですよ」


    「とんでもないことって？」


    「警備部長の部屋に勝手に入って、パソコンをいじっていたことがあって」


    「それは、そんなにとんでもないことなんですの？」


    「とんでもないですよ。だって、部長のパソコンにはクライアントの重要なデータが入ってるんでね。たとえば、銀行さんのセキュリティ情報とか」


    「……!?」


    　そこで深くは追及しなかったが、俺とこがねは視線を合わせた。課長は話を続ける。


    「その事件があってから、しばらくして赤あか城ぎのほうから辞めちゃいました。まあ、あいつは、こっちから首にしたかったくらいですから、むしろ喜んでたんですけど……同じ時期に黒くろ野の君も辞めちゃって。それはちょっと残念でした。ま、赤城と仲が良かったみたいでしたから」


    　それから課長は声を落として呟つぶやく。


    「……そしたら、今度はあの例の動画騒ぎですよ」


    「動画って？」


    　こがねがキョトンとした顔で尋ねると、課長は一瞬驚いたような顔を見せてから、まずかったというような表情で話す。


    「ご存じなかったんですか？　こりゃ参ったな」


    　課長は頭をかいてから、さらに声を落として説明する。


    「……この話、私がしたってこと、誰にも言わないでくださいね？　辞めた人間だから本当は関係ないんですけど、会社にとっては、アンタッチャブルな話題になってるんで」


    「秘密は守りますよ」


    　俺がそう言うと、課長はため息をついてから、ノートパソコンを持ってきて俺とこがねに画面を見せた。


    「赤城が辞めてから数日後、ネットの動画サイトに投稿されてたんです……今でこそ、そんなでもないですけど、アップロードされた当時は、結構な再生数で」


    　課長は、動画サイトにアップされたある動画を指さした。


    　動画は『コンビニに現れたイカれたヤツ』というタイトルだった。確かに結構な再生数である。


    「見せてもらえますか？」


    　俺が言うと、課長はためらいがちに再生ボタンを押した。動画が始まる。


    　それは、コンビニの防犯ビデオの映像らしかった。やがて、一人の男が店にやってくる。


    「……今、コンビニ入ってきた客、赤城です。見てください。ほら」


    　課長は低い声でそう言って、画面に登場した人物を指さした。


    　画像も音声もノイズだらけだったが、それが赤城であることは間違いなさそうだった。


    　赤城は、店に入ってきてから、何かに取りつかれるような目つきで札束がパンパンにつまったカバンを持ってうろうろしていたが、レジの店員に近づくと、包丁らしきものを店員に突きつけて叫んだ。


    『お前ら！　××使わせろ!!』


    　赤あか城ぎの声のボリュームが大き過ぎて、マイクで拾った音が割れている。


    「……今、この方、なんとおっしゃったの？」


    　こがねが俺に尋ねたが、俺は人差し指を唇に当ててしっ！　と制した。


    　それから赤城はレジから少し離れて再び叫んだ。おかげで声がさっきよりいくらか聞きやすくなった。


    『俺に金を使わせるんだ！　この店のモノを全部売れ!!』


    　店員たちが顔を見合わせて狼ろう狽ばいしているのがわかる。


    　そのうちに、赤城の表情がみるみる険けわしくなっていって怒ど鳴なり散らす。


    『さっさとしろ！　金払うって言ってんだろ！　ほら！　もってけ!!』


    　それから、赤城はカバンに詰め込んだ札束をつかむと、店員に投げつけるようにばらまいた。


    　赤城は金を全部ばらまいてカバンを空っぽにすると、奇声をあげながら、鬼気迫る様子で店内にあった商品を片っ端からカバンに詰め込んでいく。


    『うああああああああ！』


    　赤城は、何かに追い立てられるかのように目が血走っていた。


    「……!?」


    　俺とこがねはいつの間にか言葉を忘れて画面に見入った。


    　やがて、通報を受けた警官が二人、店に飛び込んできて、赤城を取り押さえた。


    　赤城はコンビニの外に引きずり出されながら叫んだ。


    『放せえええ！　買わせてくれ！　金を払わせてくれえええ!!』


    　画面から赤城が消えたところで、動画は唐突に終わった。


    「……」


    　俺とこがねはしばらく無言だった。なんちゅう緊迫感のあるショッピングだ。


    　やがて、課長が重苦しく口を開く。


    「……この動画が公開された数日後に、赤城は自宅で腐乱死体で発見されたそうです」


    　こがねが課長に尋ねる。


    「あの、赤城さんの私物って、この会社にはもうないんですの？」


    「ここに全部」


    　課長は、ミカン箱くらいのプラスチック製のケースをデスクの上に置いた。


    「あいつのロッカーや引き出しの中にあったものです。よかったら持っていってください。警察の捜査が終わってから見つけたんですが、もう処分しようと思っていたところでしたし」


    　課長に礼を言うと、俺はケースを抱えてこがねと一緒に応接室を出た。


    　ケースが意外に重いので、そのまま警備会社のカフェテリアのテーブルを借りて、　二人で手掛かりになりそうなものとそうでないものを、より分けることにした。


    　ところが、ケースの中はガラクタばかりで、事件解決のカギになりそうなものはほとんどない。


    「……しっかし、引き出しの中身はその人を表すと言うけども」


    　俺はケースの中のものを取り出して整理しながら、さっきから何枚も出てくるキャバクラ嬢の名刺を見ながらぼやいた。


    「……黒くろ野のと繋つながってたっていうから、てっきり赤あか城ぎはカタクリ何とかって計画の中心にいる人間かと思ってたんだが、どうやら、本当にただのボンクラ会社員だったみたいだな」


    　すると、こがねもケースの中からガラクタを取り出しながら答える。


    「でも、さっきの正気の沙さ汰たとは思えない動画を見る限り、おそらく赤城もイージスの連中の計画に何らかの形で関わってしまったとみて間違いありませんわ」


    　まあ、確かにそうだ。それに赤城がなぜ、あんなに大金を黒野から渡されたのかも気になる。イージスにしてみれば、赤城を一時的に金持ちにさせて呪い殺すためだったんだろうが、赤城のほうは金に困っていたとはいえ、何の理由もなくあんな大金を受け取るだろうか。


    　────あるいは、イージスに何かを渡したその引き換えだったのか？


    　俺がそう考え始めたとき、こがねが短く声を上げた。


    「あ」


    「……？」


    「これ！」


    　こがねは嬉うれしそうにケースの中で見つけた何かを俺に渡した。


    「……？」


    　それは大容量のＵＳＢフラッシュメモリーだった。中身はなんだかわからないが、表面には『極秘』とか、『見ちゃダメ！』と書かれたシールが貼はられている。めちゃくちゃ怪しい。


    　すると、こがねは俺の顔を覗のぞき込むようにして満面の笑みで言った。


    「よかったですわね。赤城さんが、ボンクラ会社員で！」


    　そうだな。俺も笑顔で同意した。


    



    　　　　￥￥￥


    



    「……ったく、あんたたちがそんなにボンクラとは思わなかったわ！」


    　エイプスに戻って、ＵＳＢフラッシュメモリーの中身の解かい析せきをレジーナに頼んでから、俺たちは局長室に呼びつけられて、局長のヒステリックな叱しつ責せきを受けていた。


    「いつになったら、イージスの連中を捕まえてくるのっ！」


    　局長は短い足で地団太を踏みながら憤ふん慨がいした。だがこがねは無む邪じや気きに笑顔で答える。


    「きっと、もう間もなくですわ！」


    　こがねのむしろウキウキしたようなその報告が、局長の怒りにガソリンを注いだ。


    「遅い！　遅っ過ぎるわよ！　もう既に奴やつらは動き出しているわ」


    「といいますと？」


    　俺が尋ねると、局長はため息交じりに答える。


    「……今朝がた、イージスの連中から政財界のお偉方のもとに、あるビデオが送りつけられた」


    「どんなビデオなんですか？」


    「……テロ予告よ」


    「テロ……？」


    「そう。それも奴らいわく……『経済を活性化させるためのテロ』よ」


    「はあ？」


    　俺とこがねが同時に首を傾かしげると、局長は部屋の奥に置かれた大画面テレビの電源を入れた。


    「これが届いて以来、お偉方は大パニックよ。おかげでここの電話も私のスマホも鳴りっぱなし！　とにかく、括目してこのビデオをよく見なさい!!」


    　リモコンを壊さんばかりの勢いで局長が再生ボタンを押した。


    　まず画面に映ったのは、廃はい墟きよビルの一室みたいな場所だった。窓はなく、録画された時刻がいつなのかは全くわからない。おそらく固定カメラで撮ったものだろう。何もない殺さつ風ぷう景けいな部屋の壁には、イージスのシンボルである盾たてのエンブレムが印刷された旗が掲げられていて、その前に、椅い子すだけが一つ置かれてある。


    　やがて、そこに真っ黒な目出し帽をすっぽりとかぶった三人の男が現れて椅子を囲むように立つ。いや、身長と体形から見て、そのうち一人は女だ。


    　そして最後に、リーダー格と思おぼしき男が画面に現れ、真ん中の椅子に座った。


    「……おそらくこいつが『カタクリ何とか』って計画の首謀者よ」　


    　局長が俺たちのあとでそう解説した。その男も目出し帽をかぶっているため顔は見えなかった。


    　────こいつが黒くろ野のなのだろうか。


    　とにかく、その男は話し始める。声にはエフェクトがかかっていて異様に低い。


    『……諸君。間もなくすべてを覆くつがえす『カタクリュスモス』の日が近づいている。それはこの国にとってまさに輝かしき変革の日となるだろう。だが、とるべき行動を誤った者は地獄に堕おちることになる。それは、諸君らも知っての通りだ』


    　真ん中の男の背後で、三人が拡大した写真を持って見せていた。それは犠ぎ牲せいになった金持ちたちの腐乱死体の写真だった。


    『我々はこれまでに何度も、いびつに偏かたよった富を世に還元するようにと諸君らに忠告してきた。だが今日に至るまで、その求めに応じたのはわずか一部のみだ。そこで我々は、諸君らを強制的に行動させることにした』


    　すると、今度は背後にいる一人が、百万円単位の札束を一つ持って椅い子すに座っている男に渡した。受け取った男は、札束を指先でぺらぺらとめくりながら説明する。


    『……私腹のみを肥やし、経済を停滞させてきた豚どもを葬ほうむったものと同じ呪いのウイルスを、日本円の紙幣を媒ばい介かいにして、国民全員にバラまく』


    「!!」


    『バラまかれた紙幣は追跡することはできない。諸君らが都市という大河で暮らす魚の群れだとすれば、これは上流から混ぜられた猛毒。排除することは不可能であり、諸君らもそれを知らぬうちに吸収することになる』


    　俺とこがねは衝しよう撃げきを受けて顔を見合わせた。男は予告を続ける。


    『既にご存じのように、呪いに感染して発病すると、所得に応じて症状はひどくなる。医者には治せない。その呪いから逃れる方法はただ一つだけ。一刻も早く、お金を使うことだ』


    　画面を夢中で見ていた俺の喉のどがごくりと鳴った。


    『犯行当日には全国民に向け改めて、この呪いの恐ろしさとその対処法について説明するつもりである。貯蓄への恐怖は、瞬またたく間にこの国全体に広がるだろう。やがて、この国のあらゆる場所からお金があふれ出て、邪魔するものを決壊させ、洗い流し、大地を肥やす洪水となる……それこそが我々の計画した「大洪水カタクリユスモス」なのだ』


    　そこからカメラがズームして、椅子に座った男のバストショットになっていく。


    『……初めは混乱するかもしれない。だが新しい世界を創る前には、常に混こん沌とんがあるものだ』


    　画面の中の男の言う通り、日本中で起こるであろうパニックとカオスを想像するだけで、俺の心しん拍ぱく数すうは上がり、手には汗がにじんだ。


    『ただし言っておくが我々のテロの目的は、誤った経済システムの破壊であって、この国を没落させることではない……むしろ、このテロによって冷え切った消費は過熱し、経済は活性化し、この国の景気は一気に回復するはずだ』


    　男のギラギラした目が血走っている。だが、その瞳ひとみは涙で潤うるんでいるようにも見えた。


    『……我々はこの国の、特に未来を担になう若者たちを憐あわれんでいる……将来に希望も持てず、働いても報われず、ただ時間と生命を搾さく取しゆされ、ボロ切れのように疲れ切った彼らはきっと、我々のテロに賛同することだろう。そして、歴史はいずれ我々に正義を見み出いだすだろう』


    　やがて男は椅子から立ち上がって、スピーチを締めくくる。


    『我々はこのテロを実行するに当たって手段を選ばない。願わくは諸君らには、変化を受け入れる覚悟と、新世界への祝福を求める。声明は以上である』


    　唐突に映像は終わった。


    「どう？　楽し過ぎて、胃が痛くなるビデオだったでしょ？」


    　局長が部屋の明かりをつけ、俺とこがねはまぶしさに顔をしかめた。


    「袈け裟さ郎ろうちゃんからの情報だと、犯人は遠隔ではなく直接触れることでお金に呪いを込める。これまで『リッチマン症候群』の被害が被害が局所的にしか起こってないことがそれを裏付けているわ。問題は奴やつらが、どこから大河に毒をまぜるつもりなのかよ」


    　ブラインドを開けながら局長が腹立たしげに言う。


    「あの映像の中では、『上流から』と言ってましたわ。お金にとって上流ってどこかしら？」


    　こがねの投げかけた疑問に、俺は答える。


    「……『上流』っていうより『源流』は、『日銀本店』にあたるけど……まさかな」


    「それはありえないわ」


    　俺が示し唆さした可能性を局長が否定した。


    「理由は三つある。第一に、日銀本店から全国の支店に運ばれるできたてほやほやの日本円の新札は、記番号から追跡できるからマネーロンダリングしない限り使えない」


    　俺は局長の話に頷うなずきつつ考える。触った人が限られていると出どころも突き止められやすい。だからこそ、あいつらは旧札を集めていたのだろう。新札を狙うことはなさそうだ。


    「第二に、輸送に使われるのは、日銀が所有している防弾トラックよ。しかもパトカーが各都道府県警とリレーして警備に当たるから、ぬるい学生集団なんかにはとても襲えないわ。第三に、イージスの本隊は、東京を離れてどこか地方に移動したって情報がある」


    「え？」


    　俺とこがねが同時に声を上げると、局長は首をすくめて言う。


    「例の能力者タツチドたち三人は、都内に残っているようだけど、あとの連中は突とつ如じよまるで蒸発したみたいに、みんな各大学から姿を消したって。とにかく今、警察が血ち眼まなこになって捜してるわ」


    　俺は舌打ちした。日ひ野のの野郎め。馬鹿学生たちを一いち網もう打だ尽じんにする手柄が欲しくて、こっちに情報を回さなかったんだな。


    　それにしても、イージスのメンバーは最盛期より人数は減ったとはいえ、まだ総勢千人ちかくはいるはずだ。それだけの人数がいったい……。


    「どこにいったんですの？」


    「さあね。みんなで卒業旅行でも行ったのかしらねって、んなわけないでしょ!!」


    　自分で言って自分で全力で否定するやつは局長が怒っているときによくやるんだが、毎回こっちはどうリアクションしていいかわからない。とにかく黙って怒りが静まるのを待つしかない。


    「どっかで『カタクリ何とか』の準備を、着々と進めているに決まってんでしょうが！」


    　局長はメラメラと燃える怒りの炎を背に俺たちに告げる。


    「……奴らがどこへ行ったか突き止めて、さっさとフンづかまえてきなさい。今度失敗したら、二人とも減給処分よ!!」


    「ええっ!?」


    「わかりましたあ！」


    　こがねが笑顔で平然と受け入れたので、俺は猛然と抗議する。


    「いやいや！　お前は平気だろうけど、俺にとっては死活問題……」


    「だったら、早く行きなさいっ!!」


    　俺とこがねは局長に気け圧おされて、またもや同時に敬礼した。


    「はいっ!!」


    



    　　　　￥￥￥


    



    　エイプスのオフィスに戻ってくると、赤あか城ぎの持っていたＵＳＢフラッシュメモリーのデータの解かい析せき結果をレジーナが持ってきた。


    「データがあちこち壊れてたから、まだ完全には復元できてないけど」


    　レジーナはそう前置きしてタブレットを見せた。そこには不鮮明な白地図があった。


    「とりあえず、なんかの地図だってことはわかったわ」


    「……地図？」


    　こがねがタブレットを覗のぞき込む。


    「どこなんでしょう？　これ」


    　レジーナが地図上の波線を指さして言う。


    「これが等高線だとすると、かなりの山間部ね。少なくとも東京ではないわ」


    「局長の話だとイージスのメンバーが東京から消えたって言ってた。なんか関係あるかもな」


    「これ以外にも断片的なデータがあるから復元を急ぐわ。ああ、それと、ボスがさっきからなんか捜してたわよ。アンタのこと」


    「……渋しぶ澤さわ主任が？」


    「かなり怒ってる様子だったわ。なんかやらかしたの？」


    　何だろう。オフィスの冷蔵庫に人数分あったはずのびわゼリーを俺が一個家で食べる用に持って帰った件だろうか。しかし、三か月も前のことなので、バレたにしては遅過ぎる。他に思い当たる節はないが、あの鬼軍ぐん曹そうが怒ってるって聞くだけで身体からだが硬直する。


    　理由はわからないが、いずれにせよ、ここにはいないほうがよさそうだとオフィスを出ようとしたとき、まるで雷鳴の如ごとき関西弁が轟とどろいた。


    「どこ行くつもりじゃ！　水みず町まちい!!」


    「は、はいいいっ!?」


    　俺がびびって振り向くと、渋澤主任がオフィスの入り口に仁に王おう立だちになっていた。そして主任が力こぶを出して曲げた腕には、子供が楽しそうにぶら下がっていた。


    「……え!?」


    　何？　この状況？　俺が唖あ然ぜんとしていると、主任は鬼の形ぎよう相そうで俺に怒ど鳴なる。


    「お前の客やろが……お前がなんとかせえい!!」


    「……俺の、客!?」


    　その子供は主任の腕にぶら下がったまま、俺に片手をあげて挨あい拶さつする。


    「よ!!」


    　それは、寿司を奢おごったガキ、純じゆん之の助すけだった。


    「あ、お前……!!」


    「ありがと！　相手してくれて」


    　純之助は主任の腕から飛び降りた。よほど長いことぶら下がっていたのか主任が腕をさする。


    「いでで……」


    「す、すいません……アイツ」


    「ええから！　目え離すとどこ行くかわからんぞ」


    「は、はい！」


    　確かに純之助はオフィスの中をずんずん歩いていく。俺がそれを追いかける。


    「おい！　勝手に動き回るなって！」


    　ところが俺のことなどかまわず、純之助は辺りを見回しながら楽しそうに言う。


    「へええ、おっさん、こんなとこで働いてんだ。意外！」


    「お兄さんだってば！」


    「……え？　何なのこの子？」


    　オフィスの中を自由奔ほん放ぽうに歩き回る子供に、レジーナが眉まゆ根ねを寄せた。


    「ああ、えっと、この子は例のファミリー施設の……」


    　俺が説明しようとすると、純之助が割って入って自己紹介する。


    「初めまして。天才少年ディーラーの、井いの上うえ純之助といいます。よろしく」


    「少年ディーラー？」


    「ああ、未来のウォーレン・バフェットって言ったほうがいいかな」


    　レジーナはさらに顔をしかめたが、こがねは顔を輝かせて純之助に話しかける。


    「まあ、あなたですのね！」


    　こがねは純之助に駆かけ寄って挨拶する。


    「初めまして！　宇う佐さ美みに聞きましたわ。運転中に男の子に投資を勧められたって」


    「宇佐美って？」


    「私の執事ですわ」


    「ああ、あの運転手の人か！　あれ？　あの人って、お姉さんの執事なの？」


    「ええ。そうですのよ」


    「やっぱり、おっさんが見み栄えはってたのか」


    　そう言って、純じゆん之の助すけが俺を見たので、思わず俺は目をそらした。


    「ケチロン、そんなウソをついたんですの？」


    「お前……子供を騙だますなんて、ほんま最低やな」


    　こがねと渋しぶ澤さわ主任も俺を責めるように見つめる。


    「ああ、いや、まあ……その」


    「まったくだよ！　もし、あの高級車を見せたあとでの証券取引だったら、粉ふん飾しよく詐さ欺ぎだからね！」


    「いちいちうるさいんだよ！　お前!!」


    　俺と純之助がもめていると、レジーナが冷ややかに言う。


    「……精神年齢は合ってるみたいね」


    「ていうか、何しに来たんだよ!!」


    「だから、配当金を渡しに来てやったんだよ！　あんたが買った証券の」


    「え？」


    　俺が驚いていると純之助は、一万円札を俺に渡した。


    「一〇年以内が、たった一日で一〇〇倍だぞ。すごいだろ」


    　純之助は得意げにそう言ったが、俺は尋ねてみる。


    「ちょっと待て。お前この金、どうしたんだ？」


    「あ、そうそう。あんとき、話した施設の出身者の人が来て、俺の証券を買ってってくれたんだ」


    「……そいつって、もしや」


    　俺が驚くと、純之助がさらに説明する。


    「言ってたじゃん。能力者タツチドかもしれないって人！」


    「!!」


    　純之助の言葉に、オフィスの空気が一変した。


    　俺は、純之助に近寄ると、両肩をつかんで問い質ただした。


    「……なあ。そいつが来たのは、いつだ？」


    「今朝だよ。施設に寄付しに来てくれて」


    「名前は？　黒くろ野のだったか？」


    「えーとね。あれ？　……ごめん、聞いたんだけど、忘れた」


    「何だよ！　使えねえガキだな！」


    　俺がけなすと、こがねと主任が俺をたしなめる。


    「ケチロン、その言いぐさはひどいですわよ？」


    「そうやぞ？　せっかくわざわざ言いに来てくれたんやから」


    　二人の後押しを受けて、純之助は口をとがらせる。


    「施設に戻ればわかるもん。だって、おっさんのときと同じように、証券を買ってくれたときに名前と口座番号を聞いたから」


    　それから純じゆん之の助すけは、天井を見上げながら思い出しつつ呟つぶやく。


    「……けど、黒くろ野のなんて名前じゃなかったような気がするな」


    「そうなのか？」


    　俺が眉まゆ根ねを寄せると、レジーナが首をすくめる。


    「警察に追われてる身で、本名を書いちゃうとは思えないけど」


    　確かにそうだ。すると、純之助が付け加える。


    「あ、そう言えば、世間話でその人に『施設の出身で、能力が使える人を捜してた』っておっさんのこと言ったらさあ」


    　純之助の言葉に、俺は嫌な予感がして尋ねる。


    「……そしたら、何て？」


    「急に難しい顔になって、おっさんが書いたこれを眺ながめてたよ」


    　純之助は無む邪じや気きにそう言って、俺が記名した例のボール紙を見せた。


    「!!」


    　俺は一気に血の気が引いた。背筋に悪お寒かんが走って、立ちくらみがした。


    　俺の異変に気が付いて、こがねが俺に声をかける。


    「……どうしましたの？　ケチロン」


    　こがねに返事をする余裕もなく、俺はボール紙を指さして質問を続けた。


    「お前……そ、それをそいつに見せたのか？　お、俺の口座番号が書いてある、その紙を」


    「そうだけど？」


    　純之助は平然と答えた。俺は純之助にさっき渡された一万円札をひらひらさせながら訊きく。


    「……そして、もう一度訊くけど、こ、この一万円札は、そ、そ、その男から貰もらったんだよな？」


    「だから、そうだってば！」


    　純之助はキョトンとした顔で答える。俺は慌あわてて一万円札を捨て、その場にへたり込んだ。


    「ひいいいいいいい！」


    　すると、純之助が怒る。


    「ちょっとお！　せっかくの配当金なんだから、大事にしてよ！」


    　純之助が、その一万円札を拾って再び渡そうとしたので、俺は腰を抜かしたまま、床に尻しりをこすりつけるようにして後ずさった。


    「ひいいいいいいいいいい!!」


    「は？　おっさん、何怖がってんの？」


    　純之助が怪け訝げんな顔をして尋ねる。俺は純之助が握った一万円札を指さして、やっとの思いで答える。


    「ののののの、呪い、呪い……!!」


    「!!」


    　ようやく察したようで、そこにいた一同が、その場から一歩後ずさった。


    　だが、純じゆん之の助すけは弾はじけたように笑って言う。


    「大丈夫だって！　言ったじゃん！　危ないのはお金持ちだけだって。もしあの人がこれに呪いをかけてたとしても、おっさんはただの貧乏人なんだし、感染なんてしないってば！」


    　確かに俺はついさっきまで一般人だった。だが、口座番号を敵に知られてしまったからには、強制的に金持ちにされて、いつ殺されてもおかしくない。あの赤あか城ぎみたいに。


    　だが、そんなことは知る由よしもなく、純之助は無む邪じや気きに答える。


    「それに、空気感染するウイルスとかじゃないんだから。今更、離れたって意味ないよ！」


    　すると、いつの間にか俺から一〇メートルくらい離れた場所から、レジーナと渋しぶ澤さわ主任が声をかける。


    「その子の言う通りよ！」


    「せや。大げさやぞ！　貧乏人のくせに！」


    「とか言いながら、めっちゃ俺から距離置いてんじゃないですか!!」


    　俺が怒ど鳴なると、渋澤主任がさらにゆっくりと後ずさりながら言う。


    「わかってるけど、やっぱり気持ち的にな……」


    　ったく。薄情な人たちだ。そんな中、唯ゆい一いつ、こがねだけが俺に駆かけ寄って言う。


    「大丈夫ですわ。落ち着いてください。ケチロン」


    　俺は驚いた。こいつは怖くないのか？　それとも、一度発病したから、もう耐性ができているってことか？


    「まずは、ケチロンの口座残高を確かめてみては？」


    　こがねは、もっともなことを言った。うん。そうだよな。別にお金さえ持ってなければ、発病はしないんだから。ただ相手に口座番号を見られたってだけで、何もされてないって可能性もある。そうだよ。うんきっとそうだ。


    　俺は口座アプリを起動させ、自分の残高を見てみた。


    　すると……。


    　そこには、今まで見たことがないくらいのゼロが並んでいた。


    「いや、めっちゃ大金振り込まれてるううううううううううううううううう！」


    　平常時ならそれは歓喜すべきシチュエーションのはずだが、俺は絶望して悶もん絶ぜつした。そのまま気絶してしまいそうだった。実際その寸前だった。


    「ああ……俺めっちゃ金持ちになってる。一生、使い切れないような……金、持ってるわ俺」


    　人間って、本当に絶望したときは笑顔のまま涙が流れるのだな。と、俺は身をもって知った。


    　すると、さっきよりさらに離れた場所から遠巻きに見ていたレジーナと渋しぶ澤さわ主任が言う。


    「かわいそうに。既に熱でおかしくなっちゃったのね」


    「心配すな。お前の骨は、俺が拾ったる」


    「いや、まだ死んでねーわ!!」


    　俺は再び怒ど鳴なったが、精神的なショックからか、確かになんだか体調が悪くなってきた気がした。頭がガンガンする。


    「う……」


    　俺がその場にしゃがみ込むと、純じゆん之の助すけが神妙な顔つきで言う。


    「ごめんなさい。俺、なんかやらかした？」


    　すると、すぐさま渋澤主任がしゃがんで純之助に話しかける。


    「いや。君は何も心配せんでええ。それより、その一万円札くれた人のこと、もうちょっとおっちゃんに詳しく訊きかせてくれるか？」


    「うん……」


    　そう言って、主任は純之助を連れてオフィスから出ていった。


    　部下には薄情な上司だが、さすがナイスフォローだ主任。あいつは何も悪くない。


    　だがしかし。俺の脳のう裏りに、川かわ辺べの爺じいさんの腐乱死体が浮かんだ。


    　……あんなふうになって死ぬのだけはごめんだ。


    　しかし。ん？　待てよ。俺はふと思いついて言ってみる。


    「そうか……口座を解約すればいいんじゃないのか？」


    「え？」


    　こがねがキョトンとした。俺は勢い込んで説明する。


    「だから！　相手は俺の口座を一つしか知らないわけだから、それを閉じればいいわけだよ！」


    　しかし、こがねは頭を振る。


    「入金前ならまだしも、もうそれだけの大金を入れられているんですのよ？　解約したところでそれはケチロンのお金ですわ。それに、口座の解約って結構時間がかかるんですのよ」


    　レジーナもこがねの話に同意する。


    「確かに。わざわざ契約した支店にいかないといけなかったりね」


    「俺の口座の支店は都内だ。ここから三〇分以内の距離だ！」


    　俺は必死でアピールしたが、こがねにばっさりと斬きり返されてしまう。


    「じゃあ、解約に必要なものを今、お持ちですの？」


    「え？　……解約に必要なものって……」


    「通帳と、登録の印鑑は？」


    「通帳は自宅に帰ればある。登録の印鑑は……ない。ずいぶん前に失なくした」


    「あっちゃー。それ最悪だわ」


    　レジーナが顔をしかめる。


    「……最悪って？」


    　俺が恐る恐る尋ねると、レジーナはしかめっ面つらのまま答える。


    「日本の銀行って印鑑を失なくしたら超面倒くさいよ？　解約の前に、まず登録印鑑の変更手続きが必要になって、それだけで一日かかると思う。進行が早いと、銀行のロビーのソファーの上で腐って死ぬんじゃない？」


    「うおおおおおお！　くそおお!!」


    　俺は叫びながら頭を抱えた。


    「とにかく。呪いを解くには、お金を使い切るしかないですわ！」


    　こがねが仕切りなおすように言った。俺は叫んだ。


    「だったら能力だ！　能力を使えば、少なくとも一秒間に五千円ずつは減らせる！」


    「能力を使い続けるには集中力が必要ですわ。そんなに長時間持続できますの？」


    　こがねが心配そうに言った。レジーナも続けて俺を脅おどす。


    「今までそんな贅ぜい沢たくできなかったけど、もしずっと能力を使い続けたりしたら、あんた、脳がおかしくなっちゃうかもよ。ただでさえどうかしてんのに」


    　ひと言余計だったが、確かにそう言われると自信がなくなってくる。


    　たとえ燃料が無限にあっても、エンジンが壊れてしまえば元も子もない。


    　するとレジーナが窓の外を見ながら言った。


    「いっそ、口座から現金で引き出して、ビルの窓からバラまけばいいんじゃない？」


    　その案に、俺は顔をあげて猛然と反論する。


    「ふざけんな！　……俺を誰だと思ってんだ。近代まれにみる筋金入りのドケチなんだぞ！　そんなもったいないことができるか！」


    「こんなときにまで、何、ケチなこと言ってんのよ!!」


    　レジーナはブチ切れていたが、こがねが別の角度からその案を却きやつ下かした。


    「でも、それはあまりいい方法とは言えませんわ」


    「どういうこと？」


    「銀行には引き出しの限度額があります。それほどの大金は一度には引き出せません。さまざまな場所を回って現金化している間に、病気が進行してしまう恐れがある。それに」


    「それに？」


    　不安になって今度は俺が尋ねた。こがねが言いにくそうに答える。


    「現金だけ貰もらった赤あか城ぎさんよりも悪いことに、敵に口座番号を知られているということは一度全額引き出しても、また入金されてしまう可能性があります」


    「そっちは私がなんとかするわ」


    　レジーナが堂々と俺に言ってのける。


    「あんたの口座に金を入れている金融機関を必ず突き止めて凍結してやる」


    「レジーナ……!!」


    　俺は感動で涙がこぼれそうになったが、彼女はあからさまに嫌な顔をして突き放す。


    「勘違いしないで。別にあんたのためじゃないから。ただ敵になめられんのが我慢ならないだけよ」


    　そう言って、レジーナは自分のラップトップを広げた。なんだかんだ言って頼りになる奴やつだ。


    「よし！　じゃあ、元栓はレジーナさんに閉めてもらって、こっちは貯たまったものを存分に消費しにまいりましょうか！」


    「どうやって？」


    「町に飛び出して、ショッピングですわ！」


    　こがねは、きらきらした笑顔で俺にそう言ったが、俺はため息交じりに答える。


    「……お前なあ、さっきの話、聞いてたのか？　……俺は、ケチの中のドケチなんだぞ！　町で買い物なんて、俺の最も不ふ得え手てなことじゃね──か!!」


    「ですから、買い物上じよう手ずな私がご一緒しますわ」


    「はあ？」


    「さあ、参りましょう！　散財の旅へ！」


    　こがねはウキウキしながら、普通にショッピングに出かけるかのように俺の手をつかんだ。


    　その様子を、レジーナが冷たい目で見つめる。


    「……いいなあ。私も誰かに貢みつがせたい」


    「いや、別に誰かに貢ぐために買い物するわけじゃないからな！」


    　俺は全力で否定したが、こがねがこれ以上ないくらい余計なことを言う。


    「あら！　レジーナさんも何か欲しいものがあれば、ついでに買ってきて差し上げますわ！」


    「はあ!?」


    「ほんと!?　じゃあ、リストにしてメールするわ。欲しい帽子があんの！　あと、ブーツと。あとバイクのパーツも……」


    　嬉き々きとしてレジーナは買ってきてほしいものをリストアップし始めた。結果的に彼女に貢ぐ運命になりつつある俺は釘くぎを刺す。


    「それより、口座の凍結が先だからな！」


    　すると、レジーナは画面から目を離さずに答える。


    「大丈夫！　あんたが腐り死んでも、形見として大事にするから」


    　冗談じゃない。むしろ俺は一刻も早く買い物がしたくなってきた。


    「さっさと行こう……その、ショッピングとやらに」


    「はい！」


    　こがねと俺はオフィスを出た。すると、背後でレジーナの叫び声が響く。


    「あと、特上寿司も！」


    



    　　　　￥￥￥


    



    「サイズいかがですか？」


    「……大丈夫です」


    「少々、お客様には小さいようですが、ご試着なさいますか？」


    「……いえ。大丈夫です」


    　俺はデパートでレジーナに頼まれためちゃくちゃ高い帽子を買っていた。ユニセックスなデザインなので、店員には俺のものだと思われているようだが、もう説明が面倒なのでさっさと会計がしたい気持ちでいっぱいだった。


    　いわゆる老舗しにせのデパートで買い物をするのは、俺にとってほぼ初体験なのだが、物を買うだけで、こうも会話しないといけないのか。普段は欲しいものをもっぱら無言でポチるだけの俺は辟へき易えきしていたが、舞台用のメイク並みに厚く化粧をしたその女性店員は、さらに会話を続けようと俺に質問を投げかけてくる。


    「ご自宅用ですか？」


    「違うんですけど、大丈夫です」


    「プレゼントでしたら、プレゼント包装を」


    「だから大丈夫です！　ていうか包装すらいりません！　なんなら、その帽子だって、本当はいりません！」


    「……は？」


    「でも買わなきゃいけないんです！　だから早く買わせてください！」


    「??」


    　俺は苛いら立だちを爆発させると、女性店員は理解不能といった顔のまま、フリーズしてしまった。おいおい。ただでさえ時間がないのに、フリーズするんじゃない。こっちは急いでるんだ。


    　すると、奥からブレザーを着た中年の男性店員が駆かけ寄ってきた。そいつは、俺の顔を覗のぞき込むように尋ねる。


    「お客様、何か……？」


    　ああ、もう、面倒くさい。俺は深呼吸してから、ひきつった笑顔で言う。


    「いいえ。何も問題ないです。ていうか、さっきから、大丈夫しか言ってません。とにかく、お願いですから、早くお会計を」


    「かしこまりました。こちらですね」


    　店員は俺から受け取った帽子を見て、気付いたように言う。


    「あ、失礼ですが、お客様」


    　店の奥から、ほとんど同じような帽子を持ってきて、店員は言った。


    「こちらのお色ですと、デザインもほぼ同じですが、お買い得ですよ」


    「え？　そうなの？」


    　俺は、脊せき髄ずい反射的に、そっちの選択肢を選ぼうとした。まして、この帽子は自分のために買うものではないのだ。


    「じゃあ、そっちで……」


    　と危あやうく言いかけたが、自分が今、生命の危機に瀕ひんしていることを思い出して、思いとどまった。そして、こんなときにまで安いほうを選択しようとする自分が嫌になった。だが、店員は、俺にとどめを刺すように尋ねてくる。


    「いかがでしょう？　こちらのほうがお安いですけども」


    　そのセリフを聞いて俺は泣きそうになって黙り込んだ。そして内なる声で叫んだ。


    　────わかってる。わかってるんだ。そっちのほうがお買い得なことは俺だって！　でも！


    「……お買い得じゃ……ダメなんです」


    「……はい？」


    　店員は俺の顔を覗のぞき込んできた。俺は声を絞り出すように答えた。


    「お買い得じゃダメなんです！　高いほうがいいんです！　でないとお金が減らないから!!」


    「……!?」


    　俺の目から本当に涙がこぼれた。それを見て店員はドン引きしていた。


    　当然だ。わかろうはずもない。ドケチな人間が、お買い得であることをわかっていながら、その選択肢を捨てなければならないのが、どれだけ辛つらいことなのか。


    　店員は、狼ろう狽ばいしながらも、ようやく会計の段取りに入った。


    「……かしこまりました。当店のポイントカードはお持ちですか？」


    「持って……ないです」


    「キャンペーン中の今ですと、年会費が一〇パーセントお得」


    「だから!!　お得じゃダメなんだよおおお！」


    　もうさすがに限界だった。俺はもはや怒りをぶつけるのではなく、泣き声で懇こん願がんしていた。


    「なんで、得させようとするんだよおおおお！　俺に得させるんじゃねえよおおお!!」


    「あの、お客さ……」


    「頼むからあ！　早くお金を払わせてくれよおお！　でないと！　死ぬんだってばあああ！」


    「お客様、落ちつ……」


    「落ち着いている暇ひまなんかないんだって！　マジで！　ほんと、この通り!!」


    　俺は、店の床にバンと両手をつくと、土下座というよりほぼ四つん這ばいの状態で床に何度も頭を打ちつけて叫ぶ。


    「お願いですから！　お会計させてください！　お金を、取ってくださいいいい！　身ぐるみを！　はがしてくださあああああいいいいいいい！」


    　必死過ぎて後半は意味のわからないことを口走っていたが、なにしろ命がかかっているので、なりふりなんかかまってられない。今ならネット動画で見た赤あか城ぎの気持ちがわかる気がする。


    　やがて俺の涙のエクストリーム土下座を見て、周りにいた客がざわつき始めた。


    　その状況に、店員もさすがにまずいと思ったのか、ようやく腰を上げてくれる。


    「お、お会計ですね？　少々お待ちください！」


    　店員は、俺が握っていた現金をトレイに載せると、店の奥へと逃げるように去った。


    　それにしても、ドケチな人間にとって散財とは、ここまでメンタルをやられるものなのか。


    　このままでは、腐る前に、精神が崩ほう壊かいしそうだ。


    「ケチロン！」


    　明るい声が響いたので振り向くと、こがねが既に買い物袋を両手にいくつも持って現れた。


    「代わりに、向こうでお買い物してきましたわよ！　ほら」


    　こがねは、そのうちの一つを持ち上げて見せた。
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    「これ！　ケチロンのスーツですわよ。似合うといいんですけど」


    「はあ？　いいよ別に！」


    「だって、いつもくたびれたようなものばかり着てますもの。あと、ほら、高級ブランドのネクタイに、靴に、ダイヤの入った時計に……」


    　人の金だと思って好き勝手に使いやがって……。俺は涙をぬぐった。


    「え!?　ケチロン、もしかして泣いてますの？」


    　さすがに、それにはこがねも驚いたようだ。


    「なぜですの？　お買い物って、もう少し楽しいものであるべきですわよ!?」


    「俺にはやっぱ無理だ。もう、いっそ家を買いたい。それか車を何台か。だったら一気に済むだろ？」


    「そういうのは決済に時間がかかるから駄目ですわ」


    「だからって、なんでデパートなんだよ！」


    「私、その呪いについて、実際、自分で治したから、なんとなくわかるんですの」


    　こがねは自慢げに笑みを浮かべながら解説する。


    「あのテロリストの言ってたことを覚えているでしょ？　彼らの目的は世の中の隅すみ々ずみにまで、お金を行き渡らせることですわ。つまり、ケチロンの経済活動が、より多くの人に波は及きゆうするお金の使い方のほうが、治りが早いんですの。つまりこのように」


    　こがねはレジーナに頼まれて、地下の食料品売り場で買ってきたらしい特上寿司を見せた。


    「お刺身だけを買うより、お寿司を買うほうが関わっている人の人数が多い分いい。そういう具合に、デパートなら、ここだけであらゆるジャンルの、なおかつ高価なものが買えるでしょ？」


    　なるほど。言わんとしていることはわかった。


    　だが少しずつ、あらゆるジャンルで散財するのは、俺にとって苦く行ぎようそのものだった。


    「さ、次はあっちでアクセサリーを買って、その後、別の階にも行きましょう！」


    「まだ買わなきゃいけないのか……」


    「もちろんですわよ。ところで、さっき、ケチロンの口座からお金を引き出したとき、さらに入金されていましたわ。一回の引き出し額には上限があるので分けて出したんですけど全然減らなくて」


    「ったく、レジーナは何やってんだ？」


    　すると無線を聞きつけて、イヤホンにレジーナの声が響く。


    『今やってるわよ。けどこれ、思ったより厄やつ介かいだわ』


    「厄介って？」


    『……たぶん、これフィンテックを応用したものだと思うんだけど、こっちが見つけ出すたびに、ＡＩが自動的に新しい口座を開設してはアンタの口座に入金してる。面倒だけどしらみつぶしにしていくしかないわ』


    　ったく。そんな金融プログラムまで作っちまうなんて、学生の集団だけの仕し業わざとは思えん。やっぱりアライアンスの息がかかっているようだ。


    「とにかく、急いで使わないと！」


    　こがねに手を引っ張られて、俺はきらびやかな宝飾品が並ぶエリアに入った。


    　ショーケースの中で、貴金属や宝石がまばゆいほどに輝いている。


    「この中で、一番高いやつを買いたいんですけど」と店員に言っておきながら、


    「あああ……ぜんっぜん、要いらねえ」


    　と、涙を流して財さい布ふから金を出す俺に、どこの店員も怪け訝げんな顔をしていたが、買い物をやめるわけにはいかなかった。


    　しかし、ふと、こがねに問うてみる。


    「……まてよ。確かにこの行為がお前の言った通りイージスの連中の目的に沿っているとしてもだな、アイツらが俺に金を入れてる目的は、そういうことじゃないんじゃないか？」


    「どういうことですの？」


    「つまりだな。アイツらは自分たちのテロに俺を協力させるために俺に金を入れてんじゃなくて、俺を殺そうと思っているわけだろ？」


    「まあ、そうですわね。だったら何ですの？」


    「だとすれば、俺が死なないように、こんな風にデパートで買い物をしているのを、アイツらが邪魔しに来てもおかしくな……」


    　と、俺がそこまで言いかけたところで、俺たちの背後でがちゃあああん！　と、ガラスが割れる盛大な音がして、きゃあああ！　と、たくさんの悲鳴が上がった。


    「!?」


    　俺たちが振り向くと、マネキンが飾られていたショーケースの中に、一人の男が突っ込んでいた。どうやらガラスに体当たりしたらしい。周りの客は騒然としていたが、男は割れて落ちたガラスの破片をパリパリと鳴らしながら、何事もなかったかのように、ショーケースから出てくる。


    　それから俺たちのほうを睨にらみ付けたそいつの顔を見て、こがねが叫んだ。


    「あの方って……もしや!?」


    　────そうだ。富とみ田た鉄てつ之の助すけ。工事現場で俺に突っ込んできた、あの闘牛野郎だ。


    　俺は舌打ちした。やっぱショッピングの邪魔をしに来やがったか。


    　さっき突っ込んだショーケースに飾られていたものか、富田は頭の上にダイヤのきらめくティアラを乗せ、貴金属のネックレスが首にいくつも巻きついていた。きらびやかな宝飾品をを身にまとって富田はにやりと笑う。なんだかそのせいで前よりパワーアップした感じがして、すごく不気味だ。


    「……俺の後ろに下がってろ。突っ込んでくるぞ」


    　俺はこがねに低い声で忠告した。こがねは怯おびえて、俺の背中に回った。


    　大丈夫だ。今なら、俺だってエネルギー源は無限にある。


    　────つまり今の俺は無敵だ。


    「へっへっへ。ざまあみろ！　お前らのおかげで力がみなぎってきたぜ！」


    　俺は声こわ高だかに叫んでやった。


    「どうした？　かかってきやがれ！　闘牛野郎！」


    　俺が煽あおると、富とみ田たはそれに応じるように雄お叫たけびを上げながら走ってくる。


    「うおおおおおおお!!」


    　────しめた。罠わなにかかったぞ。


    　俺は緊張しながらも自分に言い聞かせた。あのときと同じだ。奴やつを目の前に引きつけて、止める。それだけ。簡単だ。しかも今回はリソースが無む尽じん蔵ぞうにある。あのときと違って、一度でも止めれば、永遠に固めておける。


    「おおおおおおおお!!」


    「!!」


    　奴は俺の目の前まで迫ってきた。俺は能力を使おうと身構えた。


    　よし！　ここだ！


    「んっ!!」


    　俺は力を込めた。奴は氷みたいに固まる。


    「よし。これで……」


    　と、俺がそのまま奴を永遠に封印しようと思った瞬間！


    「おおおおおおお！」


    　まるで自分の動きを封じた氷を粉ふん砕さいするかのように、奴は俺の能力を突破してくる。


    「うおっ!!」


    「きゃああ!!」


    　俺はとっさにこがねを抱きかかえてダイブし、奴の突撃をかわした。


    　奴はそのまま直進して、デパートの柱に激突し巨大なひびを作った。


    「……っ!?」


    　フロアにいた客は悲鳴を上げて散り散りに逃げ、デパートの警備員たちもなすすべなく去っていった。俺は上半身を起こしながら首をひねった。なんでだ？　さっきのは明らかに俺の残高がなくなって時間が戻った感じだった。おかしいぞ。俺の口座には奴らからかすめた無限のエネルギー源があるはずなのに。すると、俺の下敷きになっていたこがねが文句を言う。


    「どういうことですの!?　ケチロン！　途中で能力を使うのをやめるなんて!!」


    「やめてねえってば！」


    　するとレジーナが無線で叫んだ。


    『気を付けて！　いまアンタの口座はゼロに近いわよ』


    「んなばかな!?　俺はいま無敵なんじゃねーのかよ!?」


    　俺が残念そうに言うと、レジーナも残念そうに答えた。


    『なぜなら奴やつらからの入金額より、こがねの散財のペースが上回ったからよ！』


    「はああ!?」


    　俺は驚いてこがねに怒ど鳴なりつけた。


    「お前なあ！　使えとは言ったけど、どんなペースで買い物してんだよっ！」


    「あら、私はケチロンの命を救おうと、必死で散財しましたのに！」


    「少しぐらい残しとけよ！　でないと能力が使えねーだろ！」


    「そんなこと言ってなかったですわ！」


    　俺とこがねが口論していると、レジーナが口をはさむ。


    『落ち着いて！　まだ奴らからの入金が途絶えたわけじゃないわ。少しずつだけど、袈け裟さ郎ろうの口座に注がれている。能力を使うのはある程度貯たまるのを待ってからにしたほうがいいわ』


    　つまり奴らの注入した資金がある程度貯まるまで、逃げ続けなきゃならないってことだ。


    「来ましたわよ!!」


    　こがねが叫んだ。見ると既に闘牛野郎が目前まで迫っている。


    「ぬおおおおおおおお！」


    　今どのくらいの残高なのかわからなかったが、俺は僅わずかでも能力を使おうとした。


    　ところがその瞬間、奴はステップを踏んで、進行方向とは逆側に走り出した。


    「!?」


    　────フェイントだ！


    　その瞬間、俺は思い出した。そういや、奴はラグビー部員だった。敵を避けるために、ステップを踏んでフェイントをかけ、釣られた相手の体勢をくずすのはラグビーの基本スキルだ。


    　くそ！　俺は見事に引っ掛かって、体勢を崩し、そのまま倒れそうになった。


    「ケチロン!!」


    　俺が体勢を崩したことで、後ろにいたこがねが、闘牛野郎から丸見えになった。


    　────しまった！


    　俺は闘牛野郎がこがねを跳ね飛ばすギリギリのところで、とっさにこがねを抱きしめて、横っ飛びに跳んだ。


    「!!」


    　がちゃああああん！　と再び盛大な音を立てて、こがねの後ろにあったショーケースが、闘牛野郎に突っ込まれて破壊され、ガラスの破片とケースの中でディスプレイされていたパールが砕け散った。


    　ヤバかったが、なんとかこがねを闘牛野郎との交通事故に遭わせずに済んだ。


    　こがねを抱きしめたまま床に転がった俺は、飛んできた破片を払ってから尋ねた。


    「……大丈夫か!?」


    「ええ。なんとか……」


    　顔を上げると、闘牛野郎は突っ込んだショーケースから出てくるところだった。


    　すると、レジーナが暗い声で答える。


    『まずいわ……奴やつらからのあんたへの入金は完全にストップした』


    「何!?」


    　……つまり、アイツらは俺を腐らせて殺すのをついにあきらめ、能力者タツチドたちにつぶさせるほうに方向転換したってわけだ。


    『けどあきらめないで。まだ充分戦えるだけの残高は残ってる。今度は敵側のエネルギー源を凍らせるほうにかかってみるわ！』


    「ああ、頼む！」


    　そう言って俺は無線を切った。闘牛野郎は既に俺を睨にらみながら、また助走をつけるために距離を取っていた。


    「……また来ますわ」


    　俺は、こがねを支えながら立ち上がった。奴は、またフェイントをかけてくるかもしれないし、そのまま直進するかもしれない。俺一人ならなんとかなるが、もう一度こがねを守りぬけるだろうか……。


    「……！」


    　俺はなんとか辺りに武器になるものを探した。


    「……！」


    　ふと目に入ったあるものを、俺はポケットの中に詰め込んだ。


    　その隙すきに、奴はスタートダッシュを切った。


    「うおおおおおおお!!」


    「!!」


    「ケチロン！」


    　こがねは俺の背中に隠れて、俺の腕を痛いくらい強く握りしめている。


    「おおおおおおお!!」


    　奴は、さっきよりスピードを上げて突進している。


    　俺の頬ほおに冷や汗が流れた。


    　この作戦がうまくいくかわからないが、やってみるしかない。


    　奴は、俺の能力の射程圏内に入る直前に、再びステップを踏んだ。


    　────今だ！


    　奴がフェイントをかけて、進行方向と逆側に走り出した瞬間、俺はポケットに詰め込んでいたものを、奴の足下にばらまいてやった。


    「!!」


    　それは、さっき奴やつがぶっ壊したショーケースからこぼれ出ていた大量のパールだった。


    　不意を突かれた奴は、転がるパールに足を取られて体勢を崩し尻しりもちをついたままの状態で、床を滑っていって、また派手な音を立てて別のガラスケースに突っ込んだ。


    「よしっ!!」


    　俺は、闘牛野郎が復活する前に、動きを止めるために奴に駆かけ寄った。


    　闘牛野郎が突っ込んだのは、ウエディングドレスのショーケースだった。


    「げほっげほっ……くそっ」


    　そこから、咳せき込みながら這はい出てきた奴の頭には、花嫁のベールが乗っかっていた。


    「……ずいぶんとたくましい花嫁だな」


    「？」


    　奴は顔を上げて俺を見た。俺は奴を見下ろして笑って言う。


    「お似合いだぜ」


    「!!」


    　奴が立ち上がった瞬間、俺は能力を発揮した。


    　闘牛野郎は花嫁のベールを頭に冠したまま、新郎のマネキンの隣で石像みたいに固まった。


    　捕まえるまでに苦労させられた仕返しだ。コストはかかるが、俺はしばらく奴をこのままの状態で、さらしてやることにした。


    　……ざまあみろだ。


    　俺が、一仕事終えて安あん堵どしていると、こがねの悲鳴が聞こえた。


    「きゃああああああ!!」


    「!?」


    　振り返ってこがねの頭上を見ると、エレベーターの前にあったはずのベンチが、空中に浮かんでこがねを狙っている。


    「……!!」


    　そして、こがねの前には、例のダッフルコートを着た野や暮ぼったいメガネっ子が目を固く閉じて、顔を紅潮させている。


    「んんんふっ……！」


    　……くそ！　今度はあの念力少女か！　名前は確か……澄すみ野の智とも子こだ。


    「んんんん……はぐうっ!!」


    　やがて澄野智子は、声を上げて能力を解除した。


    　恐怖でその場にへたり込んだこがねの上に、巨大なベンチが落下してきた瞬間、俺はこがねに駆け寄って落ちてくるベンチを空中で止めた。


    「!!」


    　リソースが豊富だからか、あるいは俺がまたスキルアップしたからか、以前は重力には逆らえなかったのだが、ベンチは時間と共に空中で止まったまま浮かんでいる。


    「!?」


    　目を開いて、失敗したことに気付いた澄すみ野の智とも子こは、次なる武器になるものを探し始めた。


    　俺はその隙すきに、こがねを立ち上がらせて、近くにあった階段からとりあえず下のフロアに逃げ込んだ。さっき避難のアナウンスがあったからか、客はもう既に誰もいなかった。


    　俺はこがねの手を引いて走りながら、無線でレジーナに叫んだ。


    「おい！　口座の凍結はまだか？」


    『闘牛野郎の口座なら、ついさっき凍らせたわよ』


    　俺は頭を振って無線に怒ど鳴なる。


    「闘牛野郎は、その前に、もうお嫁に行った！」


    『え!?　お嫁に？　どういうこと？』


    「いいから！　次は澄野智子の口座だ！」


    『澄野智子ね！　了解！』


    　俺がレジーナとの交信を終えると同時に、俺の隣でこがねが叫んだ。


    「けちろん！　あれ!!」


    「!!」


    　見上げると、俺たちの進行方向斜め上に、エプロンをしたパパのマネキンが浮かんでこっちを見ている。俺たちを空中から見つめているマネキンの笑顔が不気味で、ぎょっとした瞬間、俺たちの前に落下して粉々になった。


    「……!!」　


    　俺とこがねは、そばにあった陳列ワゴンの陰に逃げ込んで隠れた。


    「……相手はどこにいるんですの？」


    「わからん……」


    　闘牛野郎も骨が折れたが、遠隔攻撃もなかなか厄やつ介かいだ。


    　俺はワゴンの陰から、あの念力少女がどこにいるのか捜したが、全くわからない。


    「……ここっていったい、何のフロアなんでしょう？」


    「さあな……逃げるのに必死でそんなの見てなかった」


    　俺は、敵の様子をうかがいながら邪険にそう答えると、こがねが重苦しい声で言う。


    「……だとしたら、私たち、逃げる場所を間違えたみたいですわよ」


    「……どういう意味だ？」


    　恐る恐る俺が尋ねると、こがねが天井からぶら下がっている看板を指さした。


    　すると、そこには『キッチン用品売り場』と書かれていた。


    「……!!」


    　────まずい。


    　ものすごく嫌な予感がよぎった。その瞬間、こがねが震える声で俺に告げる。


    「ケチロン……あそこ!!」


    「!?」


    　こがねの指さした方向を見ると、空中に何本もの包丁やナイフが、俺たちのほうに切っ先を向けながら、浮かんでいた。


    「!!」


    「んんんん……ああんん!!」


    　どこからか、あの念力少女の声が聞こえた瞬間、空中に浮かんでいた刃物が一気に、俺たちに向かって襲い掛かってきた。


    「きゃあああああ!!」


    「!!」


    　俺はとっさに、悲鳴を上げるこがねに覆いかぶさって能力を発揮した。


    　落ちてきたナイフや包丁は、ギリギリで空中で止まった。だが、鋭い切っ先は鈍く光っていて、空中に浮かんでいる状態でも危険だ。


    「……!!」


    　俺たちは、その切っ先の間を、慎重にゆっくりとよけながらワゴンの陰から移動した。


    　それから俺は、こがねを寝具売り場まで移動して、ベッドの中に身を隠させた。


    「……いいか。ここを動くな」


    「ケチロンは？」


    「……アイツを仕留めてくる」


    「そんな！　一緒に行きます」


    「……馬鹿！　静かに！」


    　俺が小声でしかりつけると、こがねは目を丸くして自分の口に両手を当てて塞ふさぐ仕草をした。


    「……！」


    「……いいからここで寝てろ！」


    　俺は、こがねに布団をすっぽりとかぶせて、その場を去った。


    　さっき澄すみ野の智とも子この喘あえぎ声がした方向から、だいたいの場所の見当はついている。奴やつは能力を発揮しているとき目を閉じている。落下物を空中で止めて少女本体を捕まえりゃ、ミッションは終了だ。


    　そう思って、俺は澄野智子に呼び掛けた。


    「よう！　どこにいる？　今度は何を浮かべる気だ？」


    　すると、また彼女が力を込めている声が短く聞こえた。


    「……んっ！」


    　俺はその声がした方向に向かった。


    　天井を見上げると、『園芸、ＤＩＹ』という看板が掛かっている。


    　俺の喉のどがごくりと鳴った。


    「んんん……」


    　少女の喘あえぎ声が近くなった。俺は慎重に歩を進める。


    　だが、やがて彼女が空中に浮かべているものを見上げて、俺は青ざめた。


    「!!」


    　空中に浮かんでいるのは、『農業機械用　混合ガソリン』と書かれた一いつ斗と缶かんだった。


    　その隣には、バーべキュー用品の売り場にあったのであろう点火した状態のバーナーコンロも浮かんでいる。


    「んんんんん！　あふんっ!!」


    　彼女が喘ぎ声をあげるとまず一斗缶が落下して、ガソリンがどぼどぼと床にまかれた。


    「!!」


    　ガソリンの池は、俺の靴先のすぐそばまで広がってきた。


    　────まずい！


    　この距離からでは、バーナーの落下を能力で止められない！


    　だからといって、あのバーナーに近づくためにガソリンの池に足を踏み入れたら、確実に炎に巻き込まれる。結果、俺が出した答えは、一刻も早くそこからダッシュで逃げることだった。俺の靴音を聞いて、気が付いたのか、澄すみ野の智とも子こはひときわ大きな喘ぎ声をあげた。


    「んんんんん……んはふぐううう!!」


    　バーナーがガソリンの池に落下して、炎上というよりは爆発に近い状態でＤＩＹ用具売り場は炎に包まれた。火だるまになるのは免まぬがれたが、立ち込める黒煙に、俺は激しく咳せき込む。


    「げほっ！　……げほっ!!」


    　俺が耐え切れず、その場に跪ひざまずいて咳き込んでいると、炎の向こうに、念力少女の立ち姿が浮かび上がっていた。


    「!?」


    　彼女のメガネのレンズには炎の光が反射していて、表情が見えない。目を閉じているようにも見える。


    「んんん……」


    　すると、またもや彼女が能力を使っている最中だということがわかった。


    　そして最初はガソリンの爆発のせいで気が付かなかったが、さっきから俺の近くで、小型のエンジンのような音が轟とどろいていることに気が付いた。


    「……!?」


    　俺は辺りを見回して、音のする方向を見た。


    　そして、そのエンジン音を立てているものの正体がわかったとき、俺は血の気が引いた。


    「!!」


    　俺が見上げた斜め上空には、エンジン全開でブレードを高速回転させているチェーンソーが浮かんでいた。


    　────こりゃ、腐って死んだほうがましだったかも。


    　冗談じゃなく、俺がそう思った瞬間、エンジン音ととともに彼女の喘あえぎ声が響いた。


    「んあはあああん!!」


    　途端に、うなりを上げてチェーンソーが襲い掛かってきた。


    「!!」


    　俺は、能力を使おうと思ったが、黒煙に視界を邪魔されて、上空がよく見えない。


    　煙の向こうから、飛んできたチェーンソーをよけた。


    「うおっ！」


    　チェーンソーは、俺の左腕スレスレをかすめて落ちていった。


    「ちっ……」


    　スーツの袖そでが破れ、そこから血がにじんだ。


    「くそっ……」


    　俺が呻うめいていると、床に落ちて暴れていたチェーンソーが再び浮かび上がって、ブレードを俺に向けてくる。


    「!!」


    「あああふううん!!」


    　俺は飛んでくる瞬間に、横に転がってよけた。


    　するとチェーンソーはそのまま、澄すみ野の智とも子このすぐそばまで飛んでいって空中に浮かんでいる。


    「……!!」


    　────まるでなんか、ペットみたいだ。


    　澄野智子の隣で浮かんでいるチェーンソーを見て俺はそう思った。


    「んんんんっ……！」


    　やがて念力少女の喘ぎ声を合図に、チェーンソーは空中で方向転換し、再び俺のほうにブレードを向けた。


    　────また来る！


    　俺は、能力発動の準備をしながらも、自分を守り切れるかかなり自信がなくなっていた。


    　今度失敗したら、確実に死ぬ。


    　そう思った。


    「んんん……あふうううううん!!」


    　そして少女が悲鳴ともとれる喘ぎ声をあげた瞬間、チェーンソーが襲い掛かってきた。


    　……と思いきや。


    　少し飛んだところで、チェーンソーはそのまま地面に落ちた。


    「!?」


    　俺と念力少女は何が起こったのかわからず、同時に落ちたチェーンソーを見つめた。


    　すると、レジーナが無線の向こうで叫ぶ。


    『凍結完了！　今度は間に合ったかしら？』


    「……バッチリだ！」


    　そうレジーナに言って、俺は胸をなでおろした。


    　すると……！


    「あひいいい！　らめええええ！」


    「!?」


    　見ると、澄すみ野の智とも子こが床に落としたチェーンソーが暴走して、ブレードを回転させたまま、まるでのたうつように動いて腰を抜かした少女に迫っている。


    「!?」


    「こ、こ、こないれえええええ!!」


    　腰を抜かした少女は、床にへたり込んだまま後ずさるが、チェーンソーのほうが僅わずかにスピードが速い。ブレードの先が暴れながら、逃げる少女の両足の間に入ってきそうになったとき、俺は能力を発揮して、チェーンソーを止めた。
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    「……!!」


    　助けられたことに気付いた念力少女は、俺の顔を見上げた。


    「……？」


    「……あんとき、俺、言ったはずだよな。実家に帰れって」


    「……!?」


    　俺がそう言うと、メガネの奥で俺を見つめる彼女の瞳ひとみが潤うるんだ気がした。


    　澄すみ野の智とも子こが何か話そうとしたとき、俺と彼女の間に、何かが疾風のごとく駆かけ抜けた。


    「!!」


    　俺が驚いて反射的に身体からだをかわすと、いつの間にか、あの超高速男の速はや水みが澄野智子の身体を抱え上げて、既に数十メートル先にいた。


    「は、速水君!?」


    　担かつがれながら澄野智子が声をかけると、速水は早口で叫んだ。


    「任務は中止だ！　早くしないと本物のイージスの連中が来る！」


    　俺はそのやり取りを聞いて驚いた。


    　は？　本物ってなんだ？　イージスは、お前らだろ？


    　俺の疑問をよそに、澄野智子がさらに速水に言う。


    「で、でも、富とみ田た君が……」


    「あの大男なら、もう車に積んだ！　とにかく早くここを出るぞ！」


    　速水はそう言って、澄野智子を担いだまま、風のごとく去っていった。


    「あ、待て!!」


    　俺が声をかけた頃には、奴やつらは消えていた。


    　代わりに、他の気配を感じた。


    「……!?」


    　俺が、気配に気付いて振り向くと、目出し帽をかぶった男たちの集団がいた。


    　そして、その集団の一人が、こがねを捕まえていた。


    「……ケチロン、ごめんなさい」


    　俺は、そいつらに向かって質問する。


    「お前ら、いったい誰だ？」


    　すると、集団のセンターにいた奴が、俺に近づいて言った。


    「……イージスだ……俺たちこそがな」


    「……!?」


    　そいつの発言の意味がわからず、俺が顔をしかめた瞬間、後ろに回り込んだ奴に後頭部を殴られ、俺は意識を失った。

  


  
    



    　第五章「ゆがんだ王国」


    



    「ん……！」


    　殴られた後頭部の痛みで目を覚ました。


    　────どこだここ？


    　俺は、身体からだにかけられていたボロ布みたいな毛布をどけて周りを見渡した。


    　そこは、廃材で作ったバラック小屋の中だった。壁も床も、色とりどりで形もバラバラな木の板がデタラメにつなぎ合わされてできている。部屋の真ん中には軽自動車のタイヤを重ねて、その上に丸い板を載せただけのテーブルがあり、屋根には錆さびたトタン板や塩ビの波板が混在して使われている。


    　塩ビの波板の部分は透明なので、それが明かり取りにもなっていて、なおかつ、中からは小屋の周りのうっそうとした森林の木々が見える。周りは静かで風が揺らす葉っぱの音以外には時々、都会の生活ではあまり聞かないような鳥の鳴き声が聞こえてくる。おかげでとりあえず今が朝であることと、今いるところは東京ではなさそうってことだけはわかった。


    　俺は、記憶の断片をたどった。


    　確か昨日の夜、新宿のデパートで能力者タツチドたちと戦って、それから、あとから来た謎なぞの団体に襲われ、気絶して、俺とこがねは全身がすっぽり入るほどのデカい袋に入れられて車に乗せられ、ゴトゴトとどこかへ運ばれた。途中、車はかなりの山道を走ってたみたいで、俺とこがねは袋の中に入った巨大なイモみたいに車内をゴロゴロと転がりまくり、次第にもう一度意識を失った。ところまでは覚えている。それからここで一晩過ごしたらしい。


    　こがねはどこだ？


    　俺は上体を起こしてみたが、左腕が異様に重い。


    　よく見たら、左腕の手首には黒い鉄製のリストバンドみたいな腕輪がはめられていた。


    　────なんだこりゃ？


    　しかも腕輪には大きな鎖くさりが付けられていて、鎖はどこかへと続いている。


    　俺は、立ち上がって、自分の腕輪についた鎖の先がどこにあるのかを探してみる。


    　鎖をつかんで引っ張ってみると、床の片隅で盛り上がった毛布の山のようなところに繋つながっている。


    「……？」


    　俺が、もう一度、鎖を引っ張ってみると、毛布の山から、「んん……」と声がする。


    「!?」


    　俺は、勇気を出して、毛布をつかんで引っぺがしてみると、中にはこがねがいた。


    　こがねは、身を丸めて眠っている。そして俺の左腕から伸びている鎖は、こがねの右手首についている同じく鉄製の腕輪に繋がっていた。


    「んん……!?」


    　こがねは寝返りをうった。すると、彼女の右腕についた鎖に引っ張られる。


    「ちょ、引っぱんなって！　おっ!!」


    　俺はバランスを失ってこがねの上に倒れて覆いかぶさった。


    　危あやうく、こがねの横顔に鼻をぶつけそうな距離まで近づいた。


    「!!」


    　俺はその状態で、彼女の横顔をしばらく眺めていた。


    　こがねは何かいい夢でもみているらしく、唇の端が少し上がっていた。俺は思った。


    　何をすやすや寝てんだ。こいつは。


    「おい！　こがね！　起きろ……！」


    　俺が起こそうとすると、こがねは、寝ぼけながら毛布をどけられた文句を言った。


    「なんですの？　寒いですわ……むにゃむにゃ」


    「いいから起きろってば！」


    　鎖をガラガラ鳴らしながら俺が彼女を揺さぶると、ようやく目を覚ました。


    「んん……え？」


    「やっと起きたか……ん？」


    「!!」


    　こがねは覆いかぶさっていた俺の顔面に、鉄の腕輪がついた右手でパンチを食らわせた。


    「曲くせ者ものっ!!」


    「ごべっ!!」


    　俺は、そのまま吹っ飛んでこがねの隣に倒れこんだ。


    　こがねは殴った相手が俺だとあとで気付いたように呟つぶやく。


    「……あれ？」


    「あれじゃねえよ！　いっでえええ……」


    　俺が殴られた頬ほおをさすっていると、こがねはあっけらかんと答える。


    「なんだケチロンでしたの……驚かさないでくださる？　私はまた賊に襲われたのかと」


    　それからこがねは俺に尋ねる。


    「ていうか、どこですの？　ここ!!　そして、何ですの？　この鎖くさり!!」


    　こがねも、シチュエーションが理解できずに混乱していた。俺は頬に手を当てて答えた。


    「……こっちが聞きてえよ」


    　俺たちは昨夜からの断片的な記憶をお互いに話し、とりあえず、あの『本物のイージス』だと名乗った謎なぞの団体に、どっかの山奥まで拉ら致ちされてきたんだというところまでを共有した。


    「しかし、テロを邪魔する私たちを殺すつもりなら、あのときにやれてたはずですわよね……」


    　こがねは俺と同じ疑問を口にする。


    「確かに……どこだか知らないけど、わざわざ俺たちをこんなところに連れてきた理由があるはずだな」


    　すると、バラックのドアがノックされ、扉とびらの向こうから男の声が聞こえた。


    　その男の声は、早口過ぎてよく聞き取れなかった。


    「!?」


    　俺は、こがねと顔を見合わせてから、ドアを恐る恐る開けてみた。


    　すると外から、長い黒髪を後頭部でまげのように結んだ目つきの鋭い男が入ってきた。


    「……!?」


    　そいつは目玉を爛らん々らんと輝かせて俺たちを見ると、太い声で話し始める。


    「今からお前らを黒くろ野のさまのところに連れていく」


    「え？」


    「いいから来い」


    「あの……」


    　質問したいことが山ほどあったが、まげを結ったその男は否応なく俺たちをどこかへ案内しようとしていた。もしや、俺とこがねは海外まで拉致されたんじゃないか？　不安になったが、バラックを出てすぐのアスファルトの道路沿いに『群馬県』と書かれた標識を見つけて少し安心した。


    　そこはどうやら群馬県のどこかの山中だった。俺たちのいた小屋は、うっそうとした雑ぞう木き林ばやしの中にあった。道路を渡ったところにあった錆さびついて半分読めなくなった看板には『キャンプ場』と書かれた看板があって、屋根のついた水道の洗い場があった。


    　だが、その傍そばにある事務所だと思われるプレハブ小屋の窓ガラスは割れ、半分潰つぶれかかっていて、既に営業はしていないようだ。


    　その代わりと言っては何だが、かつてキャンプ場だったらしき広場には、大小さまざまなテントが立っていた。しかし、中には掘っ立て小屋のような永続的に住める住居があったりして、そこに集まっているのがただのキャンプ客ではないことは明らかだった。


    　まげ男に先導されながら歩いていると、ここの住人らしき若者たちが俺たちのほうを一いち瞥べつする。


    　俺とこがねは、まるでサファリツアーで動物の生態を眺めるかのように、その謎なぞの若者たちをしげしげと眺めた。


    　まず、目を引くのは彼らの服装だ。現代風の服装をしているのは少数派で、女性はみんな、古代ギリシャ時代の衣装みたいに、布を巻いただけみたいな格好だし、男は腰巻きだけとか、ジーンズなどを履いていたとしても半はん裸らで、あるいは自作したらしい毛皮のベストみたいなものを羽織っている。何人かがたき火に薪まきをくべて、何の肉だかわからないような塊かたまりの肉を焼いたり、原始的なやり方で土器を焼いたりしている。


    　まるで縄文時代にタイムスリップしてきたみたいな光景だ。


    「この人たちは……？」


    　俺がまげの男に聞くと、彼は短く答える。


    「イージス」


    　それから彼は歩きながら語る。


    「ここで自給自足の生活をしている。新しい世界をつくるためだ」


    「……!?」


    　まげの男の説明に、俺とこがねは顔を見合わせた。じゃあ、イージスの連中が東京から消えたって言うのは、ここでこんな風に共同生活を営むためだったのか？


    　しかし、じゃあ日本経済を変えるテロってのは？


    「昨夜、能力を使っていたのは、偽にせ物ものだ。アイツらは我々の名を騙かたっているだけ」


    　まげの男の言葉を咀そ嚼しやくする前に、目的地に着いたようだ。


    　ひときわ大きな茅かや葺ぶきの竪たて穴あな式住居みたいな建物の前でまげの男が立ち止まった。


    「ここで待て。黒くろ野のさまを呼んでくる」


    　俺たちは、そこで待ちながら、イージスの若者たちの共同生活を見つめていた。


    「ケチロン、あれ……」


    　こがねが指さしたほうを見ると、ある若者が川で釣ってきた魚を、もう片方の若者がもっているニワトリの卵と交換しようとしている。


    「……物々交換？」


    　俺が呟つぶやくと、背後で声がした。


    「ここには、お金というものがありません」


    「!?」


    　俺たちが振り向くと、そこには胸にまで伸びたヒゲを蓄えた男がいた。男もやはり白い布を巻きつけただけのギリシャ人のような格好で、こけた頬ほおとヒゲと、思慮深そうな鋭い目は、まるでソクラテスみたいだ。


    「人類が貨幣を生み出す、それ以前の生活をここで実践しているんです」


    「……あなたは？」


    　こがねが尋ねると、そのソクラテスは答える。


    「きっと、あなたたちが捜している男です」


    「……!?」


    　俺はそれを聞いて驚いた。そう言えば確かに。俺は彼の鋭い目をもう一度見て、資料にあった目つきの悪い若者の写真を思い出した。そして、思わず、その名を呼ぶ。


    「……黒くろ野の、雨あめ彦ひこ!?」


    「その通り」


    　ウソだろ？　ヒゲのせいでもあるかもしれないが、この風ふう貌ぼうで二十三とはとても思えなかった。


    　少なくとも、このオーラで俺より年下とは。なんかちょっと嫌だ。そんな俺の思いなどには当然つゆほども気付かず、黒野は、広場の若者たちを見つめながら言う。


    「そして、ここは我々イージスが創る新しい世界なのです」


    　俺は資料で見た、黒野の部屋の落書きを思い出した。そこには確か『我、新世界ノ神トナル』と書かれてあった。若者たちが彼に気付いて跪ひざまずいているのを見ると、どうやら目的は達成したみたいだ。しかし、テロはどうだ？


    　すると、その思いを見透かしたように、黒野が言う。


    「……しかし、どうやらあなたたちは、我々について大きな誤解をされているようだ。あなた方をここに呼び寄せたのは、真実を知っていただくためです」


    「無理やり私たちを拉ら致ちしてですの？」


    　こがねは鉄の腕輪を見せながらチクリと言う。だが黒野は眉まゆ一つ動かさない。


    「我々はあらゆる電子機器を捨てて、外の社会とは完全に断絶された世界にいますので、あなた方に連絡するすべがなかった。ですから少々手荒になってしまったことはお詫わびします」


    　そう言うと、黒野は竪たて穴あな式住居の扉とびらを開けて、俺たちを中に入るように招く。


    「どうぞ」


    　俺と、こがねは恐る恐るその中に入った。


    



    　　　　￥￥￥


    



    　竪たて穴あな式住居の中は意外に快適だった。案外、中は暖かい。


    　俺たちは部屋の中央にある木製のテーブルを挟んで、丸太を加工した椅い子すに座った。


    　席に着くなり、黒くろ野のは話し始める。


    「川かわ辺べが、屋敷で腐り死んだことは聞きました。ですが、僕は殺してません」


    「……!!」


    　いきなり、本題に入られて俺たちが返事に窮していると、黒野は話を続ける。


    「……時々、あの屋敷に訪れてはお金を貰もらっていたことは事実です。あの人にとっては、隠し子がいる事実についての私への口止め料のつもりでもあったのでしょう。そのときに貰ったお金は、ここの立ち上げの資金源にしました。確かに、あの人のことを恨んだこともありましたが、それだけで人を殺したりはしません。それに」


    　黒野は一気に話し終えると、何やらハーブを煎せんじた茶の入ったコップに口をつけて、一息入れた。それから俺たちの眼を見て告げる。


    「……そもそも僕は、能力者タツチドではありません」


    「え!?」


    　俺とこがねは、衝しよう撃げきを受けて同時に声を上げた。それから俺は疑問を口にする。


    「……じゃあ、一連の犯行をいったい誰が？」


    「本当におわかりにならないんですか？」


    　目を細めて、俺を見ながら黒野はそう尋ねた。俺が首を横に振ると、黒野が口を開いた。


    「市いち来き教授ですよ」


    「!!」


    　俺は笑って否定する。


    「ちょっとまってくれ。そんなはずがない」


    「なぜです？」


    「だって、犯人の能力者はあの施設の出身者で……」


    　そこまで言いかけて、俺は固まった。


    「あの人がそうかもしれないという可能性を最初から排除していたのでは？」


    　────しまった！


    　俺は金属バットで殴られたような衝撃を受けて、同時に思い出した。


    　あの通貨ミュージアムで、こがねに自由貨幣の講義をしながら、あのとき、教授は確かに一万円札をこがねに手渡していた。こがねが体調を崩したのはそのすぐ後だった。


    　別れる直前、教授がこがねを見る視線に何かひっかかりを感じたのは、それだったのだ。


    　施設の出身者に大学教授はいないという先入観は行動経済学でいうところの認知バイアスだ。俺だけはヒューリスティクスの罠わなにはハマらないと思い込んでいた。それこそが罠だったのだ。


    「無理もありませんよ」


    　黒くろ野のは、すべてを見透かしたような眼で俺を見つめながら微ほほ笑えむ。


    「施設の出身者には、そこにいたことを隠す人が多い。教授もそうでした……職員さんに市いち来き教授の著書を見せられて、この施設の出身者であるという話を聞いたときは、僕も信じられませんでしたから。こんな施設を出て、大学の教授にまでなった人がいるわけないと……ですが」


    　そこで少しまたお茶を飲んで、黒野は話を続ける。


    「……あの人が施設に匿名で寄付をしに来ているのを、こっそりとこの目で見たとき、それが真実であることを知ったのです」


    　俺は、黒野の話を聞きながら、純じゆん之の助すけのことを思い出した。


    　あいつのファンドを買った奴やつの名前を聞いたとき、純之助は確か言ってた。


    　────黒野なんて名前じゃなかったような気がする。


    　あのとき、施設に来て、あいつから俺の口座の情報を得たのは……市来教授だったのか。


    「その日以来、市来教授は、僕にとっての憧れの人になりました。だから一生懸命に勉強して、赤あか羽ばね橋ばし大学に入り、教授のゼミを選択したのです」


    「じゃあ、自由貨幣についての研究は……」


    　こがねが尋ねた。黒野が答える。


    「シルビオ・ゲゼルについて調べることを僕に勧めたのは、市来教授だったのです。勉強するうちに、確かに僕は今の世界を取り巻く経済のおかしさについて気付き、改革が必要だと思いました。ですが、今思えばそれは……教授のあの計画に参加させるための準備だったのかもしれません」


    「あの計画って？」


    　確認の意味で俺は尋ねた。すると、黒野から予想通りの答えが返ってくる。


    「もちろん……『カタクリュスモス』です」


    　なるほど。だとすれば局長に見せられた、あの犯行予告のビデオの真ん中にいた、リーダー格の男は市来教授だったってことか。声にエフェクトをかけていた理由にはそれもあったんだろう。で、その後ろの三人はあの能力者タツチドたちだったんだ。


    「教授が、自分のゼミのゼミ生として、あの能力者三人を入れたのも、それが理由だったんだと思います」


    「じゃあ、あなたをゼミに入れた理由は何ですの？」


    　すると黒野は、苦笑いしながら言う。


    「……最初は、自分と同じ施設の出身者だから、そのよしみだろうと思っていました。ですが……今思えば、僕がイージスのリーダーであったことと、きっとあの川かわ辺べが……いちおう僕の父親に当たった人が、日銀の副総裁だったからでしょう」


    　黒くろ野のの表情が、少し険けわしくなった。


    「きっと寄付に来たときに施設の職員に聞いて知ったんだと思います。そこで教授は自分の計画カタクリユスモスのために、僕を利用しようと思った……だから市いち来き教授は、施設の職員から聞いた僕の出しゆつ生しようの秘密を、わざわざ僕に教えてくれたんです」


    　俺の隣でこがねが洟はなをすすった。こがねを見ると瞳ひとみを潤うるませている。泣いているのかもしれない。俺たちは、さらに黒野の話を聞き続ける。


    「僕は、怒りに駆かられて、自分の父親、つまり川辺の屋敷に行きました。彼は思った通りのクズで、僕のことを世間に隠し、あからさまに疎うとましがっていました。だからすぐに金を出しました。僕はそれから何度も屋敷に訪れては、金をせびりに行きました」


    　黒野は、再び自じ嘲ちようするような笑みを浮かべて語る。


    「その時点では、僕は自分の意志で父親に会いに行っているのだと疑ってませんでした。でも今思えば、そこも教授にコントロールされていたようです」


    「……それで、教授はあなたに何を求めたんですの？」


    　こがねは、瞳を潤ませたまま尋ねたが、黒野は淡々と答える。


    「まずは日銀と取引のある警備会社を探って、そこで働くよう命じられました。警備会社の情報は、いくら審議委員の教授でもなかなか得られないようで、でも川辺は副総裁で日銀の中にいた人ですから。僕は教授に言われた通り、その警備会社で働きたいと川辺に言いました」


    「……川辺には怪しまれなかったのか？」


    　俺はそう尋ねたが、黒野は首を振る。


    「いいえ。むしろ、金をせびりに来るよりも、バイトをすると聞いて喜んでいたくらいで、意外に簡単に教えてくれました。しかも元副総裁からの紹介だということで、『ホーク警備保障』では、バイトなのに、すごくいいポジションで働かせてもらいました」


    　確かに。ホーク警備保障に行ったとき課長がやけに黒野のことを褒ほめていたのを思い出した。


    「ですが、バイトだと、情報のアクセスにはかなり制限があります。そこで、赤あか城ぎさんと仲良くなりました。赤城さんは社員ですが、お金に困っていそうなので、利用できると思ったのです。僕は赤城さんに頼んで部長室のパソコンからあるデータを盗み出してくれと頼みました。赤城さんも最初は渋っていましたが、教授から渡された大金を差し出すと、案の定引き受けてくれました」


    　すると、こがねが小声で俺に耳打ちする。


    「……私が、熱にうなされながら見た、あのシーンですわ」


    「データを赤城さんから貰もらった俺は、そのデータを教授に渡し、バイト先を辞めました。部長室に無断で忍び込んだ赤あか城ぎさんも、クビになりました。でも赤城さんはなにしろ大金が手に入ったんで平気だったみたいです。僕も赤城さんも……それが呪われた金だとも知らずに。そして、赤城さんはその数日後に腐り死んだのです」


    　黒くろ野のは、そのときのことを思い出したのか、顔が青白くなっていた。


    「僕は、教授にそれとなく確かめに行きました。すると教授は、君は正しいことをしたのだから、後悔はしなくていいんだと言われました。僕はそれを聞いてだんだんと怖くなってきました。やがて、教授のもとに、僕と能力者タツチドの三人が集められて、『カタクリュスモス』計画の説明を聞きました。呪われたお金が出回れば必ず景気もよくなる。これは『景気を良くするテロ』なんだと」


    　あのテロ予告のビデオで見た通りだ。要するに民衆を呪いの恐怖で煽あおってお金を使わせるっていう作戦だ。


    「我々は、世の中にとってむしろ良いテロを起こそうとしているんだと、自分に言い聞かせました。ですが、計画を秘密裏にかつ、円えん滑かつに進めるように、能力者の三人もイージスのメンバーだということにして、このテロ自体をイージスの犯行と見せるように言われました。僕は、どうにも納得がいかず、怖くなってしまったこともあって、計画のことについて、川かわ辺べに密告しました。すると、川辺は教授を家に呼びました。そして計画のことを教授に問い質ただしたんです」


    「……で、もしかして……」


    　こがねが言いかけると、黒野は頷うなずく。


    「ええ。教授は、川辺を口封じしようと、大金を見せました。川辺はその金を受け取ったのか、突き返そうとしたのかはわかりません。いずれにせよ、呪いの効き目のほうが早くて死んだのです」


    　俺は、札束を抱きながら死んでいた川辺の腐乱死体を思い出した。


    　顔面も腐乱していたが、思い返せば、怒っていたともとれる表情だった。


    「川辺へ計画を密告できたのは僕しかいませんでしたから、教授への裏切りがバレて殺されると思った僕は、一切の資産やお金を捨てて、イージスのメンバーと共にここに来たわけです」


    　黒野は、小屋の小さな窓から、外のメンバーたちを眺めながら言う。


    「でも、かえってそのほうが良かったと思ってます。彼らをごらんなさい」


    　外では、若者たちの笑い声が響いている。


    「お金のない世界は平和です。貨幣がなければ、価値の保存も、輸送も限りがある。必要なものを必要なだけ得て、その日のうちに消費するしかない。貯蓄の大小による格差は生まれません。物々交換ができないものは、労働を代わりにすることでその代金にすればいい。それこそが、人間本来の姿なのです」


    　俺は、通貨ミュージアムで見た展示物を思い出した。


    　確かに、お金が現れる前、人類はそんな社会で生きていたという展示があった。


    「我々イージスの行う反社会的行動とは、既存の社会でテロを起こして、変えようとすることではありません。社会の中で生きながら、反社会的行動を起こすのは矛む盾じゆんしている。既存の社会とは完全に決別して、全く新しい社会をつくることなのです」


    　なるほどな。俺は妙に納得した。ホンモノの反社会的行動には、Ｔシャツを着ることすら許されない。もはや裸はだかに腰巻き一枚で、火を熾おこすとこから始めなきゃいけないわけだ。


    「……その姿を見せるために私たちをここに呼んだのですか？」


    「それもあります」


    　黒くろ野のは急に笑顔から、冷淡な表情になって言う。


    「ですが、あなたたちには教授たちが起こそうとしているあのテロが、我々イージスの所業ではないということの証人になっていただきたいのです」


    「まあ、実際に違うから」


    　俺はそう言いかけたが黒野はかぶせて言う。


    「ところが、あなた方の社会はそうは思いません」


    「え？」


    「さっき言った、認知のバイアスですよ。もしテロが実行されて、あなた方が真実を知っていて公表したとしても、相手にされないでしょう。なぜなら、日銀の審議委員でもある優秀な大学教授と、よくわからない学生の団体。犯罪を企くわだてそうだと思われるのはどっちですかね？」


    　俺たちには、何とも答えられなかった。


    「我々も、そのことは知っているつもりです。やがて、我々は濡ぬれ衣ぎぬを着せられ、つるし上げられて、この新しい王国も彼らは踏みにじる……それだけは何としても避けたいのです。ですから、ここで他の事件を起こすことで、我々のアリバイを作ることを思いついたのです」


    「……どういうことですの？」


    　不安そうにこがねが尋ねる。


    「教授がテロを起こして騒動が終わるまで、あなたたちをこの王国に監かん禁きんします」


    「ええ!?」


    　俺とこがねは同時に叫んだ。


    「エイプスの捜査員二人を、拉ら致ち監禁────我々がそういう事件を起こすほうが世間にはわかりやすく、受け入れられやすい。しかも、殺さずに解放すれば数日で忘れられる。そうすれば少なくとも我々は教授の大規模なテロには関わっていなかったことが証明できる」


    　こがねはまくしたてる。


    「まってください！　私たちは、どうしても、あのテロを止めなければいけませんの!!」


    「……申し訳ないが、我々にとっては、この王国以外のことはどうでもいい……教授が起こしたテロで、あなた方の社会がむちゃくちゃになろうと知ったことではありません。むしろ自じ業ごう自じ得とくとさえ思っています」


    「そんな！」


    　落らく胆たんする俺とこがねを見て黒くろ野のは言う。


    「どうでしょう？　あなた方も元いた社会を捨てて、この王国に来ませんか？　今なら永住権を与えますよ」


    「笑える冗談ですわね」


    　こがねは真顔でそう言った。黒野は動じずに言う。


    「あなた……確か一いち万ま田た家の令嬢でいらっしゃるとか。だとすれば、なおさらここにいたほうがいい。あの教授にあまり深く関わると危険ですよ」


    「あら、なぜですの？」


    「市いち来き教授がなぜ施設に入ったかご存じですか？」


    　黒野は冷笑を浮かべながら言う。


    「市来教授のお父さんの事業が失敗して無理心中をはかり、兄弟両親を亡くして教授だけ生き残ったからです……それも一万田グループからの借金が原因でね」


    「!!」


    　それを聞いて、こがねはショックを受けた様子だった。そして小声で呟つぶやく。


    「だからあのとき……」


    「あのときって？」


    　俺が尋ねると、こがねが言う。


    「ほら。私が聞きましたでしょ？　『以前どこかでお会いしましたかしら』と……あのとき、あの方はごまかしてらっしゃいましたけど……ずっと引っ掛かっていたんですの」


    　そういえば。


    　俺は、通貨ミュージアムでの、こがねとの別れ際の教授の様子を思い出した。


    　────お会いできて光栄でしたよ。一万田さん。


    　あのとき、教授の表情に俺も何か引っ掛かったんだが……まさかそんな過去があったとは。


    「よくお考えになられたほうがいい」


    　黒野は、さらにこがねに熱っぽく語る。


    「あなたにとっては危険だ。それに、あんな社会はいくらテロを起こそうとも、何もかわらない。それこそ腐りきっているからです。帰る価値なんてありません。それより我々と、ここで新しい世界を一緒に創りませんか？」


    　こがねは伏し目がちに黒野の質問に答える。


    「……どれだけ、腐りきって、危険であっても、私はあそこへ帰らなければなりません」


    「……なぜ？」


    「なぜなら」


    「？」


    　すると、こがねは顔を上げ、真っすぐに黒くろ野のを見て答える。


    「私は、あの社会を愛しているからですわ」


    「!!」


    　その真っすぐな眼まな差ざしに俺は驚いた。さっき寝ぼけていた奴やつと同じ横顔とは思えなかったからだ。黒野は俺たちを再び鋭い目つきで見つめて告げる。


    「……どうやら、まだその腕輪は外すわけにはいかなさそうですね……おい！」


    　はいっ！　という返事と共に、まげの男と、その他屈強な男たち四人が現れて、俺たちを取り囲んだ。


    「……丁てい重ちようにおもてなししろ……監視を怠おこたるな」


    「!!」


    　再び、はいっ！　という返事をしたそいつらに、俺とこがねは腕をつかまれた。


    「おい！　ちょ、放せよ！」


    「痛いですわ！」


    「きっと……あなたたちもいずれは、この王国を気に入るはずですよ！」


    　黒野の言葉を背後に聞きながら、俺たちは男どもに運ばれて、元いたバラック小屋に閉じ込められた。


    



    　　　　￥￥￥


    



    「ふんっ!!」


    「頑張って！　ケチロン」


    　俺は、何度か閉じられた扉とびらに体当たりしてみたがびくともしない。


    「……ダメだ。やめよう。やみくもに動いても体力を消しよう耗もうするだけだ」


    「……他の方法を考えましょう。なんとかここを抜け出さなくては」


    「そうだな……せめて、ふもとまでの地図がわかれば……逃げ出しても道がわからないんじゃ、すぐにつかまるし……ああ、スマホがあればなあ」


    　俺たちのスマホや財さい布ふは、拉ら致ちされたときにどうやら没収されたらしい。


    　まあ、財布はどうせあってもここじゃ使えないんだが……。


    「これならまだありますわ！」　


    　こがねはそう言って、五〇〇円玉を見せた。


    「ライト付きの鏡の電池ケースの蓋を外すために使って、ポーチに入れておいたのを思い出しましたの」


    　俺は退屈そうに言った。


    「……すげー。じゃあ、その辺で自動販売機でも探してこいよ」


    「まあ！　ケチロンて、いじわるですのね！」


    　こがねはふくれっ面つらで言った。そのとき、ドアを弱くノックする音が聞こえた。


    「？」


    　俺がドアを開けると、頭を金髪に染めた男がきょろきょろしながら入ってきた。


    　金髪男は、他の若者たちと違って、ダウンジャケットにジーンズをはいて、現代の学生とかわらない出いで立ちだった。男は、辺りを見回しながら言った。


    「……あんたたち以外、誰もいないよな？」


    「……いませんけど。何の用ですの？」


    　こがねがつれなく聞いた。すると金髪の男が言う。


    「あんたたち、新入りなんだろ？　……金持ってねえ？」


    「はあ？」


    「ここに入るときに、没収されちゃってさあ。あんたたちなら、まだどっかに持ってんじゃない？」


    「あったとしても何に使うんだ？」


    　俺が訊きくと、金髪男は声を落として言った。


    「ふもとの売店までタバコ買いに行きたいんだ」


    「何？」


    「……何でもかんでも自給自足っつっても、この王国でタバコまではなかなか作れないじゃん。喫煙者もそんないないし……だからさ、下の町まで内緒で下りてって、こっそり買うのよ」


    「それって……日本に亡命なんじゃないのか？」


    「しいい！　……聞こえたらどうすんの……だからさ、あんたの分も買って来てやっから。金持ってたら貸してよ」


    　俺はふと思いついて言ってみる。


    「……じゃあ、ふもとまでの道を教えてくれ」


    　すると、金髪男は顔面蒼そう白はくになって断る。


    「ダメダメ！　俺殺されちゃうよ！」


    　その表情を見て俺は舌打ちした。くそ。さすがにタバコと命じゃ天てん秤びんには掛けられないか。


    「もういいわ。あきらめる。じゃ！」


    「待って！」


    　金髪男が部屋を出ていこうとしたとき、こがねが呼び止めて言う。


    「お金、ありますわよ」


    「ほんと!?」


    「おいっ!!」


    　俺は慌あわてて止めたが、こがねはいとも簡単に五〇〇円玉を渡す。


    「はい！　どうぞ！」


    「やった超ラッキー。タバコは？」


    「いりませんわ」


    「あっそ。じゃあね！」


    　去っていく金髪男。俺はこがねに説教した。


    「おい！　何の見返りもなく渡しちゃうってどういうことだ？」


    「あら！　見返りは充分ですわよ？」


    「どういう意味だ？」


    「……また、私の能力、お忘れになったの？」


    　こがねは、そう言って不敵な笑みを浮かべる。俺ははたと気が付く。


    　そうか！　……こがねは自分のお金の使い道が見えるんだった。


    「さっきのあの方に渡した五〇〇円玉で、ふもとのタバコ屋の場所がだいたいわかったんですの！　きっと逃げられますわよ！」


    「いいぞ！　早く地図を描け！」


    「でも、いいんですの？　私、きっと地図も下へ手たクソですわよ？」


    　前に厳しく言いすぎたからか、こがねは自信をなくした風でもじもじしている。


    「いいから！」


    　俺は、その辺に落ちていた葉っぱの裏に、枝の先で傷をつけて地図を描かせた。


    　やがて。


    「できましたわよ」


    「どれどれ？　……ん!?」


    「どうですの？」


    「やっぱ……下手だなお前！」


    「だからさっき言いましたのに！」


    　こがねはそう言って、両手で俺をポカポカ殴った。


    「わーった！　ごめん、ていうか、もうさ道がどっちか指示してくれたらいいんじゃね」


    「まだ記憶に残っていますから、今なら、できますわよ！」


    「よし！　善は急げだ」


    　俺とこがねはドアの隙すき間まから外を見た。


    「……！」


    　外はもうすっかり夜だ。電灯なんてものはないので、かがり火がたかれてある。


    　俺たちの小屋を監視している男は確か五人いた。そのうちの四人が、正面に立っている。


    　俺の口座残高はいくらかわからないが、まだかなり残ってたと思う。


    「……よし。ここに引きつけて集まらせれば。俺の能力マイダスタツチで、一気に固められる」


    「了解ですわ」


    　こがねはＯＫサインを出すと、外に向かって大声で叫んだ。


    「おおおおい！　ですの！　ちょっと、集まってほしいんですの!!」


    　はあ？　俺は隠れながら聞いていて、思わずずっこけそうになった。


    　何なんだ。そのストレートな呼び掛けは！


    　しかし、意外にもこがねの呼び掛けに応じて、思惑通り、四人の見張りがやってきた。


    「来た！　きましたわよ！」


    「よし！　代われ！」


    　俺は、こがねと立ち位置を代わってやってきた見張りたちの時間を一気に止めた。


    「ふぬっ!!」


    　見張りの四人は、うまい具合に走ってきた姿勢のまま、石像になった。


    「よしっ！」


    「ケチロン！　あそこ!!」


    「!?」


    　見ると、残りの一人の見張りが、逃げ出した。まげの男だ。


    「くそお!!　おおい！　大変だあああ！」


    　まげの男は喚わめきながら走っている。


    「あんなに騒がれたら……誰か来ちゃいますわ！」


    　くそ。そうなりゃ、もう終わりだ。しかし、この距離じゃ、俺の能力は届かない。


    「どうしますの!?」


    　不安そうに、こがねが俺の顔を見る。仕方ない！　俺はこがねに叫んだ。


    「鎖くさりを握れ！」


    「え!?」


    「早く!!」


    「!!」


    　俺とこがねは、お互いの手首から出ている鎖をつかむと、ビン！　と張った状態で、二人で同時に走ってまげの男を追いかけた。


    「ぬおおおおおおおおおおお！」


    「えやああああああああああ！」


    「ヒイイイイイイイイイイ！」


    　もうすぐ追いつく！　そして、まげの男が俺たちのほうを振り向いた瞬間！


    「!?」


    「ぬん!!」


    「グゲ！」


    　二人で同時にまげの男の顔面に鎖くさりをブチ当てた。まげ男は仰あお向むけに倒れて気絶した。


    　俺たちは勢いのまましばらく走り続けていたが、俺が立ち止まって、鎖を引っ張ると、その反動で、こがねがくるくるくると鎖と俺の手に巻きつくようにして、最終的には、ソシアルダンスの決めポーズみたいに、こがねを俺が背中から抱いているような形になった。


    　顔を後ろに向けてこがねが言う。


    「……やっぱり、私たち二人は、一心同体ですわね。ケチロン」


    　俺は、こがねを離して先に歩きながら言った。


    「ていうか、この鎖、はやく取ってほしい～～」


    「ちょっと！　ケチロン！」


    　それから俺たちは、こがねの記憶を頼りに、山を下りて行った。


    　するとついに、遠くに真っ暗な山の中で電気の明かりが見える小屋を見つけた。


    「あれが、タバコ屋さんですわ！」


    　よし！　あそこまで行けば、電話を借りて警察を呼べる。


    「行くぞ！」


    　俺たちは、タバコ屋までの間にある斜面に沿った雑ぞう木き林ばやしの中に入った。


    　すると、叫び声が聞こえた。


    「待て!!」


    「……!?」


    　見れば、たいまつを持った黒くろ野のが俺たちの背後にいた。


    「彼は既に罰しました」


    「!!」


    　黒野がそう言うと、さっきの金髪男が他の男たちに支えられて現れた。


    　金髪男は、ひどく殴られたみたいで、顔の半分が赤黒く腫はれ上がっている。


    「言ったはずです……ここから出ていくことは、許しません」


    　黒野がそう言うと、奴やつの背後から、弓を持った男たちが現れた。


    　奴らは、矢をつがえて俺たちに向けている。


    　林の中で、俺とこがねは、弓を持った男たちに囲まれていた。


    　くそお。銃弾は無理でも、矢ならなんとか、能力で止められるかもしれん。


    「ケチロン……」


    　不安そうに俺の顔を見るこがねを、俺はとりあえず担かつぎ上げた。


    「……え!?」


    「……逃げるぞ！」


    　俺は駆かけ出した。背後で黒野の叫び声が聞こえ、ヒュッと風を切る音と共に矢が飛んでくる。


    　俺は能力で飛んできた瞬間に止める。


    「よし！　……ん？」


    「……」


    「こがね！　おい！　こがね!!」


    　こがねが何も言わないので、矢が当たって死んだのかと思ったが、俺が止めた時間の巻き添えをくっているだけのようだった。こがねの時間を止めたおかげで、俺はまるで、マネキンを担かついで走っているかのようになった。


    　よし……いけるぞ！　このままあの小屋まで着けば！


    　そう思った瞬間！　ふくらはぎに激痛を感じた。矢が当たったのだ。


    「あいっつ!!」


    　俺はその場にしゃがみ込んだ。外れた矢が俺たちの頭上を飛んでいく。


    　……くっそ。俺は茂みの中に入って、足に刺さった矢を抜いた。
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    「ケチロン？　撃たれたんですの!?」


    　集中力が切れて、こがねの時間が戻っていた。


    　あるいはもう残高がゼロになったのかもしれない。


    　……だとしたら終わりだ。足が再び痛み出した。俺は矢の先を見て思った。


    「いっつつ……これ毒矢とかじゃないだろうな」


    「……」


    　すると、こがねが、俺の足に顔を近づけた。


    「？」


    　傷の具合でも見るのかと思いきや、何を思ったのか、急に俺の矢の傷に唇を当て、ちゅううと血を吸い始めた。


    「いででででで！　えええええ!?」


    　俺はドン引きして、こがねの顔を引き離して尋ねる。


    「はあああ？　お前、何やってんだ!?　正気か？」


    　すると、こがねは吸い出した血をべっと捨てて、口についた俺の血を拭きながら言った。


    「古い映画でこういうシーン、みたことありますわ。毒を吸い出しますの」


    「えっと、それは、毒どく蛇へびに噛かまれたときじゃないかな？」


    「あら、そうなんですの？」


    　いずれにしても、あんな吸引力で力任せに吸われたら痛くてたまらん。


    「なかなかこんな機会ないので、もう一度、やってみますの」


    「いやいやいや！　もういい!!　てかどんな理由だ！」


    「静かにしないと、奴やつらに見つかりますの！」


    「だったらやめろってば！」


    「ケチロンこそ、無駄な抵抗はやめるんですの！」


    　と、俺たちが大騒ぎしていると、雑ぞう木き林ばやしの斜面の下のほうが突とつ如じよ猛烈に明るくなって、拡声器の音が聞こえた。


    「貴様らアアアア！　無駄な抵抗はやめろおおお!!」


    「!?」


    「警視庁様の参上だダアアアア！　繰り返す！　無駄な抵抗はヤメロおおお！」


    「日ひ野のさんですわ！」


    　こがねの言う通り、それは日野の声だった。赤く点滅して見えるのは、パトカーの回転灯だろう。いけ好かない野郎だが、ナイスタイミングだ。


    　すると、山の上のほうにいた黒くろ野のが叫んだ。


    「撤退！　全員退ひけえええ!!」


    　すると、弓を持った連中が、どんどん山を登って闇やみの中に消えていく。


    「あ！　コラ！　待てええ！　逃がすなああ!!」


    　日野の号令で、オーッっという声が上がり、警棒を抜いた警官たちが、イージスの連中を追いかけて行った。最後に日野も自ら上ってきた。そして俺たちを発見した。


    「うおおおおお！　ん!?　あれ？　お前らここで何を!?」


    　……よかった。


    　すると、日野が俺たちに叫ぶ。


    「俺はずっとアイツらを追ってたんだ！　お前らに手柄はやらんぞ！」


    　相変わらず、しょーもない野郎だ。こんな奴やつに話すのはどうかと思うが、俺は日ひ野のに告げる。


    「ラッキーだったな。お前にもっとすげえ手柄を取れる情報をやる。パトカーに乗せろ！」


    「え!?　ちょ！　だってあいつらが、テロを……」


    「テロリストはここにはいない！」


    「!?」


    　俺の言葉に、日野はキョトンとしていたが、俺はこがねに支えられて足を引きずりながら山を下り、日野のパトカーに乗り込んだ。

  


  
    



    　第六章「大洪水カタクリユスモス」


    



    「日銀の現金輸送車を襲うううう!?」


    　パトカーを運転しながら、後部座席の俺とこがねの話を聞いて、日野は仰ぎよう天てんしていた。


    「しかも、首謀者は、日銀の審議委員だと？　ガセネタじゃねえんだろうな!?」


    　俺は、鎖くさりのついた腕輪を外して、かぶれたとこをかきながら答える。


    「そう思うんだったら、どっかでおろせ。俺たちだけでやる」


    「……ぬううう」


    　すると、こがねが身を乗り出して、無線機をいじくって叫ぶ。


    「レジーナさん!?　聞こえます！」


    「あ！　おい！　勝手にさわんな！」


    　すると、無線の向こうから反応があった。


    『聞こえてるわよ！　どこ行ってたの!?　二人とも』


    「……群馬で、キャンプさせられてた」


    『はあ!?』


    「それより、赤あか城ぎのＵＳＢから何かわかったか!?」


    『ああ。わかったわよ……あの地図のデータ、日銀の現金輸送車のコースだったわ！』


    「なにい!!」


    　日ひ野のがそれを聞いて、急ブレーキをかけた。


    　俺たちは思わず、前のめりになった。


    『え!?　何、あんたたち、どこにいんの？』


    「警視庁の日野刑事のパトカーの中です！」


    『そうなの!?　ちょうどよかった！　刑事さんも聞いてて!!　どっちにしてもウチだけじゃ背負えない大事件になるわ！』


    「は、はい！」


    　日野はなぜか思わず敬語になって、メモと鉛筆を取り出した。


    　レジーナが話し始める。


    『……このコースによると、群馬県の前まえ橋ばし支店から、日銀本店までの通路が乗っている。つまり奴やつらが狙ってるのは、新札じゃなく、古札ってことよ』


    　俺たちは絶句した。まさか、日銀からのではなく、日銀に戻ってくる紙幣を狙っていたとは。


    　回収される寸前まで使われていたお金だから、もちろんもう一度すぐに市場でも流通する。川の源流ではなくても上流にはなりうる。しかも、群馬の支店を狙えば、あのキャンプ場にいたイージスたちの仕し業わざだと、世間の目を誘導しやすい。


    『そして、輸送車に積んでいる紙幣を盗み出し、能力者タツチドが触れて呪いをかけ、流通させる。それがざっくり奴らのプランよ』


    「でもなんで、古いほうのお札なんか」


    　こがねが疑問を呈すると、日野が答える。


    「新札のときより現金輸送車の警備も薄いし、印刷されたてほやほやの新札より、さっきまで使われていたばかりのような古いお札のほうが追跡が不可能で、世の中に流通しやすいからだろ」


    「すごい。日野さん、警察の人みたいですわ！」


    「まあ、そうなんだけどね」


    　二人のやり取りを無視して、レジーナが言う。


    『前橋支店に集まった古い紙幣を回収して日銀の本店に戻す現金輸送車は、国道17号線から、関かん越えつ自動車道に乗って、首都高を経へて、江え戸ど橋ばし出口に出る。奴らはその間のどこかで、現金輸送車を襲うはずよ。私とボスもすぐに向かうわ』


    　レジーナは無線を切った。日野はタブレットを見せながら言う。


    「警視庁のデータベースで、警備についてるパトカーの場所ならわかる。そこに現金輸送車もいるはずだ。ほら。一〇キロ前方だとよ」


    　俺たちは、日野のタブレットを使って地図を見た。俺は道路を指さしながら言う。


    「……キャンプ地にいたイージスの連中に罪をかぶせるなら、国道17号線から関かん越えつ自動車道のどっかだな」


    　すると、日ひ野のが言った。


    「このコースだと群馬県警、埼玉県警、警視庁が、リレー形式で県境までの料金所の警備を担当しているはずだ。そのバトンタッチするところが手薄になるだろう。各担当と、輸送車のドライバーに警戒を呼び掛けるとしてもだ……相手の車種の手掛かりが何もなければ、警戒のしようがないぞ」


    「私、わかりますわよ」


    　こがねが泰たい然ぜんとして言う。俺は尋ねる。


    「なんでわかるんだよ」


    「ケチロンが、工事現場で能力者タツチドの彼らに襲われているとき、見えましたもの。私のお金の一部が、ペーパーカンパニーを通じて彼らの能力と共に中古車店にも流れてましたの。車種はワンボックス。色は黒で、窓にはすべてスモークシールが張られた、超怪しい車です」


    　こがねがそう話していたとき、俺たちのすぐ横を、猛スピードで走るワンボックスカーがあった。


    「あ！　ほら！　たとえばああいう感じの……ていうか！　あの車ですわ！」


    「ええ!?」


    　日野も俺も驚いたがこがねが叫ぶ。


    「ナンバーも覚えてますもの！　早く！　アイツらを追ってくださる!?」


    　こがねの気迫に俺も語尾をそろえてお願いする。


    「追ってくださる!?」


    「……よおし。しっかりつかまってろ!?」


    　日野は回転灯を点けて、サイレンをけたたましく鳴らすと、アクセルを踏み込んだ。


    「!!」


    　日野のパトカーは勢いよく走り出した。こがねはなぜかテンションが上がっている。


    「ひゃはああああおう!!」


    「こわいこわいこわい!!」


    「うるさいって！」


    　パトカーに乗って初めて気付いたが、前の車がどんどんよけていってくれるのは本当に気持ちがいい。


    「見えましたわ！　あれですの！」


    　こがねが前方を指さした。


    　ようやく俺たちのパトカーの脇わきをすり抜けていったあのワンボックスカーの尻しりが見えてきた。


    　だがなかなか追いつけない。よほどのスピードで走っているらしい。


    「もっとスピード出ませんの？」


    「これ以上無理だ！」


    　運転しながら日ひ野のが俺たちに訊きく。


    「それより、あれに乗ってる能力者タツチドはどんな能力を持ってんだ？」


    　日野の質問に俺は三人を思い浮かべながら答える。


    「ああ。男二人は、車に乗っていても、使いようがない能力だが、女が一人いて、そいつの能力はもしかしたら……」


    　と俺が話している最中に、日野が前方を見ながら呟つぶやく。


    「おい……なんだ？　ありゃあ……？」


    「何だよ？」


    　俺は前方に目を凝こらしたが何も見えない。


    「ケチロン……空です……空!!」


    「……!?」


    　斜め上を見ると、とんでもないもんが俺たちに迫っていた。


    　空中に浮かんでいたそれは、巨大なタンクローリーだった。


    　タンクの横には大手石油会社の名前が書いてある。


    　タンクローリーは、最初はミニカーくらいのサイズだったが、ゆっくりと回転しながら俺たちの乗っているパトカーのほうに飛んでくる。


    「うわあああああああああああ！」


    　日野はまるでアメリカの子供向け漫画みたいに目玉を飛び出させる勢いで驚きよう愕がくしている。


    「よけろおおおおおおおおお!!」


    　俺も絶叫した。タンクローリーはみるみる俺たちのほうに迫ってくる。


    「!!」


    　こがねが後部座席から身を乗り出して、ハンドルを曲げた。


    　するとパトカーはドリフトしながら横向けになり、横を向いたまま車体は前方に進んだ。


    　ちょうどそのとき、タンクローリーが一〇メートル先で道路を通せんぼする形に落下した。


    　パトカーは、ちょうどタンクローリーと横並びになる形でようやく止まった。


    「車から出ろお!!」


    　日野が叫んでいち早く脱出した。


    「ケチロン！　早く！」


    「いつつ！　足が!!」


    　俺とこがねが後部座席から這はうようにしてパトカーを出た途端、高速を遮断する形で落ちてきたタンクローリーが大爆発を起こした。


    「!!」


    　地響きが起こるぐらいの衝しよう撃げきに、俺はこがねに覆いかぶさるように地面に伏せた。


    　やがて、タンクローリーはメラメラと燃えて、完全に道路を遮断した。


    　俺たちは立ち上がって、それをただ見つめるしかなかった。


    「……くそお。逃げられちまった」


    　脱力したように日ひ野のはそう呟つぶやいた。


    「……!!」


    　すると、こがねが何を思ったか、燃え盛るタンクローリーのほうに向かって駆かけ出した。


    　俺はこがねに向かって叫んだ。


    「おい！　こがね！　どこへ行くんだ!?」


    「まだ、彼らを止められますわ！」


    　振り返って、それだけ言うと、こがねはタンクローリーと道路の壁の間にある僅わずかな隙すき間まを抜けて向こう側に行こうとしている。


    「……あの子、すげえな」


    　日野がぼそりと呟いた。俺は日野に叫ぶ。


    「……とにかく、応援を要よう請せいしてくれ！」


    　日野を残して、俺はこがねを追って、同じように壁の隙間から、向こう側に行った。すると、こがねは立ちすくんで呆ぼう然ぜんとしていた。


    　ワンボックスカーの尻しりなどもう見えなかった。


    　俺たちの前には、ただ、俺たちの心情を表すかのように、行き先の見えない真っ暗な道が延々と続いていた。


    　────もう無理かもしれない。


    　俺もそう思いかけたとき、こがねが涙声で言った。


    「……仕方ないんですの？」


    「……」


    「この国の身体からだに流れる血に、あんな毒が混ざるというのに……もう止められないんですの？」


    　俺にはそれに答えてやることができなかった。


    　俺たちは白血球であるべきだったんだが……。


    　すると、そのとき、エンジンの爆音が聞こえ、はるか前方から見覚えのある車がやってきて、俺の目の前でドリフトして停とまった。ドアには内閣府と書かれてあった。


    「……!?」


    　すると、運転席の窓が開いて、渋しぶ澤さわ主任が顔を出した。


    「渋澤主任！」


    「早よ乗れ！」


    「!!」


    　俺たちは迷うことなく後部座席に乗り込んだ。


    　車を出すなり、主任が言った。


    「三キロ先で既に現金輸送車が横転している」


    「え!?」


    　俺たちが驚きの声を上げると主任が説明する。


    「輸送車の前に、大型トラックが飛んできて、ぶつかったらしい」


    　念力少女め。俺は拳こぶしを握りしめた。何としてでも今度こそ実家に帰してやる。


    「とりあえず、輸送車が止められただけで、アイツらはまだ……!?」


    　すると、前方に男が立っているのが見えた。主任が目を細めた。


    「……あいつは!?」


    　富とみ田た鉄てつ之の助すけだ！　俺はとっさに主任に叫んだ。


    「ブレーキを！　アイツは鉄の塊かたまりと同じです!!」


    「!!」


    　主任はブレーキを踏んだが、少々遅かった。


    　富田は、俺たちの車に突進してきて、バンパーをへこませ、衝しよう撃げきで俺たちは前のめりになった。


    「きゃああっ！」


    「こがね!!」


    　こがねはシートの背でぶつけた鼻をさすって応えた。


    「大丈夫ですわ。少し鼻が低くなったかもしれませんけど」


    　俺たちの乗った車のボンネットはゆがんで中から煙が上がっていた。


    　それを見つめて、自分に売られた喧けん嘩かと受け取ったように主任が低い声で言った。


    「……おもろいやないか」


    　主任はスーツを脱いで、ネクタイを緩めると、ゆっくりと車を降りた。


    「あの……主任？」


    「お前らは現金輸送車に急げ……こいつは俺に任せとけ」


    「任せとけって……そいつ、能力者タツチドですよ」


    「だったらなんじゃい」


    　ギロリと俺を睨にらんだ。主任の眼は血走っていた。


    「わしゃ、ヤクザと渡り合ってきたんじゃ。あんな学生風ふ情ぜいに負けてたまるかい」


    「……!!」


    　俺が主任の放つ怒りのオーラに唖あ然ぜんとしていると、こがねが俺に話しかける。


    「ケチロン、行きましょ？」


    「ああ。うん」


    　俺とこがねは主任に言われた通り、現金輸送車の倒れているところまで走り出した。


    　すると、背後で、またあの富とみ田たの雄お叫たけびが聞こえた。


    「ぬおおおおおおおおお!!」


    　それに呼応するかのように、主任の咆ほう哮こうが轟とどろく。


    「えええあああああああ!!」


    「!?」


    　富田は主任に向かって突進した。


    「ケチロン、さあ、早く！」


    　こがねが俺に声をかけたが、俺は心配になって、その攻防を見守った。


    　富田が、まさに主任に体当たりをしようとしたその瞬間、


    「でえええいっ！」


    　と一声かけると主任は闘牛士よろしく、ひらりと突進をかわして、富田を壁にぶつけていた。


    「すげえ……」


    　俺はそう呟つぶやいて猛獣対決を見届けてから、先に走っているこがねを追った。


    　息を切らしながらようやく、現金輸送車にたどり着いた。


    　すると、荷台から、古札の入った袋を取り出している速はや水みがいた。


    「!?」


    　速水は俺たちの姿を見つけると、まずい！　という表情で、袋をサンタクロースのように担かつぎ上げて、走り出した。


    「待てええ!!」


    　俺は叫んだがあのスピードじゃ止められない。


    「くそ！」


    　それでも俺が走り出そうとすると、聞き覚えのある声が響いた。


    「無駄ですよ」


    「!?」


    「……現金輸送車に乗っている金は、日本全体に流通しているお金のごく僅わずかです」


    　俺とこがねが振り返ると、そこには、目出し帽をかぶった男が立っていた。


    　あのテロ予告のビデオの真ん中にいた男だ。


    「川に流す毒は、ほんの一滴もあれば充分だ。いや、本当は『毒を流した』という噂うわさだけでもいいんです」


    　そういって男は目出し帽を脱いだ。


    　するとそこには俺たちが最も会いたかった人物がいた。


    　────教授だ。


    「……どういうことですの？」


    　こがねの声は僅わずかに震えていた。


    　教授は、勝ち誇ったような顔で告げる。


    「そうすればきっとみんな自分も毒されたと勝手に思い込んでくれますから。経済学用語でいう『利用可能性ヒューリスティクス』から起こるバイアスです。ほら覚えてますか？　デング熱にジカ熱、ＳＡＲＳサーズのときも。それから、冷凍食品に殺虫剤が入ってたときもそうだった」


    「……！」


    「メディアが大きく報道すればするほど、それが自分にとって身近に起こりうることだと思ってしまう。きっと、今回も大パニックになるでしょう……あの一滴が流通するだけね」


    　袋を担かついで走っていく速はや水みを指さして、教授は高らかに笑う。


    　しかし、そのとき、けたたましいエンジン音を鳴らして、一台のバイクが俺たちの前に来た。


    「……!?」


    　ライダーがヘルメットの風防を上げるとそれは、レジーナだった。こがねが叫ぶ。


    「レジーナさん!!」


    「……あの毒の一滴、川に垂らされる前に捕まえるわ」


    　レジーナは、そう言ってウインクすると、エンジンをふかして走り去った。


    　その様子を見つめていた市いち来き教授が呟つぶやく。


    「邪魔をするとは……許せませんね」


    　市来教授はそう言ってこがねの腕を引っ張ると、現金輸送車の陰に連れ去った。


    「きゃあああああ！」


    「こがねっ!!」


    　俺は追いかけようとしたが、例の念力少女が俺の前に立ちはだかった。


    「……！」


    「ごめんなさい……」


    　そう短く呟くと、澄すみ野の智とも子こはまた能力を使い始める。


    「……んんっ！」


    「!?」


    　彼女が持ち上げたのは、袋の中に入っていた現金だった。


    　バラバラになった日本円のお札が、まるで雲のように浮かび、一塊かたまりになって高速道路の外に出ていこうとしていた。


    　あれこそさっき教授が言ってた川に垂らされる毒だ。一滴どころじゃない。高速の下で拾った人間が、流通させ、それがニュースになってしまう。


    「んんんあっ!!」


    　彼女が高速道路の下に、お札の塊をばらまいた。


    　────くそっ！　そうはさせるか！　


    　俺は雲のように浮かんだ一万円札の塊かたまりに駆かけ寄って、能力を発揮した。


    　すると、高速道路の縁の部分ギリギリで、お札が下に落ちるのは避けられた。


    「……んんっ！」


    　すると、今度は彼女は、別の札束を使って、反対側の壁の下へばらまこうとしていた。


    「ちいっ!!」


    　俺はまるでテニスプレーヤーがコートの端から端へと移動するみたいに、走っては浮かんだ札束を止めた。それを繰り返しながら、俺は彼女自身との距離を徐々に詰めた。


    「はあんんん……！」


    　やがて、少女の顔に焦りが見られた。その隙すきを見て、俺は澄すみ野の智とも子こ自身に駆け寄って、彼女を抱きしめた。念力少女は顔を赤らめて俺を見上げる。


    「……え!?」


    「ようやく捕まえたぞ」


    「あんんっ!!」


    　彼女がまた喘あえぎ声をあげて能力を使おうとした瞬間、俺は能力を使って時間を止めた。


    「!!」


    　念力少女は、頬ほおを紅潮させて喘ぎ声をあげる瞬間の姿のまま、俺の能力によって石像のように固まった。


    　すると、そのとき、レジーナからの無線が入った。


    『速はや水みも確保！　古札の流出は免まぬがれたわ!!』


    　……よし。


    　すると、こがねを人質にして輸送車の陰に隠れていた教授がうそぶく。


    「……それで勝ったつもりですか？」


    　俺はゆっくりと教授に近づきながら答える。


    「残念ながら、あんたの毒は一滴も川に落ちなかったようだぞ」


    　すると教授は、こがねを盾たてにしながら居い丈たけ高だかに叫ぶ。


    「まだ私の計画は終わってません。彼女が私の動きを探ろうと、私のペーパーカンパニーにお金を入金してくれたことで、私は彼女個人の口座を知ることとなった」


    「!?」


    　教授は俺にスマホを見せて言った。


    「……つまり、私は、いつでも彼女に入金できる。すぐにでも発病するような、莫ばく大だいな金をね」


    「……やめろ」


    　俺の脳のう裏りに、川かわ辺べの爺じいさんの死体がまたよぎった。


    　こがねの腐乱死体なんて見たくない。だが、教授は笑って言う。


    「一いち万ま田た家の令嬢が、腐って死ぬ様を見て、民衆は震えあがる。川に垂らすことができなくても……それ以上の猛毒はない。皆は恐怖のあまり呪われたお金を捨てるように使うだろう、まさにお祓はらいをするようにな！」


    　本性を現したからか教授の髪型は乱れ、目は落ちくぼんで、今やほとんど別人に見えた。


    「そうすればこの世の中にお金が回りまくる……当初の計画通りだ」


    　すると、教授に向かってこがねが言う。


    「……あなたはそれを誰も殺さずにやるべきでした」


    「!?」


    「あなたの言う通り、お金は天下の回りもの。ですが……憎しみによって回すべきではありません」


    「何だと？」


    　こがねは目を閉じて語る。


    「かつては私も……その汚れた流れの中にいました……」


    「……」


    　彼女の表情を見て、俺にはこがねが父親のことを言ってるんだということがわかった。


    「しかし私は決めたのです。この世に流れる熱き血潮を、必ず清き流れに変えて見せると」


    　だが、教授は怒ど鳴なる。


    「黙れ！　私の苦しみがわかってたまるか。一いち万ま田た家のおかげで、どれだけの地獄を見てきたか……!!」


    「あなたもご存じのように、お金は巡るもの、そこに憎しみをこめれば、それもまた己おのれの身に戻ってくる……あなたが、私に呪われた大金を入れれば、それはそのまま、あなたの口座に帰ってくるだけですわ」


    「フン……世よ迷まい言ごとを」


    　そのとき、教授のスマホが何やら音を鳴らした。


    「ん？」


    　すると、スマホの画面を眺めた教授が、顔面蒼そう白はくになった。


    「……何だこれは？　そんな馬鹿な!?　こんな大金がいったいどこから!?」


    　こがねが口を開く。


    「実は、私も、あなたと同じものを買ったんですの。きっとそれが配当金となって、あなたの口座に戻ったんですわ」


    「は、配当金？　……いったい何の!?」


    「彼の、『未来』です」


    「……!?」


    　俺と教授がそれが誰であるか、わかった瞬間、教授のスマホに電話がかかってきた。


    「……!?」


    　教授が出た電話の向こうから、元気な声が聞こえてきた。


    『おじさん！　ねえやったよ！』


    「……純じゆん之の助すけ？」


    『おじさんの言った通り、お金持ちの人に僕のファンドを売ったんだ。そしたら、実は、一いち万ま田た家のお嬢さんだって人が僕のファンドを買ってくれてさ！　だから、オジサンから貰もらったお金、一〇〇〇倍にできたよ!?　僕凄いでしょ!?』


    　電話の向こうから、興奮する純之助の声が俺たちにも漏れ聞こえてきた。


    「……!!」


    　純之助の声を聞きながら、教授の眼に涙が浮かんでいるのがわかった。


    　やがて、こがねは、静かに教授に言う。


    「今呪いを解かなければ、あなたは腐って死んでしまいます。彼もそれは望まないでしょう」


    「……」


    「あるいはお金を受け取らず、彼に返して、彼を殺す選択肢もあります」


    「!?」


    　教授は、こがねの顔を見た。こがねは冷淡に告げる。


    「その事件が大きく取り沙ざ汰たされれば、世の中に恐怖が蔓まん延えんし、あなたの計画は遂すい行こうできる。……あなたの望みだったんでしょう？」


    「そんな！　それだけは……!!」


    「だったら……今ここで呪いを解いて、憎しみの循じゆん環かんをとめるんです。あなた自身の手で」


    　教授に注がれたこがねの眼まな差ざしは強くも、そして優しくもあった。


    『おじさん？　ねえ聞いてる？』


    　電話の向こうから、純之助の声が聞こえる。


    「……ぐうううううう！」


    　教授は、歯を食いしばって涙をながした。やがて嗚お咽えつを漏らしながら、その場に崩れ落ちる。


    　教授は、すると電話の向こうから、純之助の声が漏れ聞こえてくる。


    『おじさん？　どうしたの？　おじさん!?』


    「ああ、聞いているよ……よかったな。……よくやった……君はすごい。私なんかよりもずっと」


    　教授は涙声で、純之助を褒ほめていた。


    　やがて、電話を切ると、教授はその場に座り込んだまま、放心状態になった。


    　俺は教授に近づいて尋ねた。


    「一つ聞いていいか？」


    「……？」


    　顔をあげた教授に、俺は質問を投げかけた。


    「……あの子の未来を、あんたはなぜ買った？」


    「……」


    　教授は地面を見つめてしばらく黙り込んでいたが、やがて語り始める。


    「あの子は……純じゆん之の助すけは……施設にいた頃の私と同じだった……未来への希望に満ちあふれていた、あの頃の自分と……!!」


    　うつむいた教授の目から、とめどもなく涙があふれて地面に滴したたった。


    「……だから、手を貸してやりたくなった……彼に投資することで、恐ろしい能力で人を殺あやめた自分の罪を償つぐなえると感じたのかもしれない……いや。違うな」


    「……？」


    「私は、あのとき本気で思ったのだ」


    　それから教授は、顔をあげて、俺の目を真っすぐに見ながら言った。


    「次の世代なら未来を変えられると」


    「……」


    「君もきっとそう感じたんだろう？」


    　教授の質問に俺は苦笑して答える。


    「いーや？」


    「……!?」


    「俺は単純に、一〇〇円が一万円になれば儲もうかると思ったからさ」


    　俺は、自じ嘲ちようしながら答える。


    「……俺には、あんたみたいに世の中を変える力もなければ、脳みそもない。だから、自分たちのつくったクソみたいな世の中を、『未来に託す』なんて都合のいいことは言えない」


    　教授は俺の顔を見つめていた。俺は話を続ける。


    「……でもあんたは頭がいい。黒くろ野のもそうなんだろうが、あいつは頭がよすぎて、この世ごと捨てちまった。それはそれで気持ちはわからなくない。でも」


    　俺は、それから教授の前にしゃがんで話した。


    「あんたみたいな人がもう無理だってあきらめたら、黒野の言った通り、世の中も変わんないし、きっと純之助だってショックを受ける。だから……一度間違ったとしても、懲こりずに世の中を良くする方法を考え続けてほしい。どうか。お願いします」


    　俺は、教授に頭を下げた。教授は頭を振りながら答える。


    「……君たちの勝ちだな……私はもう一度勉強しなおさねば」


    　教授はそれだけ呟つぶやくと、あとから来た日ひ野のに連れられて去った。


    　レジーナもバイクで戻ってきた。後ろで主任が拳こぶしをあげているのが見えた。


    　猛獣対決に勝ったらしい。富とみ田たも速はや水みも手て錠じようをされてパトカーに乗り込んでいる。


    　やがて、政府専用車から短い足を出して降りてきた局長が俺たちのほうにやってきた。


    「……言いたいことは山ほどあるけど、一つだけ言っておくわ」


    　俺とこがねは、また説教されると思って身構えたが、局長は満面の笑みで言った。


    「よくやったわね。お疲れさま」


    「……!?」


    「あとは報告書で読むわ。提出は遅れないように」


    　それだけ言うと去ろうとしたが、局長は俺の破れたスーツを見て顔をしかめて言う。


    「ボロボロじゃないの。新しいの買いなさいよ」


    　だったら、昇給してくださいという言葉が喉のどまで出かかったが、局長が去ったので俺はタイミングを逸いつしてしまった。


    　俺は足を引きずりながらこがねと歩いた。歩きながら、こがねが俺に言った。


    「……ケチロン」


    「あ？」


    「また、お買い物に行かなくちゃ、ですわね！」


    　こがねは笑顔でそう言ったが、俺はぞっとして答える。


    「いや……ショッピングは、しばらくいいわ。特にお前とは」


    「え!?　ひどい　なぜですの？」


    「いでえ！　叩くなってば」

  


  [image: ]


  
    　さっきまで真っ暗で行き先が見えなかった道の先には、


    　朝日がうっすら昇り始めていた。


    



    　　　　￥￥￥


    



    　結局、主任はあの闘牛野郎を力相撲で制し、レジーナは速はや水みを追い詰めて、無事、市いち来き教授以下、例の能力者タツチドたち三人を全員とっつかまえることができた。


    　教授はともかく、例の能力者三人は能力を奪えばただの学生で取り調べには素直に応じてくいれた。


    　彼らへの取り調べでわかったことだが、奴やつらが色んな場所でちまちまと旧札を盗み出していたのは、やはり『大洪水』の予行演習を兼ねた富裕層への脅おどしとして、局所的にテロを起こすためだったらしい。


    　教授の言ってたように川上から滴したたらせる毒は、ほんの少量でも効果はあるし、何なら実際に毒を混ぜなくても、そこに『毒をまぜた』って噂うわささえ広まれば、その川下にいる人たちにお金を使わせるには充分な効果はある。


    　彼らの言うとおり、あれが『景気をよくするためのテロ』だと思うと、俺は仕事とはいえ、それを阻そ止しするのは複雑だったが、こがねは事件後、まじりっ気のない笑顔で俺にこう言った。


    「人も経済もハートが大事。キレイな精神と肉体を維持できるキレイな血液の循じゆん環かんを守り続けることこそ、私の『貴人としての義務ノブレスオブリージユ』ですわ！」


    　その一言だけで全部片づけられるこがねがうらやましい。


    　だが、もし、あのテロが成功していたとしても、教授たちが思っていたようなハッピーエンドは待っていなかった気がする。なぜなら、調べを進めるうち教授に多額の資金を援助していたのは、予想通りアライアンスであることが濃厚になってきたからだ。


    　教授のテロを援えん護ごしていたアライアンスの意図は謎なぞだが、今後の捜査でそれも徐々に明らかになることだろう。


    　ま、とにかく。アライアンスも教授たちも、俺たちエイプスが意外と仕事のできる役所だと見抜けなかったのが奴らの誤算だったわけだ。


    　今回の事件の報告を聞いて総理もご満悦だったそうで、エイプスに戻ると局長は手のひらを返したように俺たちを褒ほめちぎったが、とくに俺たちには昇進も昇給もなかった。


    「しっかし、局長、メシくらい奢おごってくれてもええのになあ」


    　主任があの闘牛男との格闘でできた顔の傷に絆ばん創そう膏こうを貼はりなおしつつ不満を漏らすと、ふと思い出したように隣の席にいたレジーナが俺に尋ねる。


    「あれ？　ところで私に奢ってくれるはずの特上寿司ってどうなったの？」


    「ああ、ここにあるよ」


    　俺は、奴やつらと激戦を繰り広げたあのデパートに、自分が買ったものを後日わざわざ取りに行った。あの騒ぎの中で、ほとんどの商品が紛失したか瓦が礫れきに埋もれていたが、俺はできるかぎり自力で見つけ出して持ち帰った。レジーナは呆あきれたように俺から折おり詰づめ寿司を受け取る。


    「こんなものまで持って帰ってくるなんて、すごい執念ね」


    「奴らが入金したとはいえ俺の金で買ったものだ。無駄にするのはもったいない。たとえ、あれから数日たって腐った寿司であってもだ！」


    「はあ？」


    　レジーナは気が付いて折詰に鼻を近づけると異臭に顔をしかめる。


    「ちょっと！　何よこれ！　完全に腐ってるじゃない！」


    「処理は任せる」


    　激怒するレジーナを無視して、俺は席を立った。


    



    　外は相変わらず凍いてつくような寒さだったが、天気が良くてすがすがしい。


    　オフィス街のビルの壁にある大画面を見ると、ある金持ちの老人が、若いビジネスマンを対象にした巨額の投資プロジェクトを立ち上げたってニュースが流れていた。


    　あのテロ騒ぎの影響かどうか知らないが、最近、金持ちの年寄りが若い世代に投資するのが流は行やっているらしく。よくニュースになっている。教授の言ってたように、血流を滞らせていたものが少しずつなくなっているのかもしれない。


    「こっちですわよ！　ケチロン！」


    　こがねの声に気が付いて、道路の向こう側を見るとこがねが純じゆん之の助すけと並んで手を振っている。


    　俺が横断歩道を渡ると、純之助が駆かけ寄ってきて口をとがらせる。


    「ビジネスランチに遅刻するなんてマナー違反だぞ。オッサン」


    「何がビジネスランチだ。昼飯奢おごってほしいだけだろうが。あと俺はお兄さんだ」


    「そこの店のハンバーグ、本当にうまいんだってば。先に行ってるよ」


    　純之助が駆け出すと、こがねが俺の隣に来てワクワクしたように耳打ちする。


    「また彼が新しい金融商品を紹介してくれるそうですわよ。楽しみですわね」


    　それを聞いて俺は思わず苦笑した。まったく。なんちゅうかわいげのない小学生だ。


    　だが、同時にあのガキにまたどんなガラクタを売りつけられるのか、俺もワクワクしていた。

  


  
    



    あとがき


    



    　この本の執筆の最中に、アメリカの新しい大統領が決まりました。


    　時間がたてば、ああ、そういえばなんか、そうだったなあというほどのことに風化していくのかもしれませんが、現時点ではそのニュースはすごくセンセーショナルな感じで世界中が大騒ぎしています。


    　この星の資本主義経済の中心であるかの国で、かの人物が大統領になったことは、資本主義そのものがなんかいろいろと限界なのか、みたいな状況を表している気がします。


    　ところでかの大統領の名前で思い出しましたが、トランプでおなじみのゲームのひとつに「大富豪」というのがあります。ゲームの勝敗によって階級が決まり、一番上は「大富豪」で、一番下は「大貧民」と呼ばれます。そのゲームにはローカルルールも非常に多いのですが、ほぼ公式とされているルールに、「前回の戦いで『大富豪』になった人は、『大貧民』だった人から最も強いカードを二枚もらえる」っていうのがあります。


    　この本が出るころにはそろそろ冬休みですので、年末お正月にそのゲームに講じる方もいるかもしれませんけども、僕はあのルールが毎回納得いかなくて。だってあのルールのせいで途中で格差が固定されてしまって一度「大貧民」に落ちてしまうと、なっかなか這はい上がれないわけです。だって、世の中って実際そうじゃん。というブラックジョークなのかもしれません。


    



    　本作でも触れてますが、人類がお金というものを発明して、こりゃ物々交換より便利だわ。とか思ってた頃くらいまでは、まだマシだったかもしれませんが、「利子」ってものが生まれてからは勝ち組はずっと勝ち続けるって構造ができて、かのアインシュタインが「宇宙で最も強い力は複利だ」とか言ったという話もあるように、そのパワーたるや、すごいものです。ほぼ無敵です。ところが、今に至って、そのゲームの中心だったアメリカで「大富豪」でいうところの革命みたいなことが起こっちゃったぽいわけです。


    　さて日本という国も、たしかに周りを見ると景気がいいようには思えませんけども、まっだまだお金持ちの国です。でも、お金「持ち」なだけで、１５００兆円とかいうお金の半分くらいが、使われもせず、ただ誰かが持っているだけと言います。このご時世、明日が見えなくて不安だから無理もないんですけども、持ってる人ほどパーッと派手に明るくしてほしいものです。全く持ってない僕ですら、脱稿したお祝いに今日は奮発してちょっといいケーキを家族のために買って帰ろうと思います。担当の小山君にも次の打ち合わせでは酒をおごろうと思います。領収書はもらいます。


    



    　　１１月某日。またも浜町公園にて。


    
      ますもとたくや

    

  


  
    ますもとたくや


    Takuya Masumoto


    



    最近もらったばかりの財布を失くすというマイダスタッチを発動しました。
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